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　リリーの夢は、〝幸せな花嫁さん〟になることだった。

　それは女の子なら誰しもが一度は抱く、平凡な夢かもしれない。

　けれどリリーは、平凡でもいい、母のように大好きな人と結ばれ、温かな家庭を築きたいと夢見ていた。

　慎ましい暮らしながらも仲睦まじく、いつも明るい笑みを浮かべていた両親のようになりたいと、ずっと思っていたのだ。

　それに子どものころ、村の教会で見た近所のお姉さんの花嫁姿はとても綺麗だった。

　リリーが暮らしていたのは田舎の農村で、花嫁衣装も余所行きのワンピースに野の花を編んだ花冠とベールをつけただけの質素なものだったけれど、愛する人と結ばれる喜びに満ちた花嫁は本当に幸せそうで、幼心に強い憧れを抱いた。

　私も、あんな風になりたい。

　そうして、折に触れては「幸せな花嫁さんになりたい」と口にするリリーに、母は微笑わらって「あなたなら、きっと素敵な花嫁さんになれるわ」と頷いてくれたし、父は「結婚なんて、まだまだ早いんじゃないか」と渋りつつも、「リリーなら、この国一番の花嫁さんになれるよ」と言ってくれた。

　この国一番の花嫁さんとはさすがに言いすぎではないかと思ったものの、リリーは自分の幼い夢を笑わず応援してくれる両親の気持ちが嬉しかった。

　そして、優しい両親の〝最期〟の願いもまた、リリーが愛する人と結ばれ、幸せになることだった。

　けれど――

（ごめんなさい。お父さん、お母さん）

　自分の夢は、両親の願いは、叶わないかもしれない。

　母親譲りの青い瞳に不安の色を湛えながら、リリーは赤い絨毯に彩られた道、バージン・ロードを歩く。

　彼女が身にまとっているのは、純白のウエディングドレスだ。

　高価な絹地とレースをふんだんに使い、スカートをボリュームたっぷりに膨らませたもので、とても可愛らしく、かつ美しい。ところどころに銀の糸で刺繍が施されており、さらには贅沢にも真珠の粒がいくつも縫い付けられ、光を浴びてきらきらと輝いていた。

　結い上げられた茶色の髪を飾るのは、豊穣と多産を象徴するオレンジの花と白薔薇の花冠に、薄手のベール。手には同じ花を用いたブーケが握られている。

　今まさに、リリーは憧れていた〝花嫁さん〟になっていた。それも、村のおんぼろ教会とは段違いの立派な教会で、華やかな衣装をまとい、大勢の列席者に見守られて。

　まるでお姫様にでもなったかのよう。いや、実際にリリーは〝貴族のお姫様〟として、この場に立っている。

　だが、荘厳な教会の聖堂も、贅を凝らした花嫁衣装も、温室で大切に育てられた美しい花のブーケも、彼女にとっては何もかもが不相応なものに思えて、落ち着かなかった。

　それに、結婚式とはもっと幸せな気持ちで臨むものだと思っていたのに、喜びよりも不安や緊張が勝り、身体の震えを隠すので精いっぱい。

　そもそも結婚相手からして、自分みたいな田舎育ちの小娘には相応しからぬ人物だ。

　そう思いながら、リリーは薄いベール越し、バージン・ロードの先に待つ男性へと視線を向ける。

　彼は白を基調とした軍の正装をまとい、その場に凛と立っていた。

　背が高く、体格にも恵まれているため、雄々しくも華々しい軍服がよく似合っている。またその正装には多くの勲章が飾られており、彼の功績を物語っていた。

　肩にかかるほど伸ばした髪は艶やかな漆黒で、今は首の後ろで一つに結われている。瞳の色はアメジストを思わせる紫。とても整った顔立ちをしているが、花嫁であるリリーをじっと見る目つきは猛禽のように鋭い。

「……っ」

　強い眼差しに射抜かれて、リリーはびくっと身を震わせた。

　まるで鷹の前に差し出された野ねずみにでもなったかのような気分だった。

　彼の名はシルヴェスター・ラングフォード。代々有能な軍人を輩出してきたラングフォード侯爵家の現当主で、本人も先の戦争で多大な軍功を上げ、若くして将軍の地位に上り詰めた人物である。

　また彼はその戦いで多くの返り血を浴び、敵将の首をいくつもとってきたことから、〝血まみれ将軍〟〝首狩り将軍〟の異名を持ち、畏れられていた。

　そんな剛強かつなんとも血なまぐさい軍人侯爵とリリーは、恋に落ち、愛し合って結婚することになった……わけではない。

　にもかかわらず、どうして田舎育ちの小娘が侯爵家に輿入れすることになったのか。

　物語の始まりは、半年ほど前に遡る。
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　リリー・コーネルは、ヘーゼルダイン王国の東部にある小さな農村、クリント村で生まれ育った。

　村一番の美人と評判だった母シャロンと、働き者の父デニスとの三人家族で、一家は小さな牧場を営み、牛を飼い、畑を耕し、慎ましくも幸せな生活を送っていた。

　そんな日常が一変したのは、リリーが十八歳になったばかりの冬のこと。

　王国全土に疫病が流行り、両親も相次いで儚くなってしまったのだ。

　疫病の発生からほどなく、王国は疫病に効く薬を国中に配ったが、王都から遠い小村に住む両親は間に合わなかったし、他に幾人もの村人が亡くなった。

　国中を襲った疫病の流行は収束したが、大切な家族や親しい隣人を亡くした村は、今も深い悲しみの気配で満ちている。

　そして、両親の死から約一ヶ月後。リリーは村のおんぼろ教会の裏手にある、小さな墓地を訪ねていた。

　真新しい墓石の上にうっすらと積もった雪を、手でそっと払いのける。墓石には、リリーの両親の名が並んで刻まれていた。

「ごめんね。お父さん、お母さん」

　リリーは沈んだ顔で、冷たい墓の下に眠る両親に語りかける。

「やっぱり、牧場と牛を手放すことになりそうなの……」

　牧場と牛達は両親が遺してくれた財産であり、大切な形見だ。できれば手放したくない。

　しかし、以前は一家三人が力を合わせてなんとか世話をしていた家畜と畑を、リリー一人で維持することは難しかった。

　今は冬だから牛の世話だけで済んでいるが、春になれば畑を耕し、種を播き、作物を育てなければならず、とても手が回らない。

　かといって畑仕事を放棄し、牛飼いだけでこの先食べていけるかというと、それも厳しい。

　なにせ家には、両親が牧場を開く際に負った借金がまだたくさん残っているのだ。

　リリーが婿をとり、夫と二人で畑と牛を世話する……という手も頭を過ったのだが、残念なことに現在、この村を含めた近隣にはリリーと年の合う独身男はいない。一番年が近い者で上は四十歳、下は十歳という有様なのだ。

　そんなわけで、この先のことを現実的に考えると、リリーには自宅を含めた土地家屋と牛達を売って借金の返済に充て、街に出て仕事を探すくらいしか選択肢がなかった。

　だが幸いにして、リリーは一通りの礼儀作法と裁縫をみっちり仕込まれている。農夫の娘にそこまで必要なのかと首を傾げるリリーに、いつか役に立つことがあるかもしれないからと、母が教えてくれたのだ。

　母は父と結婚する前、貴族の屋敷でお嬢様付きのメイドとして働いていたらしい。だから、農夫の妻にしてはどこか垢抜けていたし、仕草や立ち居振る舞いにも品があった。

　なんでも、同じ貴族の屋敷で働いていた父との結婚を親に反対されたため、二人は駆け落ちし、リリーを授かったのを機にこのクリント村に居を構えたのだそうだ。だから、父方母方共に実家とは絶縁状態で、リリーは祖父母や親族のことをよく知らない。

「私も、お母さんみたいにメイドとして働くか、お針子になろうと思っているの。街なら、そういう仕事の募集がいっぱいあるんですって」

　ちゃんとしたところに勤めるなら、本人の為人ひととなりを保証する推薦状が必要になるが、それは村長が用意してくれるらしい。

　働き者で、他の家の農作業にも嫌な顔一つせず手を貸していた両親の人徳故か、村長をはじめとするクリント村の人々は一人残されたリリーにとてもよくしてくれたし、中には「畑仕事や牛の世話を手伝う。もちろん報酬はいらない」とまで言ってくれた人もいた。

　しかし、流行り病で家族を亡くし、働き手を失った家は他にもたくさんある。

　そんな中で、いつまでも村人の厚意に甘え続けるのはなんとも心苦しいし、亡き両親だって、リリーが他人に頼りきりの生活を送ることは望まないだろう。

「街に働きに出たら、なかなかお墓に来れなくなってしまうけれど……」

　本音を言えば、生まれ育ったこの村から、両親の眠るこの地から、離れたくない。

　でも、これから先を生きていくためには必要な決断なのだと、リリーは自分に言い聞かせる。

（借金を返して、お金を貯めたら、また牧場を買い戻せるかもしれないし……）

「私、頑張るから。一生懸命働いて、きっと幸せになるわ」

　両親が最期、息を引き取る前に口にしたのは、娘の幸福を願う言葉だった。

　愛する人と結ばれ、幸せな花嫁さんになる。そんな幼いころからのリリーの夢が叶うよう、心から祈っている。どうか、幸せになってほしい……と。

　亡くなった両親の願いを叶えるためにも、まずはしっかりと働いて、自分を養わなければ。

　そうしていつか愛する人と出会い、共に温かな家庭を築くのだ。

　できれば牧場で一緒に働いてくれる旦那さんが見つかればいいなと思う。

「だから心配しないで、お父さん、お母さん。それじゃあ、明日もまた来るわね」

　そう亡き両親の墓前に話しかけ、リリーは墓地を後にした。

　帰ったら牛小屋の掃除をして、寝藁を取り換えてやらなければ……と、これから行う作業を頭に浮かべつつ、村外れにある家に向かう。

　するとその途中、リリーは自分の家の前に田舎の農村には不似合いな、立派な二頭立ての馬車が停まっていることに気づいた。

「お客様……？」

　あそこに停まっているということは、うちに用があるということなのだろう。

　しかしリリーには、貴族が乗るような馬車で訪ねてくる客の当てなどなく、首を傾げる。

「他の家……村長さんの家と間違えているのかしら？」

　疑問に思いつつ、恐る恐る馬車に近づいてみる。どちらにせよ、家に戻るならあの馬車は避けて通れないのだ。

　すると、リリーに気づいた御者が慌てた様子で馬車の中の人物に声をかける。

　そして馬車の扉が開き、白髪頭をきっちりと撫でつけた、身形の良い老紳士が姿を現した。

「おお……っ」

　老紳士はリリーの姿を見るなり、薄茶色の目に涙を浮かべる。

「リリーお嬢様……」

「えっ？」

（リリーお嬢様って、私のこと……？）

「なんと……シャロンお嬢様によく似ておられる。お迎えが遅くなって申し訳ありません。本当に、申し訳……っ、うううっ……」

　老紳士は、言葉の途中で泣き出してしまった。

「ええっ、あ、あの、大丈夫ですか？」

「も、申し訳ございません……っ。我々がもっと早く駆けつけていれば、シャロンお嬢様もデニスも死なずに済んだのかもしれないと思うと、たまらず……っ」

（お父さんとお母さんの知り合い？　でも、どうして私やお母さんのことを『お嬢様』と呼ぶのかしら？）

　そう疑問に思う気持ちが、顔に表れていたのだろう。

　老紳士は懐から取り出したハンカチで涙を拭い、「もしやリリーお嬢様は、ご両親から何も聞かされていないのですか？」と言った。

「え、ええ……」

　少なくとも、初対面の老紳士からお嬢様と呼ばれる心当たりはまったくない。

「そうでしたか……。申し遅れました。私、エヴァレット伯爵家に執事として仕えております、モーリス・アーキンと申します。そしてあなたのお母君は、我が主人、エヴァレット伯爵のご息女――」

（えっ）

「――つまりあなたは、エヴァレット伯爵家の血を引くお方なのです」

（ええええっ……！）

「お、お母さんが、伯爵家のご令嬢!?　でも、お母さんは貴族のお嬢様に仕えるメイドだったって……」

「シャロンお嬢様は、当家の使用人であったデニスと身分違いの恋に落ち、駆け落ちなさいました。『家族から絶縁されてもかまわない。この先何があっても、伯爵家に頼ることはしない。自分は死んだものと思ってほしい』と、書き置きを残されて。故に、娘御であるリリーお嬢様にも素性を隠しておられたのでしょう」

「そんな……」

　突然聞かされた突拍子もない話に、リリーは疑いを捨てきれない。

　するとモーリスは、自分の話が真実である証拠にと、懐からロケットペンダントを取り出した。

「こちらは、我が主人から預かった品です」

　楕円形をした銀製のチャームには、精緻な細工で家紋が刻まれていた。よく見れば、馬車にも同じ紋章が使われている。おそらく、エヴァレット伯爵家の家紋なのだろう。素人目にも高価な、それこそ貴族か豪商にしか持てない代物に見えた。

　モーリスがロケットペンダントのチャームをカチリと開くと、中には若き日の母と思わしき女性の肖像画が描かれている。

（お母さん……）

「十六歳のシャロンお嬢様を描いたものです。他にも、伯爵邸にはお母様の肖像画が数多く残されておりますよ」

　モーリスは、幸せそうに微笑むシャロンの絵姿にまた涙ぐみ、話を続けた。

　彼によると、両親が駆け落ちし、王都を出奔した当時、シャロンの父親であるエヴァレット伯爵は娘を連れ戻すため、二人の行方を追ったらしい。

　けれどなかなか見つからず、ようやく居場所を突き止めた時にはもう数年の歳月が流れていて、二人の間にはリリーが生まれていた。

　それを知ったエヴァレット伯爵は、他の家族の説得もあり、シャロンを連れ戻すことを諦めたのだという。

　そして以後は時折人を遣ってシャロン達一家の様子を確かめるくらいで、ほとんど関わらずにいたらしい。

　シャロンとデニスが疫病に罹り、ほどなく亡くなったことも、その様子見の報告から知ったのだそうだ。

「お二人が病に倒れたと聞いてすぐ、この村に医者と薬を送ろうとしたのですが……」

　間に合わなかったと、モーリスは深い悔恨を滲ませて呟いた。

　国の中央部に位置する王都と、東部辺境にあるクリント村は遠く離れている。

　二人が流行り病に罹患したという報告が王都に届くまでにも時間がかかったのだろうし、疫病に見舞われ、医者と薬が不足していたのは王都も同じ。いかに伯爵家とはいえ、医者と薬の手配には時を要したのだろう。

　モーリスは涙を流して「申し訳ありません」と謝罪するが、彼を責める気持ちはリリーにはなかった。

　むしろ、一度は家族を捨てた両親を彼らが助けようとしてくれていたこと。そして、両親の死を悲しみ、心から悼んでくれることをありがたく思う。

「謝らないでください、モーリスさん。お医者様とお薬を手配しようとしてくださったこと、亡き両親に代わって心から感謝します。本当にありがとうございました」

「リリーお嬢様……」

　モーリスは感極まった表情を浮かべ、「ううっ」と嗚咽を漏らした。

　どうやら、この執事はかなり涙もろい性格をしているようだ。

「その優しいお心も、シャロンお嬢様にそっくりです。きっと、我が主人もお喜びになるでしょう……」

　そう呟いたモーリスは姿勢を正し、改めてリリーに向き合う。

「私共が本日こちらへ参ったのは、リリーお嬢様を伯爵家にお迎えするためなのです」

「えっ、わ、私を伯爵家に……？」

「はい」

　なんでも、王都にいる祖父は娘の忘れ形見であるリリーに会いたがっていて、かつ自分の手元に引き取りたいと考えているらしい。

「どうか、私共と一緒に王都へ来ていただけませんか？」

　モーリス曰く、エヴァレット伯爵は娘のシャロンを目に入れても痛くないほど可愛がっていたのだそうだ。

　そんな愛娘の訃報を知り、祖父は今、とても沈んでいるのだという。

「シャロン様の面影を色濃く宿す孫娘のリリー様が会いにきてくだされば、きっと、我が主人の心も慰められましょう」

　お願いいたします、どうか、どうか……とモーリスに懇願され、リリーは戸惑う。

「…………」

　母が実は伯爵家のお嬢様だったというだけでも驚きなのに、自分が伯爵家に、貴族の家に引き取られるだなんて、そう簡単に「はい、わかりました」と受け入れられることではない。

（でも……）

　だからといって、涙ながらに縋るモーリスの頼みを断るのは、どうにも良心が痛む。

　それに母の死を悲しみ、嘆き暮らしているという祖父が自分に会いたいと願ってくれているのなら、会いに行きたい。お傍にいって慰めてさしあげたいと思う気持ちもあった。

「……わかりました」

　そうしてリリーは、王都で待つ祖父のもとに向かうことを選んだのだった。






　リリーはその日のうちに、王都へ旅立つことになった。

　なんでも、モーリスは一日でも早くリリーを連れてくるよう、主人から言いつかっているらしい。

　もともと、近々この村を離れるつもりで準備を進めていたから、荷造りにはさほど時間はかからなかった。

　リリーが進めていた土地家屋や牛達の売却の手配は、モーリスが後を引き継いでくれるという。

　また、モーリスが村長に話を通し、買い手が見つかるまでの家の管理や牛達の世話を頼んでくれたので、すぐに村を出ることができたのだ。

　さらには借金の残りもエヴァレット伯爵家が返済すると言われて、リリーは慌てた。

　いくら母の実家が貴族だったからといって、さすがに生まれてから一度も会ったことがない親族にそこまで甘えるのは申し訳ない。

　祖父は自分を孫娘として引き取る意向らしいが、その話は断るつもりだし、借金も自分で働いて返そうと思っている。

　そうリリーが訴えると、モーリスは困ったような顔をして、「そのお話は、主人と直接なさってください」と言った。

　確かに、これらの件で決定権を持っているのは執事のモーリスではなく、その主人であるエヴァレット伯爵――リリーの祖父なのだろう。

「わかりました」

　リリーは頷き、古びたトランク一つにまとめた荷物を持って、モーリスと共に伯爵家の馬車に乗り込んだ。

（わ……）

　初めて乗る貴族用の馬車は内装も立派で、しっかりとクッションの効いた座面は座り心地も良い。

　走り出してもあまり揺れを感じないし、家で使っていた荷馬車とは段違いだ。

（さすが、伯爵家の馬車ね……）

　まさか自分がこんな立派な馬車に乗って王都に行く日が来ようとは、夢にも思わなかった。母がエヴァレット伯爵家の令嬢だったというモーリスの話を信じはしたものの、やはりまだ心のどこかで、何かの間違いなのではと疑う気持ちもある。

（でも、間違いなく私は王都に、お祖父様に会いに行くのだわ）

　車窓越し、徐々に離れていく故郷の景色を眺めながら、リリーは王都で待つ祖父に想いを馳せた。

（お祖父様……。どんな方なのかしら……）

　優しい人、だろうか。

　祖父は母のことをとても可愛がっていたと聞く。であればきっと愛情深い方だろうと、リリーは思った。

（お祖父様に会ったら、お礼を言わなくちゃね）

　病に伏した両親のために、医者と薬を送ろうとしてくれたこと。そして、一人残されたリリーにも救いの手を差し伸べようとしてくれたことを感謝したい。

　ああでも、その前にまず謝罪すべきだろうか。

　貴族の令嬢であった母が、使用人と身分違いの恋に落ちた挙げ句に駆け落ちをした。それが伯爵家の体面に泥を塗る行為であることくらい、田舎育ちのリリーにだってわかる。

　亡き両親に代わって、娘である自分が謝罪しなければ。

　それから改めて借金を肩代わりしようとしてくれたことに礼を言って、自分で働いて返すから大丈夫だと話そう。

　また、モーリスは祖父が愛娘の訃報を知って沈んでいるとも言っていた。自分が会いに行くことで、少しでも慰めになればいいのだけれど……

　そして、生前の両親がいかに幸せだったかを伝えられたらいいなと思った。










　クリント村から王都までは、馬車で十日ほどかかる。

　その道中、モーリスは両親の昔話や、王都にいる家族のことなどをいろいろと話してくれた。

　残念ながら、父方の祖父母と母方の祖母はもう亡くなっているらしい。

　王都の屋敷には祖父の他に、母の弟である叔父夫婦と、今年十歳になる従弟が暮らしているのだとか。

　また叔父夫婦には十五歳の息子もいるが、彼は現在隣国であるジュネスト王国に留学中のため、家を離れているようだ。

　母と叔父は姉弟仲が良かったらしく、家族はみんなリリーが来るのを心待ちにしていると、モーリスは言った。

　しかし――

「フン。あの男そっくりの汚らしい髪色ではないか。まったく、忌々しい」

　片道十日という生まれて初めての長旅を終え、ようやく王都の屋敷に到着したリリーを一瞥するなり、祖父――ダライアス・エヴァレットは苦虫を噛み潰したような表情を浮かべ、侮蔑の言葉を口にした。

（え……？）

　ここは屋敷に着いてすぐ通された、祖父の書斎だ。

　室内には他の家族や使用人の姿はなく、リリーはモーリスと二人で祖父と対面している。

　だがその祖父は、とても〝愛娘の訃報を知って沈んでいる〟〝娘の忘れ形見に会いたがっている〟ようには見えなかった。

　沈んでいるというより、むしろ初めて対面するリリーに……いや、リリーに宿る父デニスの面影に怒っているみたいだ。

　両親のしたことを考えればそれも無理からぬとは思うのだが、いかんせん、モーリスから聞いていた話と違いすぎて、リリーは困惑を隠せない。

「せめてもの救いは、顔立ちと瞳の色がシャロンに似たことだけだな。これなら、まあ、先方も受け入れてくださるだろう」

（先方？　受け入れ？　いったいなんの話なの？）

「だ、旦那様、そのような心無いお言葉は……」

　モーリスが慌てて主人を諫めるが、祖父は「フン」と忌々しげに鼻を鳴らし、リリーを睨みつける。

「モーリスのことだ。どうせ、ワシがシャロンを亡くして悲しんでいるとか、シャロン可愛さにこの娘を引き取ろうとしていると勘違いして、涙ながらに語って聞かせたのだろう」

「ち、違うのですか!?」

（違うの!?　というか、モーリスさんの勘違いって……）

「違う。リリーとか言ったな。いいか、よく聞け。ワシがお前を王都に呼んだのは、死んだ両親に代わってお前に償いをさせるためだ」

「償い……？」

「ああ。駆け落ちする前、シャロンには我が家より格上の名門リンゲル侯爵家との間で縁談が決まっていた。ところが……」

　当時、シャロンはリンデル侯爵家の嫡子と婚約していた。

　しかし彼女は父親に押しつけられたその縁談を厭い、密かに恋仲になっていたデニスと駆け落ちする。

　それは大醜聞となり、エヴァレット伯爵家も相手方のリンデル侯爵家も社交界でいい笑い者になったのだそうだ。

　そして伯爵家は体面に傷をつけられただけでなく、リンデル侯爵家への謝罪と賠償に追われ、家名を大いに傾けたらしい。

　当時、両親のせいでいくつかの所領を手放す羽目になったとも言われ、リリーはいたたまれない気持ちになった。

　両親の、そして自分の幸せな生活は、エヴァレット伯爵家の誇りや財産を犠牲にして生まれたものだったのだ。

　そこまで考えが及ばず、呑気に祖父や母の家族と会えることを楽しみに思っていた自分を、リリーは恥ずかしく思う。

（お祖父様が、今でもお父さんとお母さんのことを許せずにいることはよくわかったわ。でも、償いって……。私に何ができるというの……？）

　そんなリリーの疑問に答えるように、祖父が再び口を開いた。

「そこでお前には、亡きシャロンに代わり、伯爵家のために政略結婚をしてもらう」

（せ、政略結婚!?　私が!?）

「ですが、私は田舎育ちの農夫の娘で……」

　母が伯爵家の令嬢だったとはいえ、リリー自身はその事実を最近まで知らず、農夫の娘として育ったのだ。とても結婚相手として望む貴族がいるとは思えない。

「問題ない。先方もお前の生い立ちは承知している。それに、生粋の令嬢には逃げられてばかりいるようだからな」

（ええ……っ）

　生粋の令嬢に逃げられてばかりいるって、それ、かなりアレなお相手なのでは……と、リリーは怖じ気づく。

（ものすごく年上とか、ものすごく不細工とか、変態的な趣味を持っているとか……？）

「本来であれば、お前のような娘では一生お目にかかることもできないようなお方だぞ。縁談の相手はシルヴェスター・ラングフォード侯爵だ。お前とて、我が国の英雄の名前くらい知っているだろう」

「シ、シルヴェスター・ラングフォード！」

（あの〝首狩り将軍〟が、私の結婚相手なの!?）

　祖父の言う通り、その勇名はリリーが暮らしていた辺境の田舎にも轟いていた。

　シルヴェスターは武の名門、ラングフォード家の現当主である。

　彼を一躍有名にしたのは今から約五年前、王国の北にあるドナート帝国との戦争だ。

　帝国の突然の侵攻で始まった戦争で、シルヴェスターは前線に立ち、多くの敵将の首を討ち取った。

　かの戦争がヘーゼルダイン王国側の勝利で終わったのは、彼の獅子奮迅の活躍によるところが大きい。

　その功績から、シルヴェスターは帝国との戦争で亡くなった父侯爵に代わり、若くして将軍の地位を与えられた。

　また多くの敵兵の返り血を浴び、いくつもの首級を持ち帰ったシルヴェスターの姿は英雄譚として語られ、人々は彼を〝血まみれ将軍〟〝首狩り将軍〟と呼び、畏怖と畏敬の念を抱いている。リリーもその一人だ。

（シルヴェスター様は確か、まだ三十手前だって聞いたわ。王国史上最年少の将軍だって。だから、ものすごく年上というわけではないし……）

　容姿だって詳しくは知らないが、ひとまず不細工だという噂は聞いたことがない。

　そんなまだ男盛りで地位も名声もある人物が、何故なにゆえ自分のような娘との結婚を望んでいるのだろうか。

　それこそ令嬢達が放っておかないと思うのだが……

　そう、ますます疑問を深めたのが顔に出ていたのだろう。

　祖父は「フン」と鼻を鳴らし、何故シルヴェスターが貴族の令嬢達から敬遠されているのかを話してくれた。

「温室育ちの令嬢達にとって、シルヴェスター殿の功績は血なまぐさく、野蛮で、怖気おぞけが立つほど恐ろしいものであるらしい。まったく、彼がいなければ我が国は滅んでいたかもしれないというのに、失礼な話だ」

　今ヘーゼルダイン王国が平和なのは、シルヴェスターの活躍のおかげと言っても過言ではない。にもかかわらず彼を敬遠する令嬢達に、祖父は憤りを覚えているようだ。

（……まあ、敵とはいえ、何人もの人間の首を斬り落とした方だものね）

　令嬢達が怯える気持ちも、わからなくはない。

　さらに祖父が言うことには、シルヴェスターは寡黙な上に愛想というものを持ち合わせていないらしく、彼との縁談を嫌がる令嬢が続出した。

　また、そんなことが繰り返されるうちに謂われなき風評（シルヴェスターが女性を苛んで悦ぶ性癖を持っているとか、逆に女性に興味を持てない男色家だとか）まで立ってしまって、余計に結婚相手が見つからず、難儀していたらしい。

　そこで祖父は、資産家としても有名なラングフォード侯爵家に取引を持ちかけた。

　それが両親と死に別れたリリーを引き取り、エヴァレット伯爵家の籍に入れ、シルヴェスターと娶わせること。

　祖父はその見返りに侯爵家から多大な結納金と資金援助を得て、かつて手放した所領を買い戻すつもりでいる。また名門であるラングフォード侯爵家と縁を結ぶことで、社交界での地位も回復できると考えているようだった。

　そして後継者問題に悩んでいたラングフォード侯爵家としても祖父の提案は渡りに船だったようで、二つ返事で縁談を受け入れたのだとか。

（そんな……）

「向こうが望んでいるのは、シルヴェスター殿の血を引く後継者と、後継者を産む妻だ。その役目さえ果たせば、あとは好きにしていい」

　リリーが〝首狩り将軍〟と結婚し、跡取りをもうける。それがリリーにできる償いだと、祖父は言った。

「だが、お前がこの話を拒むなら、シャロンとデニスのせいで我が家が失った財産を全額弁済してもらう。もちろん、お前の両親が残した借金と合わせてな」

「うっ……」

　両親が残した借金でさえ返済には数年かかると思っていたのに、その上伯爵家が失った財産までだなんて、とても一介の村娘に弁済できる額ではないだろう。

「しかしお前がこの話を受けるなら、報酬としてお前の両親が残した借金は伯爵家が全額返済してやる。もちろん、弁済もいらない。さらには後継者を産んだあと、シルヴェスター殿との離縁を望むのであれば、その先お前が暮らしていけるだけの金も用意してやる」

「だ、旦那様。その仰りようは、あまりにも……」

「黙れ、モーリス。……さて、どうする？　シャロンの娘よ」

「…………」

「お前に、両親のしでかしたことを少しでも詫びる気持ちがあるのなら、当然、この話を受けるだろうな？」

「……わかりました」

　祖父が伯爵家の名誉と財を損なった両親に、そして彼らの娘である自分に怒りを覚え、償いを求めるのは無理からぬことだ。

　それに祖父は、役目さえ果たせば好きにしていいと言った。十分な報酬を払うとも。

　ならその金で、一度は手放した牧場を、両親との思い出が残るあの家を、再び買い戻せるかもしれない。

「私は、首狩り……いえ、シルヴェスター様のもとに嫁ぎます」

　本当は、会ったこともない相手――しかもこの国の英雄である軍人侯爵と政略結婚をするなんて、不安でたまらないけれど……

　両親のしでかしたことに始末をつけるため、また自分の将来のために、リリーは祖父の命令に従うことにした。

　愛する人と結ばれ、幸せな花嫁さんになるという夢は、叶わないかもしれない。

　だがどちらにせよ、祖父の命令を拒めば莫大な借金を負うことになり、夢を叶えるどころではなくなるだろう。

　でも祖父の取引に乗れば、お互いに打算まみれの政略結婚とはいえ、シルヴェスターとこれから愛を育む可能性だってなくはない。

　さらにそちらが駄目でも、離縁後に新たな出会いが待っているかもしれないし……と、リリーは自分を励ました。

「その言葉、けっして違えるでないぞ」

「はい」

「シルヴェスター殿は現在、国境砦に詰めておられる。そのため、お前を対面させるのは一ヶ月後だ。それまでに、最低限の礼儀作法は身につけてもらう」

　かくして田舎の農夫の娘であったリリーはエヴァレット伯爵家に引き取られ、貴族令嬢に相応しい礼儀と教養を叩き込まれることになったのだった。
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　リリーは王都にあるエヴァレット伯爵家のタウンハウスで暮らすことになった。

　伯爵家の当主は代々文官として王宮に出仕しているらしく、その務めの関係で、一家は領地にある本邸ではなく王都の屋敷で生活しているようだ。

　祖父と対面したあと、リリーはすぐに叔父一家と引き合わされた。

　祖父の態度がモーリスから聞いていた話と違っていたので、叔父達も本当は自分の存在を疎ましく思っているのではないかと身構えていたが、こちらは聞いていた通り、リリーと会えるのを楽しみにしていたと、温かく迎え入れてくれた。

　母と叔父の姉弟仲が良かったというのも本当で、叔父のジョージはリリーに残る姉の面影に涙し、「姉上とデニスを助けられなくてすまなかった」と、謝罪の言葉を口にした。

『私がもっと早く、姉上達の窮状に気づいていたら……』

『叔父様……』

　王都から遠く離れたクリント村に医者と薬を送ろうとしてくれたのは、祖父ではなくこの叔父だったようだ。

『ありがとうございます、叔父様。そのお気持ちだけで十分です』

　リリーは、祖父に会ったら絶対に告げようと思っていた感謝の気持ちを、叔父に伝えた。

　そして叔父の妻であるオーレリアは、なんと母の親友であったらしく、リリーを見て「ああ、本当にシャロンによく似ているわ」と涙を浮かべ、歓迎してくれた。

　驚いたことに、叔父夫婦は両親の恋を応援し、駆け落ちにも手を貸したのだそうだ。

　だから両親は伯爵家の追っ手から無事に逃げおおせたのだろう。

　両親の恋の理解者であった叔父夫婦に、両親が最期の時まで互いを想い合い、幸せに生きたことを話すと、二人はますます涙を流し、両親の死を悼んでくれた。

　それから二人の息子であるシリルも、最初は初対面の従姉に人見知りしていたものの、一週間もすると、だんだんリリーに懐いていった。

　彼は本を読むのが大好きで、中でも一番好きなのが昆虫について書かれた図鑑らしい。

　普通の令嬢なら嫌がりそうな話題だが、田舎の村で育ったリリーは幼いころよく虫取りをして遊んでいたし、今も虫は嫌いではない。

　そんなわけでシリルの虫の話に快く付き合ったところ、実の姉のように慕ってくれるようになったのだ。

　叔父一家は、リリーにとてもよくしてくれた。

　また叔父夫婦は、祖父がリリーを政略結婚の駒にしようとしていることについて、「あの人の言葉に従う必要はない」「借金のことも気にしなくていい。好きなだけこの屋敷にいなさい」と言ってくれた。

　しかし、リリーは自分の意志で、亡き両親に代わり償いをすると言ったのだ。

　それに、けっして約束を違えないとも誓った。にもかかわらず、すぐに前言を翻して叔父夫婦に助けを求めるのは躊躇われたし、両親が残した借金を無条件に肩代わりしてもらい、自分も伯爵家の世話になる……というのは、さすがに甘えすぎだろう。

　そう考えたリリーが申し出を断ると、叔父は「義理堅く、頑固なのはデニス譲りだね」と苦笑して、リリーの意志を尊重してくれた。

　ただ、もし少しでも耐えられないと思ったら必ず助けを求めるように、と言い添えて。

　叔父夫婦の優しさを、リリーはありがたく思う。

　祖父はリリーとはあまり顔を合わせたくないようで、たまに書斎に呼びつけられて教育の進捗具合を確かめられるくらいだったが、実の両親のように愛情深く見守ってくれる叔父夫婦、そして自分を慕ってくれる実の弟みたいなシリルがいたから、王都の屋敷での生活も辛くはなかった。

　また、「縁談相手との顔合わせまでに、たとえ付け焼き刃でもいい。とりあえず、失礼のないように礼儀作法を教え込まねば」という祖父と教師達の思惑を良い意味で裏切り、令嬢としての教育も順調だった。

　生前、母が「覚えておいて損はないから」と教えてくれた、基本的な礼儀作法のおかげである。きっちり叩き込まれていたから裁縫も刺繍も得意だし、毎日牛の世話で駆け回っていたからか運動のセンスもあり、ダンスを覚えるのも早かった。

　当時は母のことを元メイドだと思っていたので、どこかの屋敷に勤めた時に使える知識と技術だとばかり考えていたけれど、もしかしたら母は自分達に何かがあった時、リリーがエヴァレット伯爵家に引き取られる可能性を見据えて、農家の娘には不要のはずの教育を施したのかもしれない。






　そしてリリーが伯爵家での生活、令嬢としての暮らしぶりに慣れ始めたころ、国境砦に詰めていたシルヴェスターが王都に帰還した。

　その知らせが入ってから数日後の今日、リリーはついに未来の夫と顔を合わせることになる。シルヴェスターが婚約者の顔を見にくると、帰還の知らせと共にラングフォード侯爵家から連絡があったのだ。

　この日、リリーは朝早くからメイド達に捕まり、浴室に連れ込まれた。

　裸に剥かれ、身体の隅々までピカピカに磨き上げられる。

　どうやらメイド達は万が一にも見た目で縁談を断られることがないよう、リリーを美しく仕上げろと厳命されているらしい。

　普段ならここまでしないのにというくらい、彼女達は気合を入れて己の職務に励んだ。

　他人に、それも複数の人間に身体を洗われることに未だ抵抗を覚えるリリーは、それだけでもうげっそりと疲れてしまった。

　身を清め終えたら、今度はドレスに身を包む。

　当世の流行りは、やや高い位置にきゅっと絞られたハイウエストに、スカートをふんわりと丸く広げたシルエットのデザインだ。

　シルヴェスターとの初対面のために用意されたのも流行りに倣ったもので、色はリリーの茶色い髪によく似合う鮮やかな緑色。袖がふんわり膨らんでおり、随所にフリルやドレスがたっぷり使われていて、とても可愛らしい。

（でもこれ、とっても動きにくいのよね）

　ただ眺めるだけなら素直に素敵だと思えるのだが、いざ身につけると窮屈だし、動きも制限されるのだ。

　伯爵家で暮らすようになってからは毎日こういったドレスを着ているのでさすがに慣れはしたものの、故郷で身につけていた野良着を恋しく思うこともしばしばだった。

　メイド達の手を借りてドレスを着込んだあとは、髪を結われ、化粧を施される。

　髪は低い位置で何本かの三つ編みを作り、それをまとめてからドレスとお揃いのヘッドピースをつけた。

　入念な化粧を終えたら、名前にちなんだ百合の花の香水を軽く振りかけ、身支度は終了だ。

　ここに至るまで数時間を費やし、美しく装ったリリーを見て、メイド達は「お綺麗ですわ」「本当に、よくお似合いです」「素敵です」と誉めそやす。

　確かに、姿見に映る自分はまるで物語のお姫様のようだった。見た目だけなら、もうしっかりと貴族のご令嬢である。

　しかしリリーは身支度を終えた端から、「早くこのドレスを脱ぎたい」と思ってしまうのだった。

「それでは、私共はいったん下がらせていただきます」

「ええ、ありがとう」

　メイド達が余裕をもって早朝から準備を始めたため、シルヴェスターの来訪まではまだしばし間がある。

　侍従が呼びにくるまで自室で待つよう言われたリリーは、窓辺に置いた椅子に浅く腰かけ、メイドが用意してくれたお茶と軽食を口にした。

　朝から何も口にせず身支度に追われていたので、これがようやくの朝食となる。

　けれど緊張しているせいか、あまり食欲はなかった。

「ふう……」

　これからこの屋敷に〝首狩り将軍〟シルヴェスター・ラングフォードが訪ねてくる。

　そして自分は、おそらく相手に断られでもしない限り、彼と結婚することになる。

　そう思うと、胸をぎゅっと掴まれたような息苦しさを感じた。

　正直、少しだけ怖い。自分で納得して受け入れた縁談ではあるが、だからといって不安を感じないわけではないのだ。

　かすかな怖れと緊張を覚えながら、リリーは窓の向こうへと視線を移す。

　リリーの部屋は屋敷の表側に面しており、この窓辺からは正門付近までよく見渡せた。そのため、来客が到着したらすぐわかるようになっている。

　少し距離はあるが、ここなら未来の夫の姿を遠目に窺うこともできるだろう。

　応接間でいきなり顔を合わせるより、先に少しでも姿を見ておいた方が、緊張も和らぐかもしれない。

（あっ……）

　そんなことを考えている間にさっそく一台の馬車が正門をくぐり、敷地内に入ってきた。

　馬車は玄関前でゆっくりと停車する。そして中から従者らしき少年と、軍服を着た二人の青年が出てきた。

　二人の青年のうち、少年の次に降りた人物は麦わら色の髪をしている。シルヴェスターは黒髪だと聞いているから、おそらく――

（最後に降りてきたあの方が、シルヴェスター様……）

　一人で幾人もの敵将を討ち取ったという話から、筋骨隆々とした大男を想像していたのだが、実際のシルヴェスターは予想より細身だった。背も高く、引き締まった身体つきをしていることが遠目にもわかる。

　リリーは立ち上がり、何かに引き寄せられるように窓へと顔を近づけた。

　自分の夫となる人物の姿を、もっとよく見ておきたいと思ったのだ。

「……何を話しているのかしら……」

　シルヴェスターはすぐ屋敷の中へ入ろうとはせず、こちらに背を向け、麦わら色の髪の青年と何やら言葉を交わしている。

　そのため青年の顔は見えるが、肝心の婚約者の顔は窺えない。

（これじゃあ、わかるのはシルヴェスター様の後ろ姿だけだわ）

　そんな彼は、いったいどんな顔をしているのだろう。

　シルヴェスターが一度でも振り向きやしないかと、リリーはさらに窓へ迫り、シルヴェスター達の様子を窺った。

　もしこんなところを礼儀作法担当の家庭教師に見られたら、「はしたない」と叱られるに違いない。「こっそり姿を覗き見るような真似をして、相手の方にも失礼ですよ」と。

　しかし、今ここに礼儀にうるさい教師はおらず、視線の先にいる彼らも、まさかリリーが窓にはりついて自分達の姿を注視しているなんて、考えもしないはず。

　ところが――

「あっ……」

　こちらに背中を向けていたシルヴェスターが突然振り返ったかと思うと、鋭い眼差しをリリーに向ける。

　一目でもいいから見たいと思っていた彼の顔立ちは、想像していたよりずっと整っていた。凛々しい眉に、宝石めいて印象的な紫の瞳。すっと通った鼻筋、形の良い唇。一つ一つのパーツが綺麗で、はっと目を奪われるほどの美貌の持ち主である。

　けれどその表情は不機嫌そうにムッと顰められており、咎めるような視線をこちらに投げかけていた。

　まるでリリーが自分を見つめていたことに気づいて、睨み返すみたいに。

「……っ」

　そうだ、自分は睨み返されているのだと遅れて気づいた彼女は慌ててしゃがみ込み、シルヴェスターの鋭い眼差しから逃れる。

（うそ……。けっこう距離があるのに、私の視線に気づいたの……？）

　それとも、単なる偶然だろうか。

　しかし、ほんの一瞬ではあるが、確かに彼と視線が交わった気がした。

（ど、どうしよう……）

　こっそり覗き見をするなんて無礼な真似をして、シルヴェスターを怒らせてしまったのかもしれない。

　もしそれを理由に縁談を断られたら、きっと祖父は烈火の如く怒り狂うだろう。

　いやそれ以前に、〝首狩り将軍〟の不興を買って、無事でいられるのだろうか……

（うっ……）

　悪い想像ばかりが頭を過り、リリーはぶるっと身を震わせた。






　リリーはどうしたものかと頭を悩ませ、しばし窓辺をうろうろと落ち着きなく歩き回っていたが、ほどなくメイドが彼女を呼びにきて、客人達の待つ応接間に向かうことになった。

（はあ……）

　もしかしたら、「この屋敷のご令嬢は覗き見が趣味なのか」などと、シルヴェスターに苦情を言われるかもしれない。そして祖父に厳しく叱責されるのだ。

　嫌な想像が頭を過って、足取りが重くなる。

　それでも歩みを止めるわけにはいかず、ついに応接間の前まで辿り着いてしまうと、扉近くに控えていた執事のモーリスが室内で待つ主人達にリリーの訪れを告げ、扉を開けた。

　中には祖父と叔父、それから先ほど姿を覗き見た、シルヴェスターと麦わら色の髪の青年がいる。ただ、侍従らしき少年の姿はない。おそらく彼は別室で控えているのだろう。

「……っ」

　応接間へ一歩足を踏み入れたとたんに、彼らの視線が自分に集まり、リリーは身を竦ませる。

　しかしこれ以上失礼があってはいけないと、怖じ気づく気持ちをどうにか奮い立たせ、口を開いた。

「お待たせいたしました、皆様」

　それから、客人達に向けてカーテシーをする。

「…………」

　肝心のシルヴェスターからの反応は、特にない。

　怖くて顔を直視できないでいるため、彼がどんな表情を浮かべているかはわからないが、少なくとも〝扉を開けるなり苦情を言われる〟という展開にはならなかったようだ。

　その後、祖父に促されるまま用意されていた席に着くと、隣に座る叔父が小声で「リリーはいつも可愛いけれど、今日はさらに輪をかけて可愛いね」と褒めてくれた。

　しかしそれを素直に喜べるだけの心の余裕は、今のリリーにはない。覗き見のことでいつ文句を言われるかと思うと、気が気でなかったのだ。

「シルヴェスター殿。これがワシの孫娘のリリーでございます。リリー、こちらがお前の婚約者であるシルヴェスター・ラングフォード殿だ。そして隣の彼は、シルヴェスター殿の副官のロビン・アルバーン殿」

「はじめまして、シルヴェスター様、ロビン様。リリーと申します」

　祖父から紹介を受け、改めて彼らに挨拶をする。

「…………」

　しかし、シルヴェスターは無言。

　すると彼をフォローするかの如く、副官のロビンが慌てて口を開いた。

「はじめまして、リリー嬢。この度は閣下共々、可憐な姫君にお会いできて光栄の至り。いやあ、すみません。閣下はリリー嬢があまりにもお可愛らしいので、言葉をなくしているようです」

（ええ……？）

　そんなまさかと思い、リリーはおずおずとシルヴェスターに視線を向ける。

　けれど、彼女はすぐに自分の行動を後悔する羽目になった。

（ひぇっ……）

　うっかり直視したシルヴェスターの眼光は身が竦むほど鋭く、リリーをぎろりと睨みつけていたのだ。おまけに、彼の眉間には渓谷のように深い皺が刻まれている。

　この顰め面のどこが、〝見合い相手の可愛らしさに言葉をなくしている男の顔〟に見えるのか。なまじ顔立ちが整っているだけに彼の顰め面には迫力があり、とても怖い。

　リリーはさっと俯き、シルヴェスターから目を逸らした。

「…………」

　その後もシルヴェスターはほとんど口を利かずリリーを睨むばかりで、代わりに副官のロビンが祖父や叔父と話を進めていく。

（不愛想な方だとは聞いていたけれど……）

　これは予想以上である。

　多くの令嬢達が逃げ出した気持ちが、今ならよくわかる。

　それともシルヴェスターは先ほどのリリーの無礼な振る舞いに怒っているから、こんな態度をとっているのだろうか。

（……そうだわ。さっきのこと、謝らないと。でも……）

　祖父らが結婚の段取りなどを話し合っている中、突然口を挟んで自分がシルヴェスター達の姿を覗き見たことを告白して詫びるのは、とても勇気のいることだ。

　それに、先ほど自分に向けられた眼光の鋭さを思い出すだけで、謝らなければと思う気持ちも挫けてしまう。

　そもそも今さら謝ったところで、許してもらえるのだろうか。

　いやしかし、許してもらえそうにないから謝らないというのはどうなのか。

　リリーがそう、一人頭を悩ませていると――

「リリー嬢は……」

　それまでむっつりと押し黙っていたシルヴェスターが、おもむろに口を開いた。

「結婚相手が俺で、本当にいいのか？」

（え……？）

　突然、何を言い出すのだろう。

　リリーは思わず視線を上げ、シルヴェスターの顔色を窺った。

　いつの間にか、彼の顰め面は解かれている。

　だが、だからといって笑みを浮かべているわけでもなく、むしろ表情が消えていてそれはそれで怖かったが、睨みつけられていない分、まだ直視できた。

（結婚相手が自分でいいのか、って……）

　もしここで自分が嫌だと言ったら、シルヴェスターはあっさり引くつもりなのだろうか。

「もちろん、リリーはシルヴェスター殿との縁談を心から喜んでおりますよ」

　戸惑うリリーに代わり、祖父が答える。

　しかし彼は「彼女に聞いているのです」と切り捨て、再びリリーに問いかけた。

「君は、俺が相手で本当にいいのか？」

「え、と……」

「俺は、無理強いしてまで妻を得ようとは思っていない」

　リリーはその言葉に驚き、ぱちくりと目を瞬かせた。

　つまり彼は、リリーが嫌がるならこの縁談をなかったことにすると言っているのだ。

　しかも破談になっては困ると慌てる祖父に、「もちろん、そうなってもエヴァレット伯爵家に責は問わないし、十分な礼もする」と、配慮も欠かさない。

　しかし、シルヴェスターは怖い顔で睨みつけるほど、自分に怒っているのではなかったか。

　なのに何故、こちらの意志を尊重するようなことを言うのだろう。

　彼の意図が掴めず戸惑うリリーは、恐る恐る口を開く。

「……あの、シルヴェスター様は、私の無礼な態度にお腹立ち……なのですよね？」

（あっ！　もしかして、私がこの縁談を嫌がってわざと自分を怒らせるような真似をしたと思われたのかしら。だから、嫌ならはっきり断れと仰ったのかも）

　けれどリリーの予想は的外れだったようで、シルヴェスターは怪訝そうな表情を浮かべ、言った。

「無礼……とは？　君にそんな真似をされた覚えはないし、君に怒ってもいない」

「えっ、でも、私を睨んで……」

「リリー！」

　祖父がすかさずリリーを叱責する。

　さらに無礼な真似とはいったい何をしでかしたのかと問い詰められ、リリーは自室の窓から客人達の姿をじろじろと覗き見てしまったこと、それをシルヴェスターに気づかれ、睨まれたことを正直に白状した。

「本当に申し訳ありませんでした……」

「……いや、確かに見られているなとは思ったが、そんなことくらいで俺は怒らない」

（ええ……？　ならどうして睨まれたの？）

　他に彼から睨まれる理由など、思い当たらない。

　首を傾げるリリーに答えをくれたのは、シルヴェスターの副官のロビンだった。

「リリー嬢、閣下はあなたを睨んでいたのではなく、見つめていただけなのです。縁談のお相手が話に聞いていた以上にお可愛らし……」

「ロビン！」

「ええ、コホン。閣下はこの通り顔が怖……いや、眼光の鋭い方なので、ただ見ているだけでも睨みつけているように見えるんですよね。怒られているのではとリリー嬢が誤解されたのも無理からぬことです。こちらこそ、大変失礼いたしました」

「い、いえ」

　ただ、自分を見ていただけ……？

　それでは本当に、彼は怒っていなかったの……？

「……ロビンの言う通りだ。俺は君を睨んだつもりはないし、怒ってもいない。だが、怯えさせて悪かった」

「そんな……。こちらこそ、ひどい誤解を……」

「いや、君は悪くない」

　シルヴェスターはそう言って、さらに言葉を続けた。

「俺は……こんなだから、よく女性に怖がられるんだ。結婚相手に向かない人間であることは、重々承知している。さっきも言った通り、俺は嫌がる女性に無理強いをしてまで結婚したいとは思っていない。だから、君が嫌ならこの縁談を断ってくれていい」

（シルヴェスター様……）

　この方は、自分が考えていたような怖い人ではなかったようだ。

　リリーは勝手に勘違いをして彼のことを怖がっていた自分を恥じる。

「どうする？　リリー。シルヴェスター殿もこう仰ってくれているし、お断りしようか？」

「叔父様……」

　元からこの縁談を快く思っていなかった叔父が、小声で問いかけてくる。

　彼の横では、渋面を浮かべた祖父が「まさか断るつもりではあるまいな」と言わんばかり、リリーをぎろりと睨んでいた。

「私は……」

　祖父の視線を受け、リリーは自分の立場を思い出す。

　そうだ、この結婚は亡き両親に代わって伯爵家に償い、借金を返済するための取引である。

　自分はすでにそれを受け入れ、今日まで貴族令嬢としての教育を受けてきた。

　これでもしシルヴェスターが嫌な人間だったなら前言を撤回したかもしれないが、実際に対面した彼はリリーの意志を尊重しようとしてくれる人だった。

　ならば、もう答えは決まっている。

「私は、嫌ではありません。シルヴェスター様との縁談をお受けしたいと、思っております」

「リリー嬢……」

（あ、でも……）

「もし、シルヴェスター様が私でもいいと仰ってくださるなら、ですが」

　リリーはそう付け加えた。

　選択権はむしろ彼の方にあるのだ。リリーがシルヴェスターと結婚してもいいと思っても、彼が同じ考えでいるかはわからない。

　シルヴェスターはリリーに怒っているわけでも、睨んだわけでもなかったけれど、それとこれとはまた別である。

（実際に会ってみて、こいつはないなと思われた可能性だってあるのよね）

　しかし彼は、「俺も、君が俺でもいいと言ってくれるなら」と言って、頷いてくれた。

　そうしてほぼ決まっていた二人の婚約は、改めて正式に結ばれることになったのだった。

















三












　この国の貴族は、結婚の準備に数年かけることもざらだという。

　だがリリーとシルヴェスターの場合は、一日でも早く跡継ぎを得たい侯爵家側の意向もあって、わずか五ヶ月の婚約期間を経て、今年の七月初旬に式を挙げることが決まった。

　リリーを引き取ると決めた時から祖父が嫁入り支度を進めさせていたとはいえ、普通より短い時間で名門侯爵家に相応しい準備を進めなければならなくなり、伯爵家はにわかに忙しくなる。

　当事者であるリリーも、令嬢教育を受けるかたわら花嫁衣装や新しいドレスの採寸に追われることになった。

　またドレスだけでなく、結婚後の生活に使う下着類やガウン、寝間着、リネン類も十分な数を新調しなければならない。

　ドレスの意匠はもとより、リネン類の刺繍一つにも花嫁、そして花嫁を送り出した家の財力とセンスが問われる。だから気を抜いてはならないのだと、服飾関係の支度で陣頭指揮をとる叔母が教えてくれた。

　その叔母が言うには、婚約期間中は当人同士が結婚前に親交を深める大切な時期でもあるらしい。

「それなのに、シルヴェスター様ときたら……」

　仕立屋から届いたドレスのデザイン画を共に確認しながら、叔母が不満げにため息を吐いた。

　この屋敷で初めて顔を合わせた日以来、シルヴェスターは一度もリリーに会いにきていない。

　彼はこの国の将軍として、また広大な領地を治める侯爵として、多忙な生活を送っていると聞く。初顔合わせの時だって、スケジュールを調整してようやく作れた時間だったのだそうだ。

（あの日も話し合いが終わるなり、お祖父様からの食事のお誘いを断って、すぐに帰られたものね）

　そんな彼だから、きっと婚約者のもとを訪ねる余裕もないのだろう。

　しかし、それにしたって贈り物の一つ、手紙の一つくらい送ってよこすだろうと、叔母は文句たらたらだった。

「……まったく。こんな調子では、リリーのことを大切にしてくれるかどうかわかったものじゃないわ。ねえ、リリー。今からでも遅くないと思うの。やっぱり、この縁談をお断りしましょう」

「もう、叔母様ったら……」

　叔母、そして叔父は未だにシルヴェスターとの縁談を快く思っておらず、ことあるごとに破談を勧めてくるのだ。

（確かに、お手紙すら届かないのはちょっと寂しいけれど……）

　リリーにとって彼との結婚が借金を返済し、亡き両親に代わって祖父や伯爵家に償うためにするものであるように、シルヴェスターにとっても自分との結婚は、跡継ぎをもうけるために仕方なくするものなのだろう。

　婚約は間違いなく結ばれたのだから、今さらリリーの機嫌をとる必要はないと考えているのかもしれない。

　また、彼が求めているのは跡継ぎを産む妻の存在であって、リリー自身にはあまり興味がないのやも。

　それを少し寂しいと思いこそすれ、不満に感じる気持ちはリリーにはなかった。

（だって私達は、恋愛感情から結ばれるわけじゃないんだもの）

　自分達を繋ぐのは利害の一致。これだけだ。

「私なら大丈夫ですから。それより叔母様、このドレスはもう少し装飾を減らしても……」

「あら、だめよ。むしろもっとフリルを足すべきね」

　シルヴェスターとの破談を勧める割に、叔母は嫁入り支度にはいっさい手を抜かないつもりらしい。本人以上にデザイン画を吟味し、妥協を許さない。

「あなたはこんなに可愛いんだもの。きっと似合うわ」

　隙あらばフリルや装飾過多のドレスを作らせようとするのは少々困りものだが、縁談に反対しつつも、リリーが婚家で恥をかくことのないよう、叔母なりに力を尽くそうとしてくれていることはわかっている。

　叔母が手を貸してくれなければ、きっと嫁入り支度も満足に進まなかったろう。

　だからリリーは、自分にはロマンチックすぎるのでは？　と思うようなフリルたっぷりのドレスを作ることを、苦笑まじりに了承するのだった。










　そうして婚約期間は瞬く間に過ぎていき、いよいよ結婚式当日となった。

　神の御前で誓約し、リリーはシルヴェスターの妻となる。

「…………」

　これは自分で選んだことだと、覚悟を決めていたはずだった。

　しかしいざ当日を迎え、自分には不相応に思える花嫁衣装をまとい、立派な聖堂に足を踏み入れると、不安や緊張に身体が強張り、本当にこれでよかったのだろうかと思う気持ちがむくむくと湧いてきて、リリーの表情を曇らせる。

　わかっていたはず、納得していたはずなのに、かつて夢見た〝幸せな花嫁さん〟にはなれないのかもしれないと思うと、悲しくなった。

　それに、約五ヶ月ぶりに顔を合わせるシルヴェスターの視線にも、びくっと怯えてしまった。あの強い視線は自分を睨んでいるわけではなく、ただ見ているだけ。そうわかっていても、あまりの鋭さに身が竦んでしまったのだ。

　顔色の冴えない花嫁をよそに、式は粛々と進行していく。

「……リリー？」

「あっ……」

　シルヴェスターに小さく名を呼ばれ、俯いていたリリーははっと顔を上げた。

　彼女がぼうっとしている間に神父による聖書の朗読と祈祷が終わり、誓約の儀式へと移っていたらしい。

　コホンと咳払いした神父に改めて永遠の愛と貞節を誓うか問われたリリーは、内心「もしかしたら、跡継ぎを産んだあとに別れることになるかもしれないけれど……」と後ろめたく思いつつ、「誓います」と答えた。

　かくして誓約は成り、その証として指輪の交換が行われる。

　まずはシルヴェスターがリリーの手袋を外し、彼女の左手薬指に金のリングを嵌めた。

　いよいよ自分は彼の妻になるのだという実感が込み上げてくる。

　続いて、今度はリリーがシルヴェスターの左手薬指に揃いのリングをつけた。

（大きな手だわ……）

　初めてまじまじと見た彼の手は大きく、掌は固くて、少しごつごつしている。

　剣を握る人の手なのだと、リリーは思った。それは日々農具を握っていた亡き父の手にも似ている。

　かすかな懐かしさを覚えながら指輪の交換を終えると、シルヴェスターの手がリリーのベールへと伸びる。

　花嫁のベールを上げるベールアップは、婚姻の儀式を経た夫婦の間に遮るものは何もないということを表す行為なのだという。

　二人の間にあった帳を外されたリリーは、改めて彼と向き合う。

　シルヴェスターはまたじっと、睨みつけているのではと思うほど強い眼差しをリリーに注いでいた。

「……っ」

　正直、まだちょっと怖い。

　彼の紫の瞳に映る自分は、上手く怯えの色を隠せているだろうか。

　そんなことを思う間に、シルヴェスターの端正な顔がゆっくりと近づいてきて……

（あ……）

　自分の唇にそっと、彼の唇が重なった。

　相手の熱を感じた瞬間、リリーの胸が早鐘を打つ。

　不思議に、嫌悪感は覚えなかった。

　ただ胸の辺りがざわざわと騒いで落ち着かない。

　永遠の愛を誓う、特別なキス。そして初めて異性とする口付け、ファーストキスだから、こんな気持ちになるのだろうか。

（……わからない。でも……）

　一つだけ確かなのはリリーが今後、夫となったシルヴェスターと、このキスのような〝初めて〟をいくつも経験していくのだということだけだった。
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　不安と緊張でいっぱいの挙式、そして会場をラングフォード侯爵家に移しての結婚披露パーティーを終えたリリーは、メイド達の手を借りて湯浴みを済ませ、おろしたてのナイトドレスをまとい、初めて足を踏み入れる寝室で夫の訪れを待っていた。

　リリーは大きな天蓋付きベッドの縁に所在なく腰かけ、今日の出来事を思い返す。

　挙式での誓約の最中にうっかり頭を留守にしてしまった以外、とりたてて失敗はしなかった……はずだ。

　招待客への対応も、特に問題なくできていたと思う。

「はあ……」

　しかし、とにかく疲れた。

　朝早くから身支度に追われたせいか、一日をとても長く感じる。

　それでもどうにか挙式と結婚披露パーティーという大きな山場を無事乗り越えられたのだから、その安堵感を胸に、ベッドの上に寝転がりたい。ぐっすり休みたい。

　けれどリリーにはもう一つ、挙式や結婚披露パーティー以上の大きな試練が残っている。

　今宵は結婚初夜。故に、彼女は夫となったシルヴェスターと、夫婦の契りを交わさなければならないのだ。

　男女がどうやって子どもを作るのか、リリーは知っている。

　牧場で飼っていた牛の交尾を目にしたことがあるし、結婚するにあたって、伯爵家でも改めて閨の教育を受けたのだ。

　ああいった行為を自分もするのだと思うと、怖いやら恥ずかしいやらで、とても平静ではいられなかった。

　しかも、初めてはとても痛いと聞く。

（でも、今さら逃げられないし……）

　かといって、怖いものは怖い。

　不安に駆られたリリーが一人「うーん、いや、でも、うーん」と唸っていると、コンコンコンと扉をノックする音が響いた。

「……っ！」

「シルヴェスターだ。……入っても、いいだろうか……」

「は、はい」

　ついに彼が来てしまったと身構えつつ答えると、ガチャリと音を立てて扉が開き、寝間着の上にガウンを羽織ったシルヴェスターが姿を現す。

　式の間結ばれていた髪は解かれ、背にさらりと流れていた。それだけで昼間とは少し雰囲気が違い、リリーはドキッとする。

　そんな彼は、片手に一人分のカップが載ったトレイを持っていた。

「待たせて、すまない。その、これを用意していたんだ」

　そう言って、シルヴェスターはゆっくりとリリーのもとに近づいてくる。

「これ……」

「ホットミルクだ。パーティーでは、ほとんど食事に手をつけていなかったろう？　何か、少しでも腹に入れておいた方がいいと思って」

　緊張でリリーの食が細くなっていたことに、シルヴェスターは気づいていたらしい。

　料理の残りを持ってこようかとも思ったが、それらは使用人達の手で綺麗に片づけられてしまっていたのだそうだ。

「夏とはいえ、王都の夜はまだ少し冷えるしな。ホットワインにしようかとも思ったんだが、君は酒が苦手だろう？」

「えっ……。気づいていらっしゃったんですか？」

　確かに、リリーは酒の味が少し苦手だ。特にワインは、あの渋みや苦みがどうにも口に合わない。

　ただまったく飲めないわけではないので、パーティーの最中は祝福に来た招待客からワインを注がれても、苦手に思っていることが表情に出ないよう、上手く笑顔を取り繕って飲んだつもりでいた。

　しかし、その時ほんのわずかに顔を顰めてしまったのを、シルヴェスターは見逃さなかったらしい。

「申し訳ありません。顔に出さないようにしていたつもりだったのですが……」

「いや、俺以外は気づいていないと思う。君は如才なくやってくれていた」

　おかげで方々から「いい女性を妻に迎えたな」と褒められたと、シルヴェスターはリリーの頑張りを労った。

「ありがとう、リリー」

「い、いえ。こちらこそ、あの、ホットミルクありがとうございます。いただきます」

　まさかここで彼に礼を言われるとは思わず、リリーは戸惑う。

　そしてシルヴェスターから手渡されたカップを手にとり、ほかほかと湯気の立つ白い水面を見つめた。

　温められた牛乳には、うっすら膜が張っている。

　そういえば、両親と暮らしていたころも、よくこうして寝る前にホットミルクを飲んでいたっけ。

　牛を飼っていたので、リリーにとって牛乳は身近な飲み物だった。

　搾りたての牛乳はそのまま飲んでも、ただ温めただけでも十分に美味しい。

　けれど、リリーが落ち込んだり悩んだりして元気がない時、母が「今日は特別よ」と言って、貴重な蜂蜜を混ぜて作ってくれたホットミルクは、確かに特別な味がした。

　蜂蜜は高価で、めったに口に入らなかったのだ。それをとろりと垂らした温かいミルクは、心までほっと温まるような甘さで、飲み終わるころには悩みも吹き飛び、すぐ元気になれたものだ。

　懐かしさを覚えながらカップにふうふうと息を吹きかけ、ホットミルクを口にする。

「……甘い……」

（お母さんのホットミルクと、同じ味だわ……）

「……っ、リリー!?」

「え……？」

　シルヴェスターがぎょっとした顔でリリーを見ている。

　その時初めて、彼女は自分がぽろぽろと涙を零していることに気づいた。

「あ……」

　今は亡き母が作ってくれたのと同じ甘いホットミルクを飲んで、いろいろな想いと共に、涙まで込み上げてきてしまったのだろう。

「ご、ごめんなさい。亡くなった両親のことを、思い出してしまって……」

「そうだったのか」

　シルヴェスターは頷き、持っていたトレイを寝台の脇にあるテーブルに置いて、リリーの隣に腰かける。

　そしてそっと慰めるように、彼女の肩を優しく抱き寄せた。

（シルヴェスター様……？）

「……よかったら、君のご両親の話を聞かせてくれないか」

「私の……？」

「ああ」

　シルヴェスターは、リリーの経歴や家族の事情は承知している。

　しかし、彼女の両親の話や、リリーが故郷の村で家族とどんな風に暮らしていたのかなど、リリーの口から直接知りたいのだと言った。

「……私の、両親は……」

　乞われるまま、リリーは両親との思い出を語る。

　父がとても家族思いで、優しい人だったこと。

　母は器用な人で、特に裁縫が上手かったこと。そして、母の作る料理が絶品だったこと。

　落ち込んだ時に母が作ってくれた、特別なホットミルクの味。

　父と一緒に、牛のお産に立ち会ったこと。生まれた子牛に初めて名前をつけた時に覚えた胸の震え。

　搾りたての牛乳を、家族三人で毎日飲んでいたこと。

　朝から晩まで働き詰めの生活だったけれど、ちっとも苦に感じなかったこと。

　しかし両親が流行り病で亡くなり、自分一人では維持できないので牧場と生家を売りに出し、働きに出ようとしていた矢先、伯爵家から迎えが来たこと。

「……そうだったのか。君が伯爵家に引き取られた経緯は聞いていたが、牧場と家の件は知らなかった。君にとっては、ご両親との思い出が残る大切な場所だろう。よければうちで買い取ろうか？」

　さすがに妻に迎えたばかりのリリーを遠く離れた生家に住まわせてやることはできないが、彼女の名義で買い取り、引き続き所有することはできるとシルヴェスターは言う。

「シルヴェスター様……」

　思ってもみない申し出に、リリーは驚く。

　牧場と生家を手放さなくて済むなら、願ったり叶ったりだ。

（でも……）

　夫婦になって間もない彼にそこまで甘えてしまっていいのかと、躊躇う気持ちもある。

（それに、今の私が実家を買い戻してもらったところで、牛の世話をすることもできないし、結局管理は人任せになってしまうわ）

　そうなるよりは、かつての両親と同じく牧場を営みたいという人達に買われ、使ってもらう方がいいのではないか。

（……うん。きっと、お父さんとお母さんもそうしなさいって言う）

「ありがとうございます、シルヴェスター様。でも、大丈夫です」

「そうか。……よければ、君の故郷の話をもっと聞いてもいいか？」

「はい」

　乞われるまま、リリーは話を続ける。

　人より家畜の数の方が多い田舎の村の、自然溢れるのどかな景色。

　そこで暮らした十七年間の、両親や村の人達との思い出。

　ぽつぽつととりとめもなく、時に涙を滲ませながら語るリリーの話を、シルヴェスターは時折相槌を挟みながら熱心に聞いてくれた。

　気づけば、話の合間合間にちょっとずつ口にしていたホットミルクはなくなっていた。

「ホットミルク、ありがとうございました。とても美味しかったです。あの、これを用意してくれた使用人にもぜひお礼を……」

「……いや、その必要はない」

「えっ」

　シルヴェスターはわずかにはにかみを見せ、ぼそりと呟く。

「これを作ったのは、俺だ」

（ええっ……！）

　なんと、このホットミルクは使用人に作らせたものではなく、シルヴェスターが自ら用意したものなのだという。

　貴族の男性は厨房に立たないものとばかり思っていたリリーが驚くと、彼は「野営で簡単な調理をすることもある。牛乳に蜂蜜を入れて温めるくらいできるさ」と笑った。

「……っ」

　初めてシルヴェスターの笑顔を見たリリーの胸が、ドキッと跳ねる。

　くしゃりと目尻に皺を寄せて笑う彼の表情は、これまでの印象から一転、なんとも優しげだった。

「君は、ご両親にとても愛されて育ったんだな」

「……はい」

　両親は最期まで、リリーの幸せを願ってくれていた。

　亡くなった今でも、両親が注いでくれた愛情はリリーの心に残っている。

「そんなご両親の代わりには、なれないかもしれないが……」

　シルヴェスターの眼差しが、リリーに注がれる。

　その眼光は相変わらず鋭い。

　けれどリリーはもう、彼の視線を怖いとは思わなかった。

　なぜならシルヴェスターは、母や父を想い泣き出したリリーを咎めず、慰めようとしてくれた。とりとめのないリリーの話を聞いてくれた。

　彼の声にも、自分を見つめる瞳にも、温かな思いやりの色が滲んでいる。

　この人はきっと、本当はとても優しい人なのだ。

「これからは俺が家族として、君のことを守ると誓う」

「シルヴェスター様……」

　彼の言葉が、リリーの心にじんわりと沁み渡っていく。

　そしてシルヴェスターの顔がゆっくりと近づいてきたかと思うと、リリーの唇にちゅっと、触れるだけの口付けが与えられる。

（あ……）

　彼とする、二度目のキス。

「……すまない。つい……」

　シルヴェスターは慌てて、リリーの許可なく口付けたことを謝った。

　でもリリーは、ちっとも嫌ではなかった。

　むしろ、嬉しいとさえ思う。彼に与えられた言葉も、キスも。

　そして、もっと口付けられたいとまで感じた。

「謝らないでください。だって……」

　私達は夫婦に、家族になったのですから。

　リリーが頬を染めてそう囁くと、シルヴェスターは目を丸くする。

　ついで彼は何かを噛みしめるように「……ああ、そうだな」と呟いて、リリーの手に残っていたカップを取り上げてトレイに戻し、彼女の身体をおずおずと抱き締める。

（まあ……）

　国内外に勇名を轟かせ、怖れられているシルヴェスターなのに、遠慮がちな手つきで自分に触れてくるのがなんともおかしくて、リリーはくすっと笑ってしまった。

　それから、そんな彼のことをちょっとだけ可愛いとも思う。

　だからリリーは自分からもぎゅっと、シルヴェスターの身体を抱き締め返した。

「……いいか？」

　何が、とは聞かない。

　問わずとも、シルヴェスターが自分に求めていることはわかっている。

「……はい」

　当初抱いていたよりずっと晴れやかな気持ち。

　それでいてドキドキと騒ぐ胸を抱え、リリーはこくりと頷く。

　そうしてリリーは彼の手によって優しくシーツの上に横たえられ、シルヴェスターと夫婦の契りを結んだのだった。

















四












　結婚式の翌日。リリーは広々としたベッドの上で一人、ぼうっと寝そべっていた。

　一夜を共に過ごしたシルヴェスターの姿は、寝室のどこにもない。彼は軍務があるとかで、早朝から出ていってしまったのだ。

　その時リリーも一緒に目を覚まし、夫を見送ろうとしたのだが、シルヴェスターは彼女の身体を気遣い、ゆっくり寝ているようにとベッドに留めた。

　彼は優しい。今朝に限らず、昨夜だって初めての経験に戸惑うリリーを思いやり、まるで宝物のように大切に扱ってくれた。

　リリーは恥ずかしいやら何やら、戸惑うばかりでなんだかもうわけのわからないうちに事が済んでいたが、シルヴェスターが自分にとても優しく接してくれたことは覚えている。

　それから、徐々に熱を帯びていく彼の視線に、表情に、どうしようもなく胸がときめいてしまったことも。

　さらにシルヴェスターは、寝室を後にする際も――

『それじゃあ、いってくる』

『はい。いってらっしゃいませ、シルヴェスター様』

『今日はなるべく早く帰るようにする』

　そう言って、リリーの額、頬、唇へと続けざまにキスをし、小さく「くそ、離れがたい」と呟いて、名残惜しげに出仕していった。

（ああ……）

　思い返すだけで、頬がかああっと熱を帯びる。

　そうして昨夜や今朝の出来事を反芻しては悶え、自分の身体に残る情交の痕に気づいては顔を赤らめ……を繰り返しているうちに時は過ぎ、メイドがリリーを起こしにきた。

　時計を見れば、いつの間にか昼近い時間になっている。

　メイドの訪おとないが遅れたのは、おそらくシルヴェスターがリリーをゆっくり寝かせておくよう、使用人達に言いつけてくれていたからだろう。

　リリーはメイドの手を借りて、ナイトドレスから淡いカナリア色のドレスに着替える。その時、そういえば昨夜、ぐったりと力をなくし横たわる自分の身体を清めて寝支度を整えてくれたのはシルヴェスターだったと思い出し、赤面した。

「では、御髪を結わせていただきますね」

「ありがとう……」

　リリーの世話をしてくれるのはキャシーという名の、四十代くらいの恰幅の良いメイドだった。

　彼女は頬を赤らめるうら若き女主人に微笑ましげな視線を向け、てきぱきと髪を結い上げてくれる。

　身支度を終えたリリーは、食事――この時間なら、朝食兼昼食といったところか――をとるために、キャシーの案内で食堂へと向かった。

　清潔な白いテーブルクロスがかかった席に着いてすぐ、メイド達が食事を運んできてくれる。

　メニューは、この国の朝食としては定番のオートミール粥に、泡立てた卵に浸して焼いたパンとベーコン。ゼリー寄せのスープとコールドチキン。それから、温室で育てているというオレンジ。そして飲み物は……

「牛乳……？」

　エヴァレット伯爵家では食事に牛乳がつくことはなかったので首を傾げると、給仕していたメイドがにっこりと微笑んで頷いた。

「はい。旦那様が、奥様は牛乳がお好きなので毎食用意するようにと仰ったのです」

「シルヴェスター様が……」

　昨夜リリーの話を聞いた彼が、王都郊外の牧場から毎朝搾りたての牛乳を届けるよう、手配してくれたようだ。

　さすがに今日の分は間に合わず、今食卓に上がっているのは昨日仕入れたものの残りらしいが、明日からはまた新鮮な牛乳を飲めると聞いて、リリーは嬉しかった。

　何より、シルヴェスターが自分のためにそうしてくれたことが嬉しくてならず、胸がいっぱいになる。

　リリーは彼の心遣いに深く感じ入りながら、朝食兼昼食、そして牛乳を口にした。






　食事のあとは、これから暮らしていくラングフォード侯爵邸の中を見て回る。

　案内してくれるのはハロルド・ラッセルという名の執事長だ。

　彼は短く刈った銀髪に青い瞳を持つ初老の男で、若いころは軍人として先代の侯爵――シルヴェスターの父のもとで働いていたらしい。とある戦で怪我を負い若くして退役になったところ、先代が執事として雇ったのだとか。

　また侯爵家には他にも、行き場をなくしていた元軍人や、戦争で夫や息子を失った未亡人が多く雇われているのだそうだ。今日リリーの身支度を手伝ってくれたメイド、キャシーも戦争未亡人で、女手一つで育て上げた息子達は亡き父親と同じく軍人を志し、今はシルヴェスターのもとで働いているらしい。

「旦那様は先代に似て、懐の深い方ですからね。困っている者がいると、すぐに拾ってきてしまうのですよ」

　それは人間に限らず、捨て猫や捨て犬を見つけては屋敷に連れ帰ることはしょっちゅうで、なんと、主とはぐれた迷い馬まで拾ってきたこともあるのだと、ハロルドは笑いまじりにシルヴェスターの逸話を教えてくれた。

「旦那様はとても情のあるお方です。どうにも目つきが悪く、愛想がなく、顔が怖いので誤解されがちですが」

「……ええ。私もシルヴェスター様の為人を知ろうともせず、怖い方なのだと、勝手に思い込んでいたわ」

　しゅんとするリリーに、ハロルドは呵々と笑って言う。

「なぁに、これから知っていけばいいのですよ」

「そうね。ありがとう、ハロルド」

　そんなリリーに見せたいものがあると言って、ハロルドはある部屋に彼女を案内した。

　そこは夫婦の寝室や、リリーのために用意された私室がある三階の端にある、小さな部屋である。

「これは……」

　扉を開けてまず目に飛び込んできたのは、正面奥に二つ並んだ大型のクローゼットだ。

　それぞれ扉が開いており、色とりどりのドレスがぎっしりと詰め込まれているのがわかる。またクローゼットに入りきらなかったのか、箱型のチェスト――こちらも蓋が開いていた――に仕舞われているドレスもあった。

　さらに、室内にはクローゼットとチェストの他、大小様々な形のプレゼントボックスがあちこちに積み上げられている。

「この部屋に保管してあるものはすべて、旦那様から奥様への贈り物ですよ」

「えっ」

　ハロルド曰く、シルヴェスターはリリーとの初顔合わせ以来、度々商人を屋敷に招いては、リリーに似合いそうなドレス、靴、宝飾品の類を買い求めたらしい。

（このぬいぐるみも、シルヴェスター様が……？）

　プレゼントボックスの上にちょこんと鎮座するクマのぬいぐるみを見やり、リリーはぱちくりと目を瞬かせた。これも彼がリリーのために用意したプレゼントの一つであるらしい。

　クマのぬいぐるみはモフモフとした茶色い毛並みで、首には大きな赤いリボンが結ばれている。

　このなんとも可愛らしいぬいぐるみを、あのシルヴェスターが自ら選んで買い求めたなど、にわかには信じがたかった。

「しかしいざ伯爵家に送ろうとすると、リリー様に気に入ってもらえるか、こんなセンスのないものを送りつけてと思われるんじゃないかと不安になったらしくてですね。結局送らずじまいだったのですよ。それでいて懲りずにまた新しいものを買うので、これこの通り」

　婚約期間中、シルヴェスターが贈り物の一つも送ってよこさなかったのには、そんな理由があったらしい。

　また手紙も似たようなもので、いざペンを手にとってもどんなことを書けばいいのかわからず、紙を無駄にするばかりで結局出せなかったのだそうだ。

「そうだったの……」

　ほとんど音沙汰がなく、きっとリリー自身への関心が薄いのだろうと思っていたが、それも誤解だったようだ。

　関心が薄いどころか、彼はこんなにも多くのプレゼントを、リリーのために用意してくれていた。

「旦那様があの怖いお顔で、若い女性用のドレスを一枚一枚吟味しては『リリーの髪にはこっちの色の方が映える』とか『この白いレース飾りはリリーによく似合いそうだ』とか言うんですよ？　ああ、こちらのアメジストを使った耳飾りなんて、『俺の瞳の色と同じ宝石をいきなり贈ったら重いと思われるかもしれない』と言っていましたねぇ。いやあ、おかしいったら」

　リリーのために真剣にプレゼントを選び、それでいていざとなると送れずにいた主人の迷走っぷりは実に見物で、毎回笑いを堪えるのに必死だったと、ハロルドは人の悪い笑みを浮かべて言う。

（まあ、ハロルドったら……）

　でも、まさかシルヴェスターがそんな風に悩んでいたなど、リリーは考えもしなかった。

「はっはっは。まあ、何が言いたいかといいますと、この部屋には奥様に対する旦那様の気持ちがたくさん詰まっているんです。旦那様は折を見て少しずつお渡しになるつもりだったようですが、あの様子じゃ何年かかるかわかりませんからね」

　宝飾品はともかく、ドレスには流行り廃りがあり、また年齢によって着られるデザインも変わってくる。

　だからハロルドは主人に無断で、送られずにいたプレゼントの存在をリリーに明かすことにしたのだそうだ。

「教えてくれてありがとう、ハロルド」

　シルヴェスターの気持ちを知れてよかったと、リリーは思う。

「どういたしまして。旦那様に叱られる時は、庇ってもらえるとありがたいです」

　ハロルドはそう、茶目っ気まじりに言った。

「ええ、もちろん」

　その時は一緒に叱られましょうと、リリーは笑う。

　それから二人は他のメイドも呼んで、未開封だったプレゼントボックスを開けたり、ドレスを確認してクローゼットごとリリーの衣装部屋に移したりといった作業をした。

　手伝ってくれたメイド達も、シルヴェスターがこれらのプレゼントを用意した時の様子を知っているらしく、この腕輪を選んだ時はああ言っていた、あちらの靴を買い求めた時はこんな表情をしていた……などなど、彼のことをたくさん教えてくれた。

　執事長のハロルドはもとより、メイド達の話しぶりを聞いただけで、シルヴェスターがこの屋敷の主人としてとても愛され、また慕われていることが窺える。そして、そんな彼が妻に迎えたリリーのことを、彼女らが温かく受け入れてくれていることも。

　――愛する人と結ばれて、〝幸せな花嫁さん〟になる。

　そんな夢はもう叶わないかもしれないと、昨日の結婚式では少しばかり悲観的な気持ちになったりもしたけれど……

（結婚してから愛を育み、温かな家庭を築くことだって、できるかもしれない）

　気持ちのいい使用人達に囲まれた、この屋敷でなら。

　そして、自分をとても大切にしてくれる、優しいシルヴェスターとなら。

　リリーはそう思いながら、彼が自分のために選んでくれたプレゼントの一つ、愛らしいクマのぬいぐるみをぎゅっと胸に抱き締めた。






「おかえりなさいませ、シル……いえ、だ、旦那……様……」

　その日の夕方、リリーは帰館したシルヴェスターを玄関で出迎えた。

　自分達はもう夫婦になったのだからという想いから、初めて彼に「旦那様」と呼びかけたものの、たったそれだけのことがなんとも心こそばゆく、頬が熱くなる。

「……っ」

　そんなリリーの姿を見て、シルヴェスターは何かを堪えるようにくっと息を呑んだ。

　ついで彼は妻のまとうドレスに目を留め、呟く。

「そのドレスは……」

　リリーがまとっているのは伯爵家から持参したものではなく、シルヴェスターが贈れずにいたドレスだ。

　柔らかな風合いをした生成り色の生地に金糸で花や蔦の刺繍を施したドレスは、リリーの茶色い髪に映えてとてもよく似合っている。そして耳には、シルヴェスターの瞳の色を思わせる小粒のアメジストをあしらった耳飾りをつけていた。

「……くそっ、ハロルドの仕業だな」

　あいつめ、リリーには秘密にしておけと言ったのに……と、シルヴェスターが渋面を作る。ちなみに当のハロルドはこうなることを予期してか、出迎えには加わっていなかった。

「ハロルドを叱らないでやってください。それより……あの、どうでしょう？　似合いませんか？」

　リリーが不安げに問いかけると、シルヴェスターは食い気味に「似合っている！」と答えた。

「想像以上に似合っていて、その、正直見惚れた」

「えっ……」

（み、見惚れた……って）

　おそらく褒めてはくれるだろうと予想していたが、まさかそんな風に言ってもらえるとは思わず、リリーはかああっと赤面する。

「君には淡い色がよく似合う。まるで妖精みたいで、とても可愛い」

「だ、旦那様……っ」

　それ以上彼に何か言われたら、嬉しいやら恥ずかしいやらで心臓がどうにかなってしまいそうだ。

「それに、その耳飾りを選んでくれたんだな」

　嬉しいと、言葉にしなくても、彼の眼差しが語っている。

「だって、旦那様の瞳と同じ色だから……」

「……っ、リリー……！」

　頬を真っ赤に染めて答えるリリーと、彼女の言動にぐっと込み上げるものがあったらしいシルヴェスター。

　そんな、なんとも初々しい新婚夫婦の姿を目にしたラングフォード侯爵邸の使用人達は、「あらあら、旦那様があんなお顔をなさるなんて」「まあ、お可愛らしいこと」「旦那様は良い方を妻に迎えられたなぁ」と、微笑ましげに囁き合うのだった。
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　いつだったか読んだ娯楽小説の中で、政略結婚をした貴族の夫婦は表向き良好な関係を築きながらも、実際の仲は冷え切っていた。

　自分もそんな冷たい夫婦生活を送るのではないか。

　結婚する前、リリーはそう考えていたのだが、現実は彼女の予想に反して温かかった。

　リリーがラングフォード侯爵家に嫁いで、早二月。

　夫となったシルヴェスターは優しく、リリーのことをとても大切にしてくれる。

　今日だって、久々の貴重な休日だというのに、屋敷に籠もってばかりいては退屈だろうと、リリーを遠駆けに誘ってくれた。

「まあ、なんて立派な……」

　厩舎の前、馬房から出されたシルヴェスターの愛馬を見上げ、リリーは感嘆の声を上げる。

「それに、とても綺麗な毛並みですね」

　戦場でも騎馬として共に戦ったという彼の馬は濡れたような漆黒の毛並みをしており、同じ厩舎にいるどの馬よりも大きく、迫力がある。故郷の村でも騎乗用の馬を専門に扱う牧場が一軒だけあって、そこで育てられる馬を数多く目にしてきたが、今目の前にいる黒馬以上の名馬は見たことがない。

　しかし、こんな立派な馬が自分のような小娘を乗せてくれるのだろうか。

　気性も荒そうに見えるし、主人以外の人間を乗せることを嫌がるのでは……？

（鞍から振り落とされたりするかも……）

　そう不安に思ったのが、顔に出ていたのだろう。

　シルヴェスターは苦笑を浮かべ、「心配しなくても大丈夫だ」とリリーに言った。

「アーチボルトは見てくれ通り勇猛な性格をしているが、女子どもには優しい。ほら、よかったら撫でてやってくれ」

　彼に促され、リリーは恐る恐るアーチボルトの首筋を撫でた。

　するとアーチボルトは機嫌良さそうにブルルッと鳴き、甘えるみたいに、リリーの掌に鼻面を押しつけてくる。

「可愛い……」

　自分を振り落とすのではと疑ったりして、申し訳なかった。

　リリーは改めて、「今日はよろしくね」とアーチボルトに話しかける。

「ブルッ」

「ああ、アーチボルトもリリーが気に入ったらしい」

　ついでシルヴェスターは馬丁から木桶を受け取り、中に入っていたニンジンを一本、リリーに手渡す。

「よかったら、食べさせてやってくれ」

「いいのですか？」

「もちろん。アーチボルトも喜ぶ」

　シルヴェスターに促され、リリーはニンジンをアーチボルトの口元に向けた。

　アーチボルトは匂いを嗅ぐように鼻を寄せたあと、パクンとニンジンに食らいつく。そしてバリバリムシャムシャと音を立て、あっという間にニンジンを平らげた。

「まあ、可愛い！　……あら？」

　さっきまでアーチボルトが入れられていた馬房の隣から、葦毛の馬がぬっと顔を出している。その視線は馬丁の持つ木桶に釘付けだ。

「ヒヒン！」

　自分もニンジンが欲しい！　と訴えているのだろう。

　シルヴェスターは笑って、「こいつにもやってくれ」と、二本目のニンジンをリリーに手渡した。

「この子も可愛いですね」

「ありがとう。こいつは食い物――特にニンジンに目がなくてな。他の馬が食べていると、今みたいに自分にも早くよこせと主張してくるんだ」

　なんでもこの葦毛の馬は、シルヴェスターが以前保護したという元迷い馬らしい。結局主は見つからず、侯爵家で飼育することにしたのだそうだ。

　そんな話を聞きながら、リリーはアーチボルトと葦毛の馬にニンジンをもう一本ずつ食べさせた。

　二頭とも嬉しかったのか、高い声で長くいななく。これは気分が良い時の鳴き声だと、シルヴェスターが教えてくれた。

　そうしてリリーと愛馬達を打ち解けさせたあと、彼は馬丁の手を借りず、自らアーチボルトの背に二人用の鞍を着けた。

　そしてまずはとリリーを軽く抱き上げ、鞍の前側に乗せる。

　ついで、横向きにちょこんと座る彼女の後ろに跨り、リリーの手に鞍のグリップをしっかりと握らせた。

　そして自身は左手でリリーの腰を抱き、右手で手綱を掴む。

「あ……っ」

　ぴったりと密着する体勢に、リリーの心臓がドキンッと跳ねる。

　シルヴェスターの吐息や体温を間近に感じて、心が落ち着かない。

「じゃあ、行こうか」

「は、はい」

　ドキドキと騒ぐ胸を抱え、アーチボルトの背に揺られて走ること、半時ほど。

　二人が訪れたのは、王都の郊外にある丘陵地帯だった。この辺りにはぽつぽつと、白詰草の群生地が点在している。

　初秋の風に吹かれて、まだ緑鮮やかな葉や真っ白い花が揺れる様はとても美しく、リリーの目を楽しませた。

「わあ……素敵……！」

「喜んでもらえてよかった。リリーは温室の花より、野の花の方が好きだと聞いたから……」

「はい。とても嬉しいです。ありがとうございます、旦那様」

　季節を問わず、温室で人の手にかけられて育った花は綺麗だし、素晴らしいとも思う。

　しかし田舎の村で育ったリリーにはどうにも敷居が高く感じられ、昔から身近にあった野の花の方に親しみと愛着を感じるのだった。

　王都の街中ではなかなか目にすることのない一面の白詰草を前に、リリーは瞳をきらきらと輝かせる。

「なんて綺麗なのかしら……」

「そんなに好きなら、屋敷の庭で育てさせようか？」

「まあ、お庭で？」

　リリーはぱあっと表情を明るくした。

　しかしすぐに白詰草の性質を思い出し、ふるふると首を横に振る。

「いいえ、やめておきます。白詰草は繁殖力が強くて、あっという間に広がってしまうのですって。庭師の手間が増えてしまいますし、何より……」

　屋敷の庭でいつも見られるようにするよりも、たまにでいいから、またこうしてシルヴェスターと見にきたい。一緒に馬に乗って、風を感じて、広々とした丘に咲く花を眺める方がずっと楽しいし、嬉しく感じる。

　リリーがそう話すと、シルヴェスターは「君は、本当に……」と何かを噛みしめるみたいに呟いて、また遠駆けに連れてくると約束してくれた。

　それから彼は、リリーが景色を楽しめるようゆっくりと愛馬を歩かせる。

　馬に乗るのにはまだ慣れなかったが、シルヴェスターが後ろからしっかりと抱きとめてくれているので、怖くはなかった。

　ただやはり、ふとした拍子に彼の熱や吐息を感じて、何度も心臓が跳ねてしまう。

「…………」

　夫婦としてもう二ヶ月も共に暮らしているのに、胸の高鳴りが落ち着く気配はなく、むしろますます強くなっているようだった。

　それだけ自分はシルヴェスターに心惹かれているのだろう。

　祖父には、跡継ぎを産むという義務さえ果たしたらあとは好きにしていい、離縁してもかまわないと言われているが、リリーはもう、彼と別れたいとは思っていなかった。

「リリー、このあたりで食事にしようか」

「はい」

　彼が食事の場に選んだのは、白詰草の群生地にほど近い場所にぽつんと立つ槐の木陰だ。

　大きく広がった枝葉が、ほどよく日の光を遮っている。二人はそこに敷布を広げて座り、持参したピクニックバスケットを開けた。

　中には鳩肉のパイと、今朝焼いたばかりのパン、いつも牛乳を仕入れている牧場製のバターにチーズ、ローストビーフ、林檎、ドライフルーツのケーキ、瓶詰のレモネードが入っている。

「美味そうだな」

「旦那様と遠駆けに行くと言ったら、料理長が張り切って作ってくれたんです。それで、あの、こちらのパイとドライフルーツのケーキは……」

　リリーがおずおずと、それぞれ一人分ずつ切り分けられてバスケットに納まっているパイとケーキを指さす。

「あっ、もしかしてリリーが作ってくれたのか？」

「はい」

　この国では、貴族の女性が厨房に立つことはめったにない。立ったとしても菓子を作るくらいで、自ら料理するのは使用人を雇う余裕がないほど困窮しているのかと馬鹿にされる行為であるらしかった。

　しかしシルヴェスターは、ある時リリーから彼女が昔憧れていた家族像――亡くなった母のように、愛する夫や子どものために腕によりをかけて美味しい料理を作り、それを家族と共に囲む……といった話を聞いて、自分もリリーの手料理を食べてみたいと言ってくれたのだ。

　この屋敷の人間に、リリーが厨房に立つことを悪く言ったり、周りに吹聴したりする者はいない。また万が一外に漏れたとしても、他人に何を言われたって気にしなくていい。自分の思うまま、やりたいと思うことをやっていい……と。

　リリーは嬉しかった。そして伯爵家に引き取られて以来ずっと作れずにいた母直伝の料理――大好きな牛乳をたっぷり使ったミルクシチューを作って、シルヴェスターに食べてもらったのだ。

　彼はそれを「こんなに美味いシチューは食べたことがない」と大げさに褒めて、たくさんおかわりをしてくれた。

（あの時は、本当に嬉しかったわ）

　そしてそれ以来、リリーは時折厨房に立って料理をするようになった。

　シルヴェスターが言ってくれたように、屋敷の人間にリリーの行為を悪く思う者はおらず、夫のために美味しい料理を作りたいと励む彼女に快く協力してくれた。

　それで今朝も、リリーはこの遠駆けのために鳩肉のパイとドライフルーツのケーキを焼き上げたのだった。

　さっそく食べたいとシルヴェスターが言うので、リリーは取り皿にパイを取り分け、フォークを添えて彼に手渡す。

　シルヴェスターはまず鳩肉のたっぷり詰まったパイを一口大に切り分け、ぱくっと頬張った。

「……どうでしょう？　お口に合いますか？」

　リリーはドキドキしながら、彼の反応を窺う。

　シルヴェスターは口の中のものを咀嚼し、ごくんと飲み込んでからこう言った。

「美味い。リリーのパイは世界一だな」

「まあ、そんな……」

　相変わらず、彼の言葉は大げさだ。

　それでも美味しいと思ってもらえたのは間違いないようで、シルヴェスターは嬉しそうにパイを食べ進めていく。

　リリーはほっと胸を撫で下ろして、自分もパイを口にした。

（美味しい……）

　のどかな丘の木陰で、風に揺れる白詰草を眺めながら昼食をとる。

　シルヴェスターと一緒に食べる料理はどれもとても美味しく感じられ、いつも以上に食が進んだ。

　そうして二人はデザートの林檎とフルーツケーキも綺麗に平らげ、腹を満たした。

　帰路につくにはまだ早い。リリーは腹ごなしも兼ね、白詰草の花を摘んでいくことにした。

　花摘みなんて、いつ以来だろう。

　リリーは久しぶりに嗅ぐ土や草の匂いに頬を緩め、自分の根っこにあるのはやはり生まれ育った自然豊かな田舎での暮らしなのだと感じる。

「白詰草は……」

　リリーに付き合って白詰草を手折るシルヴェスターが、ふいに口を開いた。

　白詰草は、彼にとって思い入れのある花なのだという。

「五年前の帝国との戦争で戦場となったカウフスタット平原にも、白詰草の群生地があったんだ。そこで…………いや。戦場の話など、女性に聞かせるものではなかったな」

　シルヴェスターはそう言って、語るのをやめてしまった。

「旦那様さえよければ、お話を聞かせてください」

「聞いていて楽しい話ではないぞ？」

　それでもかまわない。白詰草にどんな思い出があるのか知りたいと再度ねだると、彼は話を続けてくれた。

「……当時、俺の下にはブラッドという名の部下がいた。平民の出で、実家はリリーと同じく牧場を営んでいると言っていたな。ブラッドは次男で、両親と兄、そして歳の離れた妹の生活のために軍に志願したんだ」

　ブラッドら家族の暮らしぶりは貧しかったという。

　けれど彼は明るく、前向きで、家族のために手柄を上げ、金を稼ぐのだと張り切っていたらしい。

「あいつは人当たりがよくて、周りからも好かれていた。死と隣り合わせの戦場で、ブラッドの陽気さに誰もが救われていたんだ。俺も……」

（シルヴェスター様……）

　懐かしそうに、そしてどこか寂しそうに語るシルヴェスターは、それからふっと思い出し笑いを浮かべて言った。

「あいつとは、くだらない話もたくさんしたな。下町の酒場のエールは水で薄められていてクソ不味いから、ワインを混ぜて飲んでみたらさらに不味くなったとか。ああ、後方支援部隊の部隊長の頭は鬘か地毛か、賭けをしたこともあった」

「まあ……！」

　そんなことをしていたのかと、リリーは驚く。

　戦場と言うとどうしても恐ろしい想像ばかり浮かんでしまうが、時には若い軍人らが集まって馬鹿話に興じることもあったようだ。

「とにかく、楽しい男だった。農家や牧場の暮らしぶりも、よく聞かせてもらったな。正直言うと、俺は貴族連中の益体もない自慢話に付き合うより、平民出の部下達から彼らの故郷や家族の話を聞く方が楽しかったし、好きだった」

　彼は自分と同じ貴族階級の者達より、平民に親しみを覚えているらしい。

　だから、田舎の農家で生まれ育ったリリーのことも厭わず、よくしてくれるのだろうか。

「……ある時、戦場に咲く白詰草を見て、ブラッドが言ったんだ。自分の故郷にも、ああして白詰草の花が咲いていた。妹はあの花が大好きで、よくねだられて、花冠を作ってやっていたと」

　それからブラッドは、シルヴェスターに「白詰草の花冠を作ったことがありますか？」と尋ねたのだそうだ。

「ないと答えると、あいつは笑って、『じゃあ今度、俺が教えてさしあげますよ！』と言った。いつか恋人や妻、娘ができたら作ってやるといい。株が上がると息巻いて。だが……」

　その〝今度〟は、訪れなかった。

　ブラッドは、シルヴェスターの父が亡くなったのと同じ戦闘で敵兵の手にかかり、命を落としたのだという。

「あの戦争では、多くの命が失われた。自分にもっと力があれば、助かった者もいたんじゃないかと、今でも悔やまれてならない」

　彼は深い悔恨と哀惜の情を滲ませて、唸るように呟く。

「旦那様……」

「すまない、やはり暗い話になってしまったな」

　花摘みを楽しんでいたリリーに聞かせる内容ではなかったと、シルヴェスターは謝罪した。

「いいえ」

　けれどリリーは、彼の話を聞けてよかったと思う。

　自分の知らない、シルヴェスターの過去。

　彼が抱えている、先の戦争で亡くなった人達への想い。

　その一端に触れることができて、よかった。

　シルヴェスターをより深く知れた気がして嬉しいと、素直に感じるのだ。

　そして、未だ癒えぬ彼の悲しみに少しでも寄り添いたいとも思った。

「お話を聞かせてくださって、ありがとうございました。あの、よければ私が花冠の作り方をお教えしましょうか？」

　リリーがそう申し出ると、シルヴェスターは一瞬、驚いたように目を瞠る。

　けれどそれからすぐ、しみじみとした声音で答えた。

「ありがとう、リリー。ぜひ教えてほしい。これで俺も花冠を作れるようになったと、ブラッドに報告できる」

「はい。きっと、ブラッドさんも喜んでくれると思います」

　そうしてリリーは、彼に花冠の編み方を教えた。

「ここを、こんな風に交差して……」

「こう……か？」

「はい。それで、次に……」

　もともと物覚えがいいのだろう。シルヴェスターはあっという間に編み方を覚え、白詰草の花冠を作り上げた。

「お上手です、旦那様」

「君の教え方が良かったからだ。ありがとう、リリー」

　花冠なんて初めて作ったが、思っていた以上に面白く熱中してしまったと、シルヴェスターは微笑む。

「わかります。いざやり始めると、つい夢中になってしまうのですよね」

「ああ。……それで、その、リリー……」

「はい……？」

「よかったら、俺が初めて作った花冠を受け取ってほしい」

「まあ……。私がいただいてもよろしいのですか？」

　てっきりブラッドの墓前にでも手向けるのかと思っていた。

「最初の花冠は、君に捧げたいんだ」

　シルヴェスターはそう言って、リリーの頭にそっと、白詰草の花冠を載せた。

「ああ、やっぱりよく似合う。とても可愛い」

「……っ」

　瞬間、リリーの胸がドキッと跳ねる。

（……も、もう。本当に、この方は……）

　どれだけ自分の心をざわつかせるのだろうか。

　柔和な微笑を浮かべ、嬉しそうに自分を見つめているシルヴェスターのことを、少しだけ憎らしく感じる。

　だって、自分ばかりが翻弄されっぱなしな気がして、ずるいと思ったのだ。

　リリーは自分の頬が熱を帯びているのを感じながら、「わ、私も……」と呟く。

「お返しに、この花冠を贈ります」

　彼の答えを待たず、シルヴェスターの頭に自分が作った花冠を載せる。

「……似合うか？」

「ええと……」

　男らしく整った容貌の彼と可憐な白詰草の花冠の取り合わせはなんともちぐはぐで、リリーは答えに困った。

　まったく似合っていないわけではないと思うのだが、どうにも違和感が勝るのだ。

「その反応を見るに、似合っていないようだな」

「……はい……」

　気を悪くされただろうかとリリーは不安に思う。

　しかしそれはまったくの杞憂で、シルヴェスターは「だろうな」と頷いたあと、ふっとふき出して笑い始めた。
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「旦那様？」

「いや、すまない。自分で自分の姿を想像したら、笑えて。リリーも遠慮なく笑ってくれ」

「まあ、そんな……」

　彼を笑ったりなんてできない。

　そう思ったリリーだったが、彼女のことを笑わせたいらしいシルヴェスターがちょいちょいと花冠の位置を変えては「どうだ？」とやけにきりっとした顔で聞いてくるのがおかしくて、ついにぷはっとふき出してしまった。

「ああ、やっと笑ったな」

「もう、旦那様ったら」

　あのお顔は卑怯ですと、リリーは笑いながら文句を言う。

　でもまさか、彼にこんなおちゃめな一面があったなんて。

　リリーは意外に思いながら、口元を手で隠してくすくすと笑う。

　そしてようやく笑いの波がおさまった時、ふと面を上げると、シルヴェスターの顔が間近に迫っていた。

「……リリー、君に口付けをしてもいいか？」

「旦那様……」

　彼は律義にも、毎度リリーにお伺いを立ててから触れてくる。

　いちいち聞かなくてもかまわないのにと思う反面、リリーが嫌がることはしたくないというシルヴェスターの意図を感じて嬉しかった。

「はい……」

　リリーがこくんと頷くと、彼の手がそっと頬に伸びてくる。

　シルヴェスターの指先がほのかに上気する肌を撫で、ついで顎をとらえ、リリーの顔をくいっと上向かせた。

　ドキドキと胸を騒がせながら、リリーは目を閉じる。

　そして彼女の唇に、待ち望んでいた彼の唇が優しく触れた。

（ああ……）

　ただお互いの唇を合わせるだけ。

　たったそれだけのことがこんなにも特別なものに感じられ、どうしようもなく心がときめいてしまうのは、きっと彼が特別な人だからだ。

（私は、シルヴェスター様のことが好き……）

　心の中で、リリーは自分の想いをはっきりと言葉にする。

（シルヴェスター様は、私のことをどう思っていらっしゃるのかしら……）

　彼が自分を厭っていないことは間違いないだろう。

　とても大切に扱ってくれているし、今みたいに甘いキスを与えられたことだって、一度や二度ではない。

　閨でも、彼は情熱的に自分を求めてくれている。

　ただ、それがシルヴェスターの優しさや夫としての義務感によるものなのか、それとも愛情故のものなのかが、リリーにはわからなかった。

　彼に心から愛されていると言い切れるほどの自信がリリーにはなかったし、花嫁に憧れるばかりで実際の恋愛経験はなく、男性を好きになったのもシルヴェスターが初めてで、男女の機微がよくわからない。

　彼の気持ちを知りたい、と思う。

　しかし、だからといってシルヴェスターの気持ちを直接問いただすなんて真似は、とてもできそうになかった。

　そんなことを口にするのは恥ずかしいし、もし彼の言動が義務感によるものなのだとしたら……

（考えただけで悲しくなるわ）

　ならばシルヴェスターの本心を知らず、曖昧なままでいた方が幸せなのではないか。

「リリー……」

「旦那様……」

　永遠にも感じられた長いキスのあと、彼はリリーの身体をそっと抱き寄せた。

　愛する人の腕に抱かれ、胸がキュンと切なく締め付けられるのを感じながら、リリーは思う。

（私は……）

　自分はすっかり欲張りになってしまった。

　シルヴェスターとの結婚は、お互いの利を求めた政略結婚に過ぎない。

　なのに思いがけずとても優しくされて、彼のことを好きになってしまった。

　我ながら、なんと単純なのか。

　そして、できればシルヴェスターにも自分のことを好きになってもらいたい、心から彼に愛されたいと、贅沢な望みを抱いてしまっている。

（妻として大事にされているだけでも十分だと、思わなくてはならないのに……）

　リリーは心の中でそう呟くと、自らもぎゅっと、彼の身体を抱き締め返した。

















六












　二人で遠駆けにいって以来、シルヴェスターはよく笑顔を見せるようになった。

　その変化に屋敷の使用人達は驚き、硬く強張っていた主人の心を、リリーが解きほぐしてくれたのだと感謝した。

　執事長のハロルド曰く、先代であるシルヴェスターの父が存命だったころには、シルヴェスターも年相応に感情を顔に出す青年だったのだという。

　しかし先の戦争で父が亡くなり、彼は悲しみに浸る間もなく戦いに身を投じた。

　そして見事父の仇を討ったものの、その戦功故に最年少で将軍の一人に任ぜられ、また侯爵位も引き継ぐことになった。

　当時、シルヴェスターはまだ二十四歳。その若さで将軍と侯爵家当主という重圧を背負うことになった彼は、以前のように朗らかに笑うこともなくなり、浮かべるのは顰め面かはたまた無表情かといった有様で、もともとひどかった愛想の悪さにも拍車がかかっていったと、ハロルドは言う。

　そんなシルヴェスターが、また笑顔を見せてくれるようになったのだ。

　それを自分がもたらした変化だと奢る気持ちはないが、自分という存在が少しでも彼の心に良い影響をもたらしているのなら嬉しいと、リリーは思う。

　また、シルヴェスターの変化は屋敷内だけでなく軍部でも評判になっているようで、「最近、ラングフォード将軍の雰囲気が柔らかくなった」「前より話しかけやすくなった」などと、軍人達の間で噂になっているのだとか。

　その話をリリーに教えてくれたのは、シルヴェスターの副官のロビンだ。

　先日、急遽必要になった書類を上官に代わって屋敷に取りにきた彼は、応対したリリーに「そういえば……」と、シルヴェスターの噂を語り聞かせたのである。

『近ごろは、閣下の笑顔を見ることができたらその日一日良いことがある、なんて話まで出回っているんですよ』

　くすくすと笑いながら話すロビンにつられて、リリーもつい笑ってしまった。

『閣下の場合、これまでが怖すぎましたからね。まあ、威厳を損ねているわけじゃありませんし、締めるところは締め、緩めるところは緩める。今くらいがちょうどいいです。ああ、でも……』

『ロビン様……？』

『閣下の変化がもたらすのが良い影響ばかりとは限りません。特に奥様は、くれぐれもお気をつけて』

『……？』

　意味深に笑うロビンの忠告の意味を悟ったのは、それからすぐのことだった。






（ああ、今夜も突き刺さるような視線を感じるわ……）

　シルヴェスターにエスコートされ、夫婦揃って出席した公爵家主催の夜会で、リリーは多くの女性達から嫉妬の眼差しを浴びせられていた。

　結婚したばかりのころ、社交の場で自分達に近づいてくるのはシルヴェスターと付き合いのある軍関係者がほとんどで、多くの女性達、特に若い令嬢方は彼を怖がり、遠巻きにしていた。

　ところが近ごろは積極的に寄ってきてシルヴェスターに話しかけ、彼の傍らにいるリリーを邪魔そうに見ては、妬心を向けてくる。

　そうなったきっかけはささいなことだ。ただ多くの人目のある社交の場で、シルヴェスターがリリーに何度となく微笑みかけ、紳士的にエスコートしただけ。

　妻に見せるものとしてはなんらおかしくないこの態度が、貴族達、こと若い令嬢達にとっては衝撃的だったらしい。

　それだけ、かつてのシルヴェスターは社交の場でもあの顰め面で周りを怖がらせていたのだろう。

　これまでは彼自身の愛想のなさ、そして誇張された噂などが原因で怖れられていたが、実際のシルヴェスターはとても優しい人だ。

　おまけに家柄も良く、地位も名声もあって、容姿は整っている。

　リリーに対する彼の接し方を見て、「あら？　噂ほど怖くないのでは？」「むしろ、とても素敵な方だったのでは？」と、令嬢達は気づいたらしい。そして、逃がした魚は大きかったと悔やんだのだろう。

　かつてはリリーのことを「あの恐ろしい〝首狩り将軍〟に捧げられた哀れな生贄」扱いして憐憫の眼差しを向けていたのに、今ではやっかんでくるのだから、その変わり身の早さに驚かされる。

　けれど、ただ悔しがり、妬むだけならまだよかったのだ。

　令嬢達の中には今からでもシルヴェスターを狙えるのではと考える者もいて、積極的にアプローチしてくるし、リリーにも敵意を向けてくる。

　それがリリーの悩みの種になっていた。

　令嬢達はおそらく、こう考えているのだろう。

　実は魅力的な結婚相手だったシルヴェスターが妻に迎えたリリーは、エヴァレット伯爵家の血を引き、かつ正式に伯爵家の一員として迎えられたとはいえ、元は駆け落ちした令嬢と平民との間に生まれた子どもだ。

　しかも伯爵家に引き取られるまでは、農夫の娘として育った。

　自分達が真偽不明な噂を真に受け、怖れ、縁談を断ってしまったからシルヴェスターは仕方なくあのような娘と結婚せざるを得なかっただけ。

　彼に相応しいのはリリーではなく、自分。

　今からでも遅くない。間違いは正さなくては。

　リリーが立つ場所に本来いるべきは、自分の方なのだから……

　そして令嬢達は社交の場でシルヴェスターを見かける度、彼を取り囲むようになったのである。

（あっ、また……）

　今夜もシルヴェスターが軍司令長官に呼ばれてリリーの傍を離れた隙をつき、長官と話し終えた彼に令嬢達が近づく。

「ラングフォード将軍、今度、我が家で夜会を開きますの。ぜひ将軍にもお越しいただきたいですわ。招待状をお送りしてもよろしいですか？」

「あら、抜けがけなんてずるいですわ。ラングフォード将軍、我が家の晩餐会にぜひいらして」

「わたくしの父が、ぜひラングフォード将軍を狩猟会にお招きしたいと申しておりますの。わたくしも、将軍の雄姿を間近で拝見したいですわ」

　花のように美しく着飾った令嬢達に囲まれ誘いを受けるシルヴェスターは、顰め面……とまではいかないまでも、眉間に皺を寄せた。

　しかし令嬢達はそれを怖がるでもなく、「そんなお顔も渋くて素敵ですわ」などと、きゃあきゃあ騒いでいる。

　あなた達、ちょっと前まで「〝首狩り将軍〟と目が合ってしまいましたわ。生きた心地がしませんでした」とか、ひそひそ話していたわよね？　と、リリーは呆れた。

（はあ……）

　彼女達には恨まれ、さらなる敵意を向けられるだろうが、シルヴェスターの忍耐が切れ、令嬢達を怯えさせてしまう前に割って入った方がいいだろう。

　弊害もあったとはいえ、せっかく上昇した彼の評判をまた落としてしまうのは忍びない。

　それに、大好きな人が他の女性達に言い寄られている姿を見るのは、あまり気持ちの良いものではなかった。

　そうしてリリーがシルヴェスターの傍へ行こうと一歩足を踏み出した、その時――

「きゃっ……」

　大きく広がったスカートの裾が何かに引っ掛かり、リリーはたたらを踏んだ。

「あら、ごめんなさい」

　振り返れば、深紅のドレスを着た令嬢がリリーのスカートの裾を踏んづけている。

　口では謝っているものの、ちっとも悪いと思っていないことがありありとわかる意地悪な笑顔といい、偶然踏んでしまったとは思えないくらいしっかりと踏みつけて未だ離さない足といい、彼女がリリーに悪意を持っていることは明白だ。

「せっかくの素敵なドレスを汚してしまったわね」

「……いえ。これくらい平気ですから……」

　汚れたといっても、夜会用の靴裏に泥や土がついているわけでもなし、多少皺がついたくらいで、ほとんど目立たない。

　ところが相手の令嬢は、大仰に驚いて見せる。

「ええっ！　そんな汚れたドレスでこのあとも夜会に出席なさるおつもりなの？　さすが、わたくし達と生まれの違うお方は大胆でいらっしゃるわぁ」

「あらあら、そんな意地悪を言ってはかわいそうよ。この方が鄙で生まれ育ったのは、この方の咎ではないのだから」

「そうよねぇ。お母様があんな真似をしなければ……」

「まあっ、ご両親が駆け落ちなんてはしたない真似をされなければ、そもそもこの方は生まれていないのではなくて？」

「それもそうね」

　リリーのドレスを踏んだ令嬢の友人か、さらに二人の令嬢が加わって、くすくすと笑いながら嫌味をぶつけてくる。

「…………」

　こんな風に嫌味を言われたり、意地悪をされたりすることは、今回が初めてではない。

　シルヴェスターの株が上がったことで、彼の妻の座を射止めたリリーが気に入らないと、直接彼女に絡んでくる令嬢が出てきたのだ。

　ロビンが「くれぐれもお気をつけて」と言ったのは、こうなることを予見していたからなのだろう。

　リリーを囲んだ令嬢達は口元を扇で隠し、くすくすと笑いさざめきながら、リリーの出自をあげつらう。

　そして遠回しに、お前のような者はシルヴェスター様に相応しくないと責めた。

（はあ……）

　内心げんなりしながら、リリーは令嬢達の嫌味を聞き流した。

　そもそも、シルヴェスターの為人もよく知らず勝手に恐れて縁談をはねつけておいて、今さら実は素敵な人だったと気づいて彼に秋波を送り、挙げ句リリーに嫉妬するような人達にあれこれ言われたくない。

　しかしそう呆れる一方で、彼女達が自分をシルヴェスターの妻に相応しくないと断じる気持ちも、わからなくはなかった。

　一応は貴族としての知識や礼儀作法を身につけたとはいえ、やはり生粋の令嬢達と比べると、どうにも垢抜けないというか、優雅さや上品さが足りていない気がするのだ。

　またマナーの面でうっかり失敗してしまうこともあり、それをシルヴェスターに庇われる度、申し訳なく思う。

「…………」

「ちょっと、少しはなんとか言ったらどうなの？」

「あらあら、お口の利き方を忘れてしまったのかしら？」

「それとも、わたくし達伯爵家では爵位が低くて、話す価値もないと思っていらっしゃるの？」

　黙って嫌味を聞き流していたら、今度はそれすら非難の的にされてしまった。

（でも何か言ったら言ったで、今度はそれをネタに嫌味を言ってくるじゃない）

　要するに彼女達は、リリーが何を言っても何をしても気に入らないのだ。

「まあっ、いくらラングフォード侯爵夫人だからといって、ずいぶんと傲慢ねぇ」

「……っ！　そんなこと、思っていません」

　たまらず、リリーは言い返した。

　本来の彼女は、一方的に悪口を言われて黙っていられるような性分ではない。

　けれど下手に反論して騒ぎを大きくしたら、ラングフォード侯爵家やエヴァレット伯爵家、そしてシルヴェスターにも迷惑がかかる。それを避けようと言われるがまま耐えていたのだが、黙っていても嫌味を言われ、つい言葉を返してしまった。

「まあっ……！」

　案の定と言うべきか、令嬢達は気色ばんでリリーを睨んでくる。

　しかしリリーは目を逸らさず、彼女達の険しい眼差しをまっすぐに受け止めた。

（大体、私を攻撃したって、旦那様のお心を得られるわけじゃないのに）

　自分に嫌味を言う暇があったら、今彼を囲んでいる令嬢達のように、直接アプローチする方がまだ可能性があるのではないか。

「皆様は、少しばかり被害妄想がすぎるようですね」

　いい加減うんざりしていたリリーは、にっこりと微笑んで渾身の嫌味を返す。

「なっ……！　この、言わせておけば……！」

　おかげで気持ちはすっきりしたものの、リリーはすぐに「しまった」と思う。

　最初にリリーのスカートの裾を踏んだ令嬢が、たまたま近くを通りがかった給仕からワイングラスを奪うように取り、こちらに向けたのだ。

（うそでしょ……！）

　こんな公衆の面前で、人にお酒――それも赤ワインをかけようとするなんて……！

「身の程をわきまえなさい！」

（ああ、騒ぎにはしたくないと思ったのに、結局問題を起こしてしまったわ）

　しかも、シルヴェスターがせっかく自分のためにと誂えてくれたドレスが汚れてしまう。

　リリーは我慢しきれなかった自分の言動を悔やみながら、来る衝撃に備えた。

　しかし――

「みっともない真似はおやめなさいな」

　赤ワインは、いつまで待ってもリリーに振りかけられはしなかった。

（えっ……）

　艶やかな銀髪を綺麗に巻き、冴え冴えとした薄青のドレスを身にまとう女性が、水色の瞳に侮蔑の色を滲ませ、ワイングラスを持つ令嬢の手を押さえている。

（この方は、確か……）

「パ、パトリシア様……」

　そうだ、パトリシア・オルコック侯爵令嬢。社交界の華と謳われる女性だ。

　年はリリーより二つ上の二十歳。女性の結婚適齢期は十六歳から二十二歳ごろと言われている貴族社会において、彼女ほどの令嬢がこの歳で未だ独身であるというのは意外に思えるが、オルコック侯爵家は大貴族で、財産も比類ない。またパトリシア本人も際立った美貌の持ち主だから、きっと縁談は引く手数多で吟味に吟味を重ねているのだろうと噂されていた。

　当然、今リリーに絡んでいる伯爵令嬢達より格上の存在だ。

「ワインは人にかけるものではなくってよ」

「あ……っ」

　パトリシアはにっこりと微笑むと、令嬢の手からグラスを奪い、給仕に返す。

「それから、リリー様にあれこれと言っていたようだけれど……」

「ち、違います！　これは誤解ですわ、パトリシア様」

「そうそう、わたくし達、お友達のリリー様を心配するあまり、ついつい言葉がすぎてしまいましたの」

「そうですわっ。グラスも、リリー様に渡してさしあげようと思っただけで……」

　令嬢達は慌てて言いつくろい、オホホホホと下手な愛想笑いを浮かべて逃げ出していった。これ以上パトリシアに咎められては自分達の立場が悪くなると察したのだろう。

「まったく……。ごめんなさいね、リリー様。彼女達に代わって無礼をお詫びしますわ」

「そんな……。パトリシア様に謝られるようなことではありません。むしろ、助けてくださってありがとうございます」

　あのままでは、確実に赤ワインを頭から浴びることになっていただろう。

　パトリシアに礼を言うと、彼女は「これくらい、当然のことよ」と微笑んだ。

　ついで彼女はふっと切なげに目を伏せ、小さく呟く。

「だってあなたは、シルヴェスター様の大切な奥様ですもの……」

「えっ？」

「実は私も、昔シルヴェスター様との間に縁談が持ち上がったことがあるの。残念ながら、家の都合で白紙になってしまったけれど」

（ええっ……！）

「だから、シルヴェスター様のことでいろいろ言われているリリー様のことを他人事と思えなくって。でも、わたくしの助けなんていらなかったかもしれないわね。リリー様はあの方達に臆することなく毅然と言い返していて、とても立派だったわ」

「いえ、そんなことは……」

　かの令嬢達が大人しく引き下がったのは、間違いなくパトリシアが間に入ってくれたからだ。自分一人では上手くあしらえず、きっと騒ぎを大きくするばかりだったろう。

「ねえリリー様、もしよければ、わたくしとお友達になってくださらない？」

「えっ……ええっ!?」

（社交界の華と謳われるパトリシア様が、私とお友達に……？）

「嫌……かしら？」

「い、嫌なわけではありません」

　リリーは慌てて首を横に振った。

　パトリシアと友達になりたくないわけではなく、ただ、自分のような田舎娘が社交界の華と謳われる彼女と親しくしていいのかと畏まり、答えを躊躇ってしまっただけなのだ。

「……私も、パトリシア様と仲良くさせていただけたら嬉しいです」

「まあ、よかった！　これからよろしくお願いしますわね、リリー様」

「はい、パトリシア様」

　思いがけず、社交界で初めての友人ができてしまった。

　予想外の展開に驚いていると、背後から「リリー！」と名を呼ばれる。

「旦那様」

　どうやらようやく令嬢達の囲みを抜けられたらしい。

　彼はリリーの傍に駆けつけると、心配げな顔で言った。

「一人にしてすまなかった。令嬢方と何か揉めていたように見えたが、大丈夫だったか？」

「私なら大丈夫です」

　令嬢達に意地悪をされていたなんて本当のことを話して、シルヴェスターに余計な心配をかけさせたくない。

　そう思ったリリーは、ただ令嬢達と話していただけだと答える。

「皆様、社交界に不慣れな私にいろいろと教えてくださったのです。それからパトリシア様も、親切にお声がけくださって……」

「パトリシア嬢？」

　言われて初めて、シルヴェスターはリリーの隣にいる彼女の存在に気づいたらしい。

「お久しぶりですわね、シルヴェスター様」

　パトリシアはそう言って、優雅にカーテシーをして見せる。

　その仕草はなんとも洗練されていて美しく、リリーはほうっと見入ってしまった。

「遅くなりましたが、ご結婚おめでとうございます」

「ありがとう」

「素敵な奥様を見つけられましたのね。あのシルヴェスター様が、今では奥様に夢中だって、あちらこちらで評判ですのよ」

「そうか」

　パトリシアの言葉に、シルヴェスターは何故か渋面を作る。

（シルヴェスター様……？）

　しかしそれは一瞬のことで、彼はリリーに微笑みかけると、「そろそろ帰ろうか」と言った。

「よろしいのですか？」

「ああ。もう十分義理は果たした。リリーも疲れたろう」

（ええと……）

　ここは正直に、「はい、疲れました。早く帰りたいです」と言っていいものなのか……

　リリーが答えに迷っていると、パトリシアが寂しげな表情を浮かべ、「残念だわ」と呟いた。

「もっとお話ししたかったのに……」

「パトリシア様……」

　さすが、社交界の華と謳われるパトリシア。

　しゅん……と肩を落とす姿さえ絵になり、彼女の憂いを晴らさねばという気にさせられる。

「ね、お願い。もう少しだけ、お相手してくださらない？」

（どうしよう……。パトリシア様には助けてもらった恩もあるし……）

　それに、この場で早々に立ち去るのは失礼にあたるのではないか。

　しかしシルヴェスターはパトリシアの言葉を無視して、「行くぞ」とリリーの手をとる。

　そしてそのまま踵を返し、歩き出した。

「あっ……」

　リリーは慌てて振り返り、パトリシアに声をかける。

「あの、申し訳ありません。私達はここで失礼させていただきます」

「ええ、またお会いしましょうね」

　パトリシアはシルヴェスターの態度に気分を害した風も見せず、にっこりと微笑んで見送ってくれた。

（優しいお方だわ……）

　帰りの馬車に乗り込んだリリーはパトリシアのことを思い返し、感心する。

　また、彼女は仕草や物腰の一つ一つが洗練されていて、とても優雅だった。

　自分もあんな風に振る舞えたらと、思わずにはいられない。

（……私も、もっともっと頑張らなくちゃ）

　侯爵夫人として、またシルヴェスターの妻として恥ずかしくないよう、研鑽を積もう。

　リリーはそう、改めて心に誓ったのだった。
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　パトリシアと友達になってから、リリーの身の回りにまた少し変化があった。

　彼女が侯爵令嬢であり、社交界の華と謳われるパトリシアと親しくしていると知って、直接嫌味をぶつけてくる令嬢が減ったのだ。

　相変わらず陰ではコソコソ悪口を言っているようだし、中にはパトリシアの目を盗んでリリーにちょっかいをかけてくる諦めの悪い人達もいたが、彼女はもう言われるまま耐えるのをやめた。嫌味には嫌味を返す。それくらいしないと侮られると、よくよく身に沁みたのである。

　たとえ嫌味を返された令嬢が激高し、騒ぎを起こしても、恥をかくのは向こうだ。リリーはただ毅然としていればいい。

　大抵の場合、令嬢達は騒ぎになる前にフンっと捨て台詞を吐いて逃げていく。以前ワインをかけられそうになったのは珍しい例であったらしく、あれから実害を被るような目に遭ったことはなかった。

　彼女らとの応酬ですっかり鍛えられたリリーは、直接的な言葉から持って回ったような台詞まで、嫌味の語彙もずいぶん増えた。

　なんだかすっかり自分の性格が悪くなったように感じるけれど、こういったことも淑女に必要な知識の一つであるらしい。

　リリーにそう教えてくれたパトリシアは、社交界に不慣れなリリーをなにくれとなく助け、親切にしてくれる。

　また知り合いの少ないリリーに自分の友人達を紹介し、交流の幅を広げてくれた。

　彼女のおかげで、社交界にもだいぶ馴染めたと思う。

　リリーにとってパトリシアは恩人であり、大切な友達だ。

　しかしリリーには、彼女とのことで悩みがあった。

　パトリシアとの友人付き合いを、シルヴェスターに反対されているのである。

　最初、彼はリリーに友達ができたことを喜んでくれた。

　ところがその相手がパトリシアであると知ったとたん、渋面を作って「彼女には関わるな」「もう、パトリシア嬢とは会わない方がいい」と言い出したのである。

　思えば初めてパトリシアに助けられた夜会でも、シルヴェスターは彼女を避けるような態度をとっていた。

　当然、リリーは彼に理由を尋ねた。シルヴェスターがそこまで言うからには、何かわけがあるのだろうと思ったのだ。

　ところが――

『それは……』

『旦那様……？』

『……いや。とにかく、パトリシア嬢には関わるな』

　彼は理由について言明せず、もうこの話は終わりだとばかり、それっきり口を噤んでしまった。

（昔、お二人の間に縁談が持ち上がっていたことと、何か関係があるのかしら……まさか、縁談を断られたことを恨みに思って……？）

　いやいや。あのシルヴェスターが、そんなことで相手を恨むとは考えられない。

　何しろ彼は、リリーとの初対面の時に「嫌なら断ってくれていい」「無理強いはしたくない」と言ってくれたほど、思いやりのある人なのだ。

（でも……）

　それなら、どうして彼はパトリシアを避けろと言うのだろう。

　そして、何故その理由を教えてくれないのだろう。

　聞きたい。けれど、パトリシアの話題に触れようとすると、シルヴェスターは決まって不機嫌そうに顔を顰め、硬く口を噤んでしまう。

　そのため、リリーは彼の真意を知れずにいた。

（はあ……）

　そういった経緯でパトリシアとの付き合いを反対されているリリーであったが、未だ彼女との交流を続けている。

（だって、『夫に付き合いを反対されたので、もうお友達ではいられません』なんて、言えないわよ）

　理由も教えてもらえないのでは、リリー自身も納得できない。

　パトリシアには助けてもらった恩もある。

　またリリーとしては、淑女の見本のような彼女に学びたいという気持ちも強かった。

（……でも、パトリシア様はシルヴェスター様が私達の付き合いに反対する理由に、心当たりがあるみたいだった）

　リリーは先日、とある伯爵家のお茶会に招かれた時のことを思い返す。

　パトリシアやオルコック侯爵家からの招待状はシルヴェスターの意を汲んだ執事がお断りの返事を出してしまうので、リリーが彼女と会えるのは他の貴族家が主催する社交の集まりのみだ。

　また夫婦同伴の場ではシルヴェスターも共にいるので、彼がリリーから離れるほんの短い間しかパトリシアと話すことができない。

　そういったことが続いたので、パトリシアもさすがにシルヴェスターが自分達の交流に反対していると察したのだろう。

　お茶会の場でリリーと顔を合わせるなり、彼女は二人きりで話したいと言って、他の出席者から離れたテーブルにリリーを誘った。

　そして苦笑を浮かべてこう言ったのだ。

『シルヴェスター様は、私とリリー様を会わせたくないみたいね』

『申し訳ありません、パトリシア様……』

　シルヴェスターはリリーのもとに届く彼女からの招待をことごとく断り、また夜会などでパトリシアが話しかけてくると、すぐにリリーを連れてその場から去ってしまう。

　礼を欠いた夫の振る舞いを本人に代わって謝罪すると、パトリシアは悲しげに目を伏せた。

『あの方は、わたくしがリリー様に意地悪をすると思っていらっしゃるのかしら……』

『パトリシア様……』

　意地悪どころか、パトリシアは自分のような田舎娘にも親切に接してくれているし、彼女の優しい人柄を慕う令嬢も多い。

　そんなパトリシアを疑うような態度をとって、彼女を悲しませている。

　そのことが申し訳なくてならず、リリーの胸は罪悪感にちくちくと痛んだ。

『ううん、シルヴェスター様がそう思われるのも仕方のないことね。だってわたくし、昔あの方にとてもひどいことをしてしまったのですもの』

『ひどいこと……ですか？』

　リリーは驚きに目を瞠る。

　そんな彼女に苦笑を返し、パトリシアは自身の胸を飾るペンダントのチャームをそっと握りながら言った。

『ええ。シルヴェスター様はわたくしをとても大切にしてくださったのに、わたくしは反対する父の声に負けて、あの方を……』

『え……っ』

『ああ、ごめんなさい、リリー様。すべては昔のことよ。そう、昔の……』

　――でも、わたくしは今もあの方を……

　物悲しい微笑を湛えたパトリシアの唇がそう小さく囁いたのを、リリーの耳は聞き逃さなかった。

（パトリシア様は、シルヴェスター様のことを愛していた……。そして、今も……）

　彼女が握り締めていたペンダントチャームには、アメジストが嵌め込まれていた。

　シルヴェスターの瞳を思わせる、紫の石。

『そのペンダント……』

『……ああ、これ？　……昔、とても大切な方からいただいたものなの。わたくしの宝物よ』

　ふふっと、嬉しそうに。けれどどこか切なげに、パトリシアは微笑った。

（……『シルヴェスター様はわたくしをとても大切にしてくださったのに……』と、パトリシア様は仰っていたわ）

　あのペンダントは、彼がパトリシアに贈ったものなのではないだろうか。

（シルヴェスター様にとっても、パトリシア様はただの縁談相手ではなく、心を通わせた女性だったのかしら……）

　けれど二人はパトリシアの父親に反対され、泣く泣く別れた……？

（だから、シルヴェスター様は私とパトリシア様を関わらせたくなかったの？）

　昔の恋人と今の妻を関わらせたくないという気持ちは、わからなくもない。

　けれどそれだけが理由なら、正直に言ってくれてもよさそうなものなのに……と、リリーは頭を悩ませる。

（ううん……。パトリシア様が今もシルヴェスター様のことを想っていらっしゃるのだとしたら、私としても気まずいというか、なんというか……）

　今後どんな態度で彼女に接すればいいのか、正解がわからない。

（はあ……。不確定なことばかりで胸がもやもやするわ）

　そもそもこれらのことはリリーの推測にすぎず、はっきりそうだと説明されたわけではないのだ。

　確かめて、すべてをはっきりさせたい。

　しかし、たとえそれが過去のことであっても、もし本当にシルヴェスターがパトリシアを愛していたのだとしたら……

（……っ）

　知るのが怖いと、確かめることを躊躇う気持ちがある。

（本当に、どうしたらいいのかしら……）

「……リー様、リリー様！」

「あっ」

　物思いに耽っていたリリーは名を呼ばれ、はっと我に返った。

「もう、リリー様ったら。ぼうっとして、どうなさったの？　何か考え事？」

　リリーにそう話しかけるのは、パトリシアの紹介で知り合ったダイアナ・ケインズ伯爵令嬢だ。リリーより一つ上の十九歳で、近々婚約者と結婚式を挙げるらしい。

　リリーは今、ダイアナの両親が主催するケインズ伯爵家の夜会に参加している。

　伯爵邸にはシルヴェスターと夫婦揃って訪れたのだが、ダイアナに「女性だけでおしゃべりを楽しみましょう」と夜食室に連れ出され、友人の令嬢達と軽食をとりながら談笑しているところだった。

　その中にパトリシアの姿もあったのだけれど、彼女は先ほど侍従に呼び出され、席を外している。

　そのため、夜食室にいるのはリリーとダイアナ、それからもう一人、グレースという名の伯爵令嬢だけだ。

「申し訳ありません。その、パトリシア様のことを考えていて……」

「まあ、パトリシア様のことを？」

「え、ええ。パトリシア様には本当によくしていただいてありがたいなと……」

　まさか自分の夫とパトリシアの関係について悩んでいたとは明かせず、リリーは曖昧な笑みを浮かべてはぐらかす。

「ああ、そうだったのね」

「確かに、パトリシア様はとてもお心の広いお方だわ」

　頷くダイアナに続いてパトリシアを称賛するのは、グレース。

　彼女はリリーと同じ十八歳で、きりっとつり上がった目が印象的な少女だ。

「でも……ねえ……？　リリー様に優しくするパトリシア様を見ていると、わたくし、胸が痛くって……」

（え……？）

「ちょっと、グレース様……」

「止めないで、ダイアナ様。あなただって、パトリシア様のことをおかわいそうだと思うでしょう？　もういい加減、リリー様にもお話しした方がいいと思うの」

（パトリシア様がおかわいそう……？）

　突然の成り行きに困惑するリリーに「いい機会だから」と言って、グレースは言葉を続ける。

「あのね、リリー様。パトリシア様のお気持ちも知らず、あの方の優しさに甘えるのはもうやめていただきたいの」

「パトリシア様のお気持ち？　あの、それはもしかして……」

「パトリシア様はもうずっと前から、あなたの夫であるシルヴェスター様のことを想っているのよ！」

「っ……！」

（やっぱり、そうだったの……!?）

　グレースの言うことには、今から約三年前――シルヴェスターが二十五歳、パトリシアが十七歳の時、二人の間に縁談が持ち上がったのだという。

　パトリシアは前々からシルヴェスターに憧れていて、この縁談をとても喜んだ。そしていっそう、彼への想いを深めていったのだそうだ。

　そしてシルヴェスターもパトリシアのことを憎からず思い、二人は愛情を育んでいった。

　ところが正式な婚約を結ぶ直前になって、パトリシアの父親がシルヴェスターとの結婚に反対する。

　パトリシアとの話が持ち上がる前、シルヴェスターは何人かの令嬢から縁談を断られていた。そしてちょうどこのころ、彼が女性を苛んで悦ぶ性癖を持っているとか、逆に女性に興味を持てない男色家だとか、謂われのない風評が広まり始めていた。

　その噂を真に受けてしまったパトリシアの父が、こんな男に大事な娘は渡せないと、断固反対したらしい。

「パトリシア様は必死にお父様を説得しようとなされたそうなのだけれど、聞き入れてくださらなかったんですって」

　そして彼女は、泣く泣くシルヴェスターとの別れを選んだ。

「でも、パトリシア様は今でもシルヴェスター様だけを想っていらっしゃるのよ。その証拠に、パトリシア様はご自分に寄せられる縁談をことごとく断っていらっしゃるの」

「そう……ね。もしかしたら、パトリシア様はシルヴェスター様への恋心を抱いたまま、修道院に入られるおつもりなのかもしれないわ」

「…………」

　やはりパトリシアは、今もシルヴェスターのことを愛しているのだ。

　しかも彼への想いを貫き、修道院へ行くことを考えるほどに。

「パトリシア様がリリー様に親切になさるのは、リリー様がシルヴェスター様の奥様だからなのよ」

「…………」

　それは、リリーも本人から言われたことがある。

　パトリシアはどんな気持ちで、かつて愛した人の妻になったリリーに優しくしていたのだろう。

　たとえ自分は彼と結婚できずとも、せめてシルヴェスターの力になりたいと、リリーのことを助けてくれたのだろうか。

（パトリシア様……）

　彼女の心境を思うと、罪悪感で胸が痛い。

　そうとも知らず友誼を結び、またパトリシアの気持ちに薄々気づいてからも彼女の厚意に甘え続けた自分が恥ずかしく、パトリシアに申し訳なくてならなかった。

　表情を曇らせるリリーに、グレースは言い募る。

「ねえ、リリー様。あなたはお祖父様に無理やりシルヴェスター様と結婚させられたのでしょう？」

「…………」

　リリーの口から、シルヴェスターとの結婚の経緯を彼女らに語ったことはない。

　しかし、エヴァレット伯爵が〝首狩り将軍〟と娶わせるため、駆け落ちした娘が産んだリリーを引き取ったという話は、すでに社交界中に広まっている。

（確かに私は、お祖父様に命じられてシルヴェスター様の妻になった……）

　両親の代わりに伯爵家に償い、借金を返すために。

　自分の言葉を否定せず黙りこくったリリーに、グレースが言い募る。

「なら、パトリシア様にシルヴェスター様を返してあげて！」

「ちょっと、グレース様……」

　さすがにそれは……と、ダイアナが友人を窘める。

（返してあげて、って……）

　シルヴェスターは、リリーの所有物ではない。

　それに、確かに始まりは祖父の命によって仕方なく受け入れた結婚だったかもしれないが、リリーは夫となったシルヴェスターのことを愛している。

（でも、シルヴェスター様はパトリシア様のことを愛していた……）

　二人はかつて愛情を育んでいたと、グレースは言った。パトリシアの一方的な想いではない。二人は相思相愛の仲だったのだ。

　パトリシアの父が反対さえしなければ、二人は今ごろ仲睦まじい夫婦になっていたのかもしれない。

（シルヴェスター様……）

　彼は自分を妻として大切に扱ってくれているし、とても優しくしてくれる。

　でもその実、シルヴェスターが今もパトリシアに想いを残しているのだとしたら……

「……っ」

　考えただけで、胸が締め付けられるような痛みを覚える。

「今なら、パトリシア様のお父様だってシルヴェスター様との結婚に賛成してくれると思うの。だって、このままじゃパトリシア様、修道院に入っちゃう……！」

「グレース様、もうやめて。リリー様だって、突然そんなことを言われたら困るわよ」

　ダイアナがそう宥めるも、グレースは止まらなかった。

「いいじゃない。こう言ってはリリー様に悪いけれど、ラングフォード侯爵夫人にはリリー様よりパトリシア様の方が相応しいわ！」

「……っ」

「グレース!!」

　彼女の言葉は間違っていない。

　誰がどう見たって、田舎の農村で生まれ育ったリリーより、社交界の華と謳われるパトリシアの方が名門侯爵家の女主人に相応しい。

　どんなに努力を重ねても、パトリシアには敵わない。

　真実だからこそグレースの言葉はリリーの劣等感を煽り、心へ深く突き刺さった。

「ごめんなさい、リリー様。わたくし達、今夜はこのあたりで失礼させていただくわね」

　ダイアナがまだ言い足りなげなグレースを立たせ、夜食室から連れ出す。

　二人の背中を見送り、リリーは「ああ……」と、うめき声にも似た声を漏らした。

（私はこれからどうしたらいいの……？）

　知りたい。でも知るのが怖いと躊躇っていた事実を、思いがけず第三者の口から打ち明けられてしまった。

　知ってしまった以上、パトリシアとはもう以前のようには親しくできない。

　シルヴェスターとだって……

「…………」

（……確かめて、みよう）

　彼の心が今もパトリシアのもとにあるのか、はっきりさせるのだ。

　リリーが聞いたのはパトリシア側の話で、シルヴェスターの真意はまだわからない。

　まずはそこを明らかにしなくては、答えなんて出せないだろう。

　リリーはゆっくりと立ち上がり、夜食室を後にした。

　大広間に戻った彼女は、シルヴェスターの姿を捜す。

　彼はリリーがダイアナに連れ出される際、自分は友人達と話しているから、リリーも気兼ねなく楽しんでくるといいと言ってくれた。

　シルヴェスターはダイアナがパトリシアを介して親しくなった友達だとは知らないから、まさか夜食室でパトリシアが待っているとは思わなかったのだろう。

（知っていたら、きっと反対されたのでしょうね）

　妻が自分の昔の恋人と親しく付き合うのは気まずいからやめてほしいと、正直に言ってくれればよかったのに……とリリーは思う。

　しかし彼は優しいから、自分に気を遣ってパトリシアとのことを言えなかったのかもしれない。

（……そこのところも、はっきりさせなくちゃ）

　リリーはシルヴェスターを捜した。以前紹介された彼の友人達のグループはすぐ見つかったのだが、そこに捜し人の姿は見当たらない。

（どちらにいらっしゃるのかしら……？）

　きょろきょろと辺りを窺うと、ふいに背後から「ラングフォード侯爵夫人ですか？」と声をかけられた。

（えっ）

　振り返れば、給仕のお仕着せを着た青年が立っている。

「突然お声がけしてしまって、申し訳ありません。もしや旦那様をお捜しなのではと思いまして」

「え、ええ」

「ラングフォード将軍閣下なら、先ほどあちらのバルコニーに行かれましたよ」

「まあ、ご親切にありがとうございます」

　リリーは給仕の青年に礼を言うと、教えられたバルコニーに向かった。

　バルコニーに続く扉は開かれており、代わりに厚手のカーテンが引かれている。そのおかげで、大広間にいる人々の目を気にせず休めるスポットになっていた。

（シルヴェスター様も、バルコニーで一息吐いておられるのかしら）

　そう思ったリリーは、深紅のカーテンに手をかける。

　しかし、わずかに開いた視界の先で思いがけないものを目にし、はっと息を呑んだ。

　カーテンに遮られ、衆目から隔絶されたバルコニーに、フロックコートを着た長身の男性が立っている。こちらからは後ろ姿しか見えないが、背格好といい、艶やかな黒髪を首の後ろで結んだ髪型といい、シルヴェスターで間違いないだろう。

　けれど、彼は一人ではなかった。シルヴェスターは、その胸に美しい銀髪の令嬢を抱き締めていたのである。

（あの女性は、パトリシア……様……？）

「……ああ、わたくしの愛しいシルヴェスター様。あなたへの想いを断ち切れないわたくしを許して……」

　月明かりの下、パトリシアは自分を抱く男へそう懇願する。

（なに、これ……）

　まるで、歌劇の一幕を見せられているかのような気分だ。

（……いや、やめて……）

　シルヴェスターは何も言わない。

　けれど、これが自分の答えだと告げるように――

（やめて……）

　パトリシアの頬を愛おしげに撫で、彼女の唇に口付けを贈った。

「……っ！」

　いやだ。これ以上は見たくない。

　リリーはたまらず、この場から逃げ出した。

（ああ……）

　自分の知らないところで、シルヴェスターとパトリシアが二人きりで会っていた。

　しかも、彼はパトリシアを抱き締めて、キスを……

（やっぱり、シルヴェスター様は今もパトリシア様のことを愛しているの……？）

　あえて問わずとも、先ほど目にした光景が何よりの答えであるように思えた。

『パトリシア様にシルヴェスター様を返してあげて！』

　ふいに、グレースの言葉が頭を過る。

　パトリシアはとても素敵な女性だ。社交界の華と謳われ、美しく心根も優しくて、恋敵であるはずのリリーにまでとても親切にしてくれた。

　自分なんかとは違って生まれながらの貴族令嬢で、知識も教養もある。

　きっとラングフォード侯爵夫人には――シルヴェスターの妻には、パトリシアの方が相応しい。

「…………」

　でも、大好きな彼と別れたくない。

　これからも、シルヴェスターの傍にいたい。

　けれど、彼がパトリシアを愛しているのなら、自分は……

「……っ、シルヴェスター様……」

　千々に乱れる心で、リリーは彼を想う。

　そして、今はとてもシルヴェスターと顔を合わせられないと思った彼女は『体調が優れないので、先に帰ります』と伝言を残し、ケインズ伯爵邸を後にしたのだった。

















八












　シルヴェスターは、今後も自分と結婚生活を続けるつもりなのだろうか。

　ケインズ伯爵邸のバルコニーで抱き合う二人の姿を見て以来、リリーはそう思い悩むようになった。

　ダイアナの言う通り、今ならパトリシアの父も、娘を修道院へ行かせるよりはと、シルヴェスターとの結婚に反対しないのかもしれない。

　であるなら、残る障害はリリーの存在だ。

　シルヴェスターは優しいから、一度は妻に迎えたリリーを慮るあまり、真に想う相手と結ばれることを諦めている……とも考えられる。

（シルヴェスター様は、本当のところどう思っていらっしゃるのかしら……）

　彼はリリーを妻としてとても大切にしてくれている。

　もしかして自分はシルヴェスターに愛されているのではと感じたことも、一度や二度ではない。

　そもそも彼のように誠実な人が、妻以外の女性と不義を犯すとも思えない。

　けれど、それならあの夜、シルヴェスターがパトリシアを抱き締め、口付けていたのはいったいなんだったのか。

（……わからない）

　だから、まずはそれを確かめなければと思う。

　しかしいざ話を切り出そうとすると、いつも言葉に詰まってしまう。

　怖いのだ。彼の口から「俺は今もパトリシアを愛している」と告げられるのが。そして「別れてほしい」と言われたらと思うと怖くて、問いかけることができない。

　けれど、シルヴェスターが自分の気持ちを押し殺して仕方なくリリーとの結婚生活を送っているのだとしたら……

（そんな我慢を、シルヴェスター様にさせたくない。でも、シルヴェスター様と別れたくない……）

　シルヴェスターのためにも離縁するべきだと訴える自分と、嫌だ、別れたくないと拒む自分が、頭の中で常にせめぎ合っている。

（……いや、だからまずはシルヴェスター様の気持ちを確かめないと……）

　しかしそれができないから、こうして悩んでいるのだ。

　今日も私室で一人、窓辺に置いた椅子に腰かけて堂々巡りの思考に陥っていたリリーは、「はあ……」と重いため息を吐いた。

　伯爵家の夜会からもう一週間が過ぎているが、未だシルヴェスターの気持ちを確かめられずにいる。

　それどころか、何度となくあの夜の二人の姿が思い浮かんでしまい、普段通り振る舞うことさえできずにいた。どうしても、ぎくしゃくとした態度をとってしまうのだ。

　様子のおかしいリリーのことを、シルヴェスターや屋敷の使用人達は身体の調子が悪いのだと思って、心配してくれている。夜会の日、「体調が優れないから」と伝言して先に帰ってしまったせいだろう。

　医者を呼ばれた時は焦ったが、「環境の変化による疲れが、今になって身体に表れたのでしょう」と診断され、リリーは当分の間社交を休むことになった。

　パトリシアやグレース達と顔を合わせずに済むのは正直ほっとしているけれど、平静を装えない自分が情けなく、また周りに心配をかけていることが申し訳なくてならなかった。

　このままではいけないと頭ではわかっているのに、心は思うようにならず、気鬱は晴れない。

　自分がこんなに弱い人間だったとは思わなかったと、リリーは嘆息する。

（……私がこうして悩んでいる間にも、シルヴェスター様はパトリシア様と逢引を重ねているかもしれないのよね……）

　リリーがそう疑うのにはわけがあった。

　ここ五日ほど、シルヴェスターの帰りが遅いのだ。時には明け方近くまで戻ってこない日もある。

　それだけなら、仕事が忙しいのだと思うに留まっただろう。

　実際、彼からはそう聞いていたし、リリーも夫の言葉を信じ、多忙なシルヴェスターの身を案じていた。

　ところが――

　先日、リリーは彼に差し入れを届けようと、メイドを師団司令部へ遣わした。

　差し入れを送るのは以前から度々やっていたことで、いつもはリリーが直接届けるのだが、現在は休養をとっている身のため、メイドに頼んだのだ。

　しかし、司令部にシルヴェスターはいなかったという。戻ってきたメイドが、困惑顔で「旦那様は本日お休みだと言われました」とリリーに報告した。

　彼はその日の朝、確かに軍服を着て出勤していったはずなのに、実は休みだった。

　シルヴェスターはリリーや屋敷の者達にうそをついていたのだ。

　そうしてまで彼が出ていったのは、人に言えない行為を――たとえば他の女性と密会するためなのではと、リリーが考えてしまうのも無理はないだろう。

「はあ……」

　伯爵家の夜会で、人目を忍んで抱き合っていたシルヴェスターとパトリシアの姿が頭から離れない。

　あの夜のように、彼が自分に隠れてパトリシアと会っているのではと、疑ってしまう。

「シルヴェスター様……」

　差し入れに行ったメイドや、彼女を送り出したことを知っている使用人達には口止めをしているので、シルヴェスターはリリーが彼のうそに気づいたことを知らない。

「…………」

　本当は、問いただすべきなのだろう。

　仕事と偽ってまで、どこへ行っていたのかと。

　そして確かめるべきなのだ。

　彼の心が今、誰のもとにあるのかを。

（……わかっている。わかっているわ。でも、そうする勇気を持てないから、こうして頭を抱えているのよ）

　いったいどうやったら踏ん切りをつけられるのだろうかと思案していると、コンコンコンとノックの音が響いた。

「はい」

「奥様宛てに手紙が届きましたので、お持ちしました」

　声の主は、執事長のハロルドだ。

　入室を許可すると、彼は「叔父君からのお手紙です」と告げて、エヴァレット伯爵家の封蝋が施された手紙をリリーに渡した。

「ありがとう、ハロルド」

「いえいえ。それでは失礼いたします。後ほどお茶をお持ちしますね」

　ハロルドは一礼し、リリーの私室を後にする。

　扉がパタンと閉まるのを見送ってから、リリーはペーパーナイフをとり、叔父からの手紙を開封した。

「あ……っ」

　その手紙には、実家の牧場にようやく買い手がついたと書かれている。

　ただし、その買い手はリリーの生家を取り壊し、新しい家を建てるつもりらしい。牛小屋などの牧場施設も、あれこれ手を加えるようだ。

「…………」

　いよいよ牧場が人手に渡り、家もなくなる。

　売りに出すと決めた時から、こうなることは覚悟していた。

　けれどいざその時が現実になると思うと、無性に、寂しさや切なさが込み上げてくる。

（せめて……）

　リリーは取り壊される前にせめてもう一度だけでも、自分が生まれ育った家を見たいと思った。

（クリント村に、帰りたい……。お父さんとお母さんのお墓にも行きたいわ）

　それに、このまま屋敷に籠もってうじうじと悩み続けるより、故郷に帰って懐かしい空気を吸った方が、心身には良さそうだ。

　なまじシルヴェスターの傍にいるから未練が募って真実を確かめる勇気を持てないのだろうし、一度距離を置くことで見えてくるものもあるかもしれない。

（……うん。今夜さっそく、シルヴェスター様にお願いしてみよう）






　そしてその日の夜、リリーは珍しく早く帰宅した夫と食事を共にしたあと、食後の紅茶を飲みながら、そわそわと話を切り出すタイミングを窺った。

「そういえば今日、エヴァレット伯爵家からリリー宛てに手紙が届いたと聞いたが」

　すると折良く、シルヴェスターが叔父の手紙のことを口にする。

「はい。実家の牧場に買い手がついたと知らせてくださいました」

「そうか。よかった……と、言っていいのか。やはり、今からでも当家で買い取ろうか？」

「ありがとうございます、旦那様。でも、いいのです。それより……」

　リリーは、帰郷の件を切り出すなら今だと言葉を続ける。

「一度、クリント村に帰ろうと思うのですが」

「……っ」

　そう話した瞬間、何故だかシルヴェスターがカッと目を見開く。

（えっ）

　そんなに驚くような話だろうか？　と、リリーは思いがけない彼の反応に戸惑った。

　しかもシルヴェスターはみるみる渋面を作り、唸るように「それは、駄目だ……」と呟く。

「え……？」

「悪いが、帰郷は絶対に許さない。そもそも、君は今体調が優れず休んでいる身だろう。まだ当分は屋敷で大人しくしていてくれ。いいか、けっして出歩いたりしてはならない！」

　シルヴェスターはそう強く言い放つと、もう話は終わりだとばかり、残る紅茶を一気に飲み干して、食堂から出ていってしまった。

　残されたリリーは、呆然と彼の後ろ姿を見送る。

（そんな、どうして……）

　絶対に許さないだなんて、何故そんなにもリリーが故郷へ帰ることを嫌がるのだろう。

　リリーの身体の調子が悪いと思っているから？

　社交を休んでいるくせに、王都から遠く離れたクリント村へ行きたいなんて言って、不謹慎だと思われたのだろうか。

　でも、だからってろくに話を聞こうともしないで、頭ごなしに駄目だなんて……

（……そうだわ、ちゃんと話をしなくっちゃ）

　生家が取り壊されてしまうこと。その前に一目だけでも見ておきたいこと。久しぶりに両親の墓を訪ねたいこと。

　それから体調が優れないわけではなく、思い悩むことがあり、気分転換も兼ねて一度故郷に帰りたいと考えていること。

　きちんと事情を話せば、彼もわかってくれるのではないか。

　そう思ったリリーは、慌ててシルヴェスターの後を追う。

　しかし彼の姿は、もう屋敷のどこにもなかった。

　ハロルドが言うには急遽用事を思い出したとか言って、師団司令部に向かったらしい。

（用事だなんて……）

　本当にそんなものがあるのだろうか。

　これ以上自分と話をしたくない、顔も見たくないと思ったから屋敷を出たのでは……？　と、リリーは疑心暗鬼になる。

（シルヴェスター様、どうして……）

　自分は、それほど彼の機嫌を損ねるようなことを言ってしまったのだろうか。

　ただ、一度故郷に帰りたいと口にしただけなのに……

「……っ」

　彼の心がわからない。

　でも確かなのは、自分がシルヴェスターに拒まれているということだ。

　そしてその日、いつまで待ってもシルヴェスターは帰宅せず、リリーは彼のいないひとりぼっちのベッドで、眠れない一夜を過ごしたのだった。










　翌日になっても、シルヴェスターは屋敷に帰ってこなかった。

　代わりに、しばらく司令部に泊まり込むと書かれた手紙がリリーのもとに届く。

　その手紙を運んできた副官のロビンは、「今は泊まり込むほど忙しくもないんですけどね」と苦笑を浮かべていた。

　やはり彼は自分を避けるために屋敷を出たのだ。

　そして、当分帰ってこないつもりらしい。

　会って話したいことがあると返事をしたためてロビンに預けたけれど、果たしてシルヴェスターが応じてくれるかどうか……

（本当に、どうしたらいいのかしら……）

　直接話してももらえない状態に、リリーは悶々とした思いを抱える。

　それにこのままでは、生家が取り壊される日取りまでにクリント村へ帰れないかもしれない。

（あっ……）

　頭を悩ませていたリリーはふと、結婚前に叔父夫婦に言われた言葉を思い出す。

『困った時には、いつでも私達を頼りなさい』

『そうですよ。私達はあなたの味方ですからね』

　叔父夫婦は社交の場で顔を合わせる度、リリーが侯爵家で肩身の狭い思いをしてはいまいか、シルヴェスターに大切にされているのかと心配してくれていた。

　以前はその都度「大丈夫です」「とてもよくしてもらえています」と答えていたが……

（叔父様達に、相談してみようかしら……）

　シルヴェスターが断固反対しているため、今のままではクリント村に帰れそうにない。

　でも叔父に頼めば、村までの馬車を手配してくれることだろう。

　そう考えたリリーは、さっそくエヴァレット伯爵家に先触れの手紙を送ることにした。

　すると折良く叔父が在宅していたようで、手紙を出した数刻後には伯爵家から迎えの馬車がやってくる。

　すぐにでも話を聞くから、これに乗って訪ねておいでということなのだろう。

　まさかこんなに早く、しかも迎えまでよこしてもらえるとは思わず、リリーは慌てて身支度を整える。

　その際、侯爵邸の使用人達とちょっとした悶着があった。

　彼らはリリーを外出させないよう、シルヴェスターに命じられていたようなのだ。

　どうか外出はお控えくださいと止められる。

　しかしリリーがどうしても叔父夫婦に相談しなければならないことがある、すぐに帰ってくるからとお願いすると、執事長のハロルドが折れてくれた。

「かしこまりました。旦那様には、私の方から上手く話しておきましょう」

「ハロルド……。ありがとう。それから、ごめんなさい」

「なあに、お気になさいますな。元はといえば、大事だからと閉じ込めようとなさる旦那様が悪いのです」

「…………」

（旦那様は、私が大事だから外出を禁じられたわけじゃないと思うけれど……）

　少なくとも、昨夜の彼の態度からはそんな気持ちなどみじんも感じられなかった。

「いってらっしゃいませ、奥様」

「ありがとう、ハロルド。いってきます」

　リリーは再度礼を言って、伯爵家の馬車に乗り込んだ。

　見れば、手の空いている使用人達が全員外に出て自分を見送ってくれている。

　……そうだ。もしシルヴェスターの心がパトリシアのもとにあるとして、彼と離縁することにでもなったら、ハロルド達――自分にとてもよくしてくれた気のいい使用人達ともお別れすることになるのだ。

　そう思うと、とても寂しい。

　なんとも後ろ髪を引かれる思いではある……が、その可能性についても考えておくべきだろう。

　そのためにも、まずは叔父夫婦に相談しなければ。

　自分達の結婚には、ラングフォード侯爵家とエヴァレット伯爵家の間で取り交わされた契約も絡んでいる。

　それ故にもし離縁するとなった場合、それに伴う契約の変更などの話し合いは、叔父や祖父を頼みにする他ない。

（……本当は、シルヴェスター様と別れたくなんてない。でも、こればっかりは私一人の気持ちで決められるものではないし……）

　リリーは車中でつらつらと思い巡らせながら、叔父夫婦の待つ伯爵邸へと向かった。






「いらっしゃい、リリー！　ああ、よく訪ねてきてくれたわね。さあ、もっとよくお顔を見せて。体調はもう大丈夫なの？　あら？　少し痩せたんじゃない？　侯爵邸ではちゃんとお食事をいただいているの？」

　伯爵邸に到着するなり、リリーは叔母の熱烈な抱擁で迎えられた。

「お、叔母様……」

「すまないね、リリー。オーレリアは君が体調を崩していると聞いて、ずっと心配していたんだよ」

　そう苦笑する叔父は、ついで自分の妻に「そんなに矢継ぎ早に質問したら、リリーだって困るだろう？」と言った。

「ごめんなさい、つい……」

「いいえ。私こそ、ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。体調は大丈夫ですし、侯爵邸でもとてもよくしてもらっています」

「それならいいのだけれど……」

「何か、私達に相談したいことがあるんだって？　こんなところで立ち話もなんだし、場所を移そうか」

　叔父はそう言うと、妻を伴い、リリーを屋敷の居間へと案内する。

　応接間ではなく一家がくつろぐ私的な部屋へと連れてきたのは、リリーを客人ではなく家族として迎えるという叔父なりの気遣いなのだろう。

　リリーとしても、シルヴェスターとの対面の日にしか足を踏み入れたことのない応接間より、慣れ親しんだ居間の方が話しやすい。

　そして叔父は紅茶と茶菓子を用意させたあと、リリーが気兼ねなく相談できるようにと、使用人達を下がらせてくれた。

　ちなみに祖父は領地の視察に出ていて留守、従弟のシリルは友人宅へ遊びに出かけているらしい。

　そのため、今この部屋にいるのはリリーと叔父夫婦の三人だけだ。

「それで、リリーの相談事というのは何かな？」

　紅茶を一口口にしてから、叔父がそう話を切り出す。

「実は……」

　リリーは、生家が取り壊される前に一度クリント村に帰りたいと思っていること。しかしその話をしたところシルヴェスターに「絶対に許さない」と言われてしまい、困っていることを二人に話した。

「まあ、なんて横暴な！　妻の里帰りも許さないなんて！」

　叔母が、キッと眦をつり上げて怒る。

　その隣では、叔父が首を傾げていた。

「なんでまた、シルヴェスター殿はリリーの帰郷に反対するのかな。どうして駄目なのか、彼は言っていたかい？」

「……私は今、体調が優れないと社交を休ませていただいています。だから、当分は屋敷で大人しくしているようにと。でも、身体の調子が悪いわけではなくて……」

　リリーはここ数日ずっと心を占めていた悩みを、叔父夫婦に吐露する。

　シルヴェスターが元婚約者のパトリシアに想いを寄せているかもしれないということ。

　二人はかつてパトリシアの父の反対で結ばれることが叶わなかったが、相思相愛の仲だったと聞いた。さらに先日の夜会で、人目を忍び、抱き合って口付けを交わす二人を見てしまった。

　その件で悩み塞ぎ込んでいたら、体調を崩していると思われたこと。

　また以前から、リリーがパトリシアと関わるのを反対されていたこと。その理由も教えてくれず、また最近は仕事と偽って外出していたことなどを、洗いざらい。

「ええ？　シルヴェスター様と、オルコック侯爵家のパトリシア様が相思相愛……？　そんな話、聞いたこともないけれど……」

「確かに数年前に彼の婚約者候補にパトリシア嬢の名も挙がっていたが、すぐに破談になったはずだよ」

「それに、わたくし達も夜会でリリーとシルヴェスター様のお姿を何度となく拝見しましたけれど、シルヴェスター様ってどう見ても、リリーに……」

「だよね。リリーも彼に心を許している様子だったし。だから私達も、安心していたんだが……」

　叔母と叔父は、揃って訝しげな表情を浮かべる。

　リリーだって信じたい。誠実で優しいあの人が、妻を裏切るような真似をするわけがないと。

　でも現実に、リリーはキスをする二人の姿を目撃したのだ。

「リリー。あなた、シルヴェスター様に聞いてみたの？」

　叔母に問われ、リリーはふるふると首を横に振る。

「……何度も、シルヴェスター様のお気持ちを確かめなくてはと思いました」

　拳をぎゅっと握り、リリーは呟く。

「でも、怖くって……っ」

　叔父夫婦に話しているうち、胸に込み上げてくるものがあって、リリーは言葉を詰まらせる。彼女の青い瞳には、いつの間にか涙が滲んでいた。

「真実を知るのが怖くって、私、ずっと逃げていたんです」

「リリー……」

　叔母は席を立ち、リリーの座る長椅子に腰かけて、姪をそっと抱き締めた。

「あなた、シルヴェスター様のことを愛しているのね」

「……っ、はい……。ごめんなさい……」

「まあ、お馬鹿さんね。謝るようなことじゃないわよ。好きでもない人と夫婦でいるより、ずっと幸せなことだわ。でも、そうね……。そのせいで、あなたは今とても辛いのね」

「叔母様……」

「あなたがシルヴェスター様のことをなんとも思っていないのであれば、妻を不安にさせるような男とはとっとと別れて帰ってきなさい！　と言うところなんだけど」

「そうだね。ああ、父とラングフォード侯爵家が交わした契約のことも気にしなくていいよ。リリーが本当にシルヴェスター殿と別れたいなら、私達が必ず力になろう。ただしそれは、事の真偽を確かめてからでも遅くない。少し時間をもらえるかな？」

「叔父様……」

　彼はリリーに、しばらくエヴァレット伯爵邸に滞在するようにと言う。

　今はまだシルヴェスターと顔を合わせるのも辛いだろうし、幸いにして、祖父はしばらく帰ってこないから……と。

「そうね、それがいいわ。シリルも喜ぶでしょう」

「……はい」

　リリーは逡巡の末、叔父夫婦の言葉に甘えることにした。

　叔父の言う通り、今はまだシルヴェスターと一緒にいるのも気まずいし、彼とは一度距離を置いて、気持ちを落ち着けたかった。

　ラングフォード侯爵家とシルヴェスターには、叔父が連絡をしてくれるという。

　また、牧場の買い手に家を取り壊す日取りを確認し、クリント村行きの馬車を手配するとも言ってくれた。

　これでなくなってしまう前にもう一度、両親と暮らした家に帰ることができる。

　リリーはほっと胸を撫で下ろした。

　それに、ずっと一人で抱え込んでいた悩みを打ち明けられたからだろうか。少しだけ、心が軽くなった気がした。
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　その後、リリーは久しぶりに叔父夫婦との会話を楽しみ、シリルが帰宅してからは、彼の部屋で一緒に昆虫図鑑を眺め……と、穏やかな時間を過ごした。

　叔母の予想通り、シリルはリリーが帰ってきたことに大喜びで、ぴったりとくっついて離れない。しばらく会えずにいたから、寂しかったのだろう。

「それでね、リリー姉様、こっちの蝶は、遠い南国にしか生息していないのですって」

「まあ、そうなの。とても綺麗な翅をしているのね」

「リリー姉様は、この蝶好きですか？」

「ええ」

「なら、ぼく、いつか南国へ行ってこの蝶を捕まえます！　そうしたら、リリー姉様にプレゼントしますね」

「ありがとう、シリル。とても楽しみだわ」

　シリルは久しぶりに大好きな従姉を独占できて嬉しいとばかり、ニコニコ顔でお気に入りの昆虫のページをリリーに見せる。

　そして次は……と別の昆虫図鑑を手にした時、にわかに屋敷の外が騒がしくなった。

「……？　どうしたのかしら？」

「どうしたんでしょう？」

　リリーとシリルは、外の様子を窺おうと窓辺に近寄った。

　シリルの部屋は、かつてリリーが使っていた私室の隣にあり、屋敷の表側に面している。

　窓越しに外を窺うと、見事な体躯の漆黒の馬に乗った軍服姿の男性が敷地内に侵入しており、それを咎める屋敷の守衛と何やら言い合いになっていた。

　さらに遅れてもう一人、栗毛の馬に騎乗する軍人が駆け込んでくる。

（あれは……）

「シルヴェスター様と、ロビン様……？」

　間違いない。漆黒の馬に乗っているのはシルヴェスターで、栗毛の馬上から「お待ちください、閣下！」と声を張り上げているのは副官のロビンだ。

　シルヴェスターは鞍から降りると、ロビンや守衛の制止を無視し、玄関に向かって駆けていく。

　そこで応対に出た使用人と何かしらの問答をしているようだが、その言葉までははっきりわからなかった。

「今の……リリー姉様の旦那様……ですよね？」

「え、ええ」

「もしかして、リリー姉様を迎えにきちゃったんですか？」

　リリー姉様は今日、ぼくの部屋でお泊まりする約束なのに……と、シリルは不満げに頬を膨らませる。

　けれどリリーは、なんと答えていいかわからなかった。

　まさか彼がこうして伯爵邸に駆け込んでくるとは思いもしなかったのだ。

　しかも、尋常ではない様子で。

（私が言いつけを破って外出したから、怒っておられるのかしら……）

　するとコンコンコンとノックの音が響いて、叔母が姿を現した。

　彼女は苦笑を浮かべ、言う。

「その様子ならもう知っていると思うけれど、シルヴェスター様がリリーに会いにきたわ」

「どうして、シルヴェスター様が……」

「ふふっ。ジョージがね、『リリーは君の言動に深く傷つき、泣いている。君のような男に可愛い姪を任せておけない。しばらくラングフォード侯爵家には帰さないし、離縁させることも考えている』って手紙を送ったの」

「えっ……！　叔父様がそんな手紙を……？」

（確かに、叔父様達に悩みを打ち明けているうちに涙ぐんでしまったけれど、〝深く傷つき、泣いている〟だなんて、そんな大げさな……）

「ええ。きっと、それを見るなり慌てて司令部を出たんでしょうね。血相を変えて飛び込んできて、『リリーを返してください！』ですって」

「ええ……？　あの、シルヴェスター様は私にお怒りなのでは……」

「そんな感じではなかったわよ？　蒼褪めた顔で、『リリーを傷つけて申し訳なかった』って、私とジョージに謝ったの。それから、『もう二度と傷つけるような真似はしない。だから、リリーと話をさせてほしい』って。ねえ、やっぱりあなた達の間には何か誤解があるんじゃないかしら。きちんと話をした方がいいと思うわよ」

「叔母様……」

「リリーだって、伝聞じゃなく、シルヴェスター様の口からちゃんと彼の気持ちを聞いた方が納得できるでしょう？」

「……はい」

　確かに、叔母の言う通りかもしれない。

　こうなったからには、真実を知るのが怖いなどと臆している場合ではない。

　頷き、シルヴェスターときちんと向き合おうと心を決めたリリーは、叔母に促され、シルヴェスターが待たされているという応接間に向かった。

　彼と初めて対面した部屋で、シルヴェスターは叔父と向かい合って座っていた。

　リリーが姿を現すなり、彼はばっと立ち上がる。

「……リリー……」

「旦那様……」

「私達はしばらく席を外しているから、二人で話しなさい。ああ、閣下。くれぐれもリリーを泣かせないでくださいね」

　叔父はそう言って、妻と共に応接室から出ていった。

　残されたリリーとシルヴェスターは、しばし気まずげに見つめ合う。

「…………」

　しかし、いつまでも入り口近くに突っ立っているわけにはいかないだろう。

　リリーは改めて彼と話す覚悟を決めると、シルヴェスターの傍へ歩み寄った。

「言いつけを破って屋敷を出てしまい、申し訳ありませんでした」

　そう言って、リリーは深々と頭を下げる。

　するとシルヴェスターは慌てた様子で、「いや、俺こそ……」と口を開いた。

「君を縛り付けるような真似をして、申し訳なかった」

　それから彼は長椅子に座るようリリーを促し、自身もその対面に腰かける。

「……すまない」

　彼は苦渋に満ちた顔で、低く唸るように呟いた。

「このところの俺の態度は、けっして褒められたものではなかった。理由も告げず、リリーの友人関係に口を出し……。あまつさえ、故郷に帰りたいという君の願いを聞き入れなかった」

「旦那様……」

「今さらと思われるかもしれないが、俺の話を聞いてほしい」

「……わかりました」

　リリーが頷くと、シルヴェスターはほっと安堵の表情を浮かべる。

「ありがとう。……君の叔父上からの手紙で知ったのだが、リリーは俺がパトリシア嬢に心を寄せているのではと思っているそうだな」

「……っ、はい」

（今ここで、「それは真実だ」と言われるのかしら……）

　悪い想像が頭を過り、リリーの心が不安に曇る。

　ところが続けざまに放たれた言葉は、彼女の予想とはまったく違っていた。

「ありえない。俺はパトリシア嬢を愛してなどいないし、相思相愛の仲であったことなど一度もない」

「えっ……。で、でもグレース様やダイアナ様が、お二人は仲睦まじい婚約者同士だったと……。パトリシア様のお父様に反対されて、泣く泣く別れたのではないのですか？」

「なんだそれは。ひどい作り話だな」

（作り話!?）

「そんな……。ですがお二人は、とてもうそをついているようには……」

　グレースとダイアナは、心からパトリシアのことを案じている様子だった。

　あれが演技だったとは思えない。

「あるいはその二人も、うそを吹き込まれていいように使われたのかもしれないな。……ああ、だからあの二人なのか」

「どういうことですか？」

「重ねて言うが、俺はパトリシア嬢と恋愛関係になったことはない。確かに彼女は一時、俺の婚約者候補に名前が挙がっていたが、パトリシア嬢との縁談話はあちらから断られてすぐ立ち消えた。その証拠に、俺は社交界で一度も彼女をエスコートしたことがない。仲睦まじい婚約者同士だったというなら、共に参加する姿を他の貴族達も見ているはずだ」

「あ……」

（そういえば叔父様も叔母様も、お二人が相思相愛だなんて話、聞いたこともないって仰っていたわ……）

「あれは四年ほど前のことだから、当時まだ社交界デビューしていないグレース嬢やダイアナ嬢は事情を知らず、ありもしない話を鵜呑みにしてしまったんだろう」

「で、では、ケインズ伯爵邸のバルコニーでパトリシア様と抱き合い、キスをしていたのは？」

「はあっ!?　なんだそれは……！」

「私、確かに見たのです。お二人の姿を」

　シルヴェスターがパトリシアを愛していない、相思相愛だったことなどないと言うなら、あの夜の逢瀬はいったいどういうことなのだ。

「いや、俺はパトリシア嬢と密会などしていないし、そもそもバルコニーにも近寄っていないぞ。あの晩は……」

　彼が言うには、ケインズ伯爵家の夜会の折、ダイアナに乞われてリリーを夜食室へ送り出したあと、シルヴェスターは友人達と談笑していたらしい。

　するとそこへケインズ伯爵の使いが近づいてきて、主人が内密に相談したいことがあるからと、別室に連れていかれたのだそうだ。

「しかし、どんなに待っても伯爵は来なかった。そのうちまた使いの男が現れて、伯爵は客人の応対をするのに忙しく、ここに来られないと詫びてきた。そしてホールに戻ったら、リリーが体調を崩して先に帰ったと聞き、俺も屋敷に戻ったんだ」

「そんな……」

「リリーはどうしてあの晩、バルコニーに行ったんだ？」

「それは……。旦那様を捜していたら、給仕の男性が声をかけてきて……」

「向こうから話しかけてきたのか？」

「はい……」

「なるほど。ところでリリーは、パトリシア嬢に口付けをしていた男の顔をはっきり見たのか？」

「い、いえ。私のいたところからは、後ろ姿しか窺えず……」

　背格好と髪型、そしてパトリシアが「シルヴェスター様」と呼びかけていたことから、リリーはあの男性をシルヴェスターだと思い込んだ。

「……私は、謀られていたのですね」

　ここまで話を聞けば、リリーにも察しがつく。

　自分は給仕の男に誘導され、パトリシアとシルヴェスターを装った人物の逢瀬を目撃させられたのだ。

　シルヴェスターを別室に引き離したのも、おそらく彼女が仕込んだことだろう。

「パトリシア様、どうして……」

　あの優しいパトリシア様が、まさかそんなことを画策していたなんて……と、リリーは信じられない気持ちでいっぱいだった。

「リリーは、彼女の親切面に騙されていたんだ。パトリシア嬢は君が思っているような善人ではない」

「……だから旦那様は、パトリシア様と関わるなと仰っていたのですか？」

「ああ。俺は彼女のことを警戒していた。……俺には女性を苛んで悦ぶ趣味があるとか、男色家であるとか、根も葉もない噂が付きまとっていただろう？　実は、あれを流したのはパトリシア嬢なんだ」

「えっ……！」

　驚くリリーに、彼は自分が知る限りのことを話してくれた。

　今から四年前、パトリシアとの縁談話が持ち上がってすぐ、シルヴェスターにまつわるおかしな風評が広まっていった。

　当の本人はあまり気にしていなかったが、副官のロビンがいたく腹を立て、噂のもとを突き止めてやると調査に乗り出したらしい。

　そこで浮かび上がったのが、当時社交界デビューをしたてですでに社交界の華と評判だった侯爵令嬢のパトリシアだ。

　ロビンは噂の出所を探っていくうち、パトリシアに仕えるメイドと知り合う。

　そのメイドによると、パトリシアは慈愛に満ちた心優しい令嬢を演じて周囲を魅了しているものの、その陰では使用人達を相手にわがまま放題、傲慢な振る舞いを続けていたのだそうだ。

　件のメイドがロビンに事情を打ち明けたのも、そんなパトリシアにひどい扱いを受けていたからなのだとか。

　メイド曰く、シルヴェスターの婚約者候補に自分の名前が挙がった際、パトリシアは「あんな不愛想な男と結婚したくない！」と嫌がったらしい。

　しかし相手は隣国との戦争に終止符を打ち、最年少で将軍に任ぜられた英雄である。

　そんな彼との縁談を一方的に断ったのでは、社交界の華と謳われる自分の評判に傷がついてしまうかもしれない。

　そう考えた彼女は自分に非はないと世間に思わせるため、シルヴェスターの風評――彼には女性を苛んで悦ぶ趣味があるとか、男色家であるという根も葉もない噂を流してから、この縁談を断りたいと父親に申し出た。

　その目論見は成功し、パトリシアはあやうく〝首狩り将軍〟と結婚させられるところだった被害者として、同情を集めたという。

（そんな……）

　まさか、シルヴェスターの悪評を広めたのがパトリシアだったとは……

　自分の保身のためにそこまでするかとリリーは驚き、呆れた。

「ロビンは、事を明らかにして噂を撤回させるべきだと言ったが、俺は捨て置くことにした。噂なんてどうでもよかったし、それを真に受けて俺を避ける人間とは、どうせ上手くいかない。いい試金石代わりになった」

　しかし……と、シルヴェスターは眉間に皺を寄せて話を続ける。

「君がパトリシア嬢と知り合った夜会で、数年ぶりに彼女と言葉を交わした時、自分が悪評を流した相手にも笑顔で媚を売るパトリシア嬢の姿を見て、怖気が走った。と同時に、何か嫌な予感がしたんだ。彼女の中で、俺との縁談はすっかり過去のものになっているはずだった。実際、これまでは社交の場で顔を合わせることはあっても、パトリシア嬢は俺に近づかなかった。にもかかわらず、どうして今になってリリーや俺に接近してきたのか」

　パトリシアがまたろくでもない真似をするのではないかと警戒したシルヴェスターは、密かに彼女の身の回りを調べ、パトリシアの真意を確かめることにしたらしい。

　その一方でリリーに彼女とは関わるなと伝えたものの、あの時点ではただ何となく嫌な予感がするというだけで、確たる証拠のある話ではなし、またパトリシアの思惑もわからなかった。だから、リリーに理由を問われても答えられなかったのだそうだ。

「では、お仕事だと偽って家を空けておられたのも……？」

「気づいていたのか……。すまなかった。リリーの言う通り、パトリシア嬢のことを調べていたんだ」

「正直に話してくださればよかったのに」

　たとえ証拠のない話でも、シルヴェスターの言葉なら信じられただろう。

（……いいえ。そもそもパトリシア様に関わるなと言われた時、素直に従うべきだったのだわ。それを、理由を教えてくれないからとシルヴェスター様の言葉に背いて……）

　知らなかったとはいえ、シルヴェスターの評判を貶めた人物を令嬢の鑑と憧れ、慕っていたなんて。

　挙げ句パトリシアにいいように踊らされ、彼が不義密通をしているのではと疑ってしまったとは。

「すまなかった、リリー」

「私も、本当に申し訳ありませんでした。……あの、それでパトリシア様のこと、何かわかったのですか？　そもそも、どうしてパトリシア様はこんな真似をなさったのでしょう？」

　彼女が自分とシルヴェスターの仲に亀裂を入れ、別れさせようと画策したことは間違いないと思う。しかし、その理由がわからない。

「ああ。時間がかかってしまったが、四年前に話を聞かせてくれたメイドともう一度接触することができた。パトリシア嬢が今になって俺達に手を出してきた理由もわかっている」

　件のメイド曰く、シルヴェスターとの縁談を断ったあと、パトリシアのもとには結婚の申し出が多く寄せられたが、誰も彼も彼女のお眼鏡には適わなかったらしい。

　そうして選り好みを続けているうちに数年が経ち、結婚適齢期も半ばを過ぎて、パトリシアは焦り始めた。

　同じ年の令嬢達はほとんど結婚し、中には子を持ち親になった者もいる。

　かつては大勢いた取り巻きも、年々減ってきていた。自分が社交界の華として君臨できるのも、あとわずかだろう。

　しかし、ここまできて妥協はしたくない。

　そんな時、彼女はとある夜会でリリーをエスコートするシルヴェスターを見かけた。

　そして他の令嬢達と同じく、逃した魚は大きかったと悟ったのだ。

　彼女はシルヴェスターが欲しくてたまらなくなった。それに、平民の血を引くリリーより、自分の方が断然彼に相応しいとも思った。

「そんな勝手な理由で……」

「ああ。そしてパトリシア嬢は親切な顔をしてリリーに近づき、自分と俺の関係をそれとなく匂わせた。さらには年若く、俺との縁談を断った当時の事情に疎い令嬢達に都合の良い作り話を吹き込んで信じさせ、リリーに離縁を勧めるよう誘導したんだ」

（パトリシア様……）

　さらに追い打ちをかけるように、バルコニーで自分とシルヴェスターのフリをさせた男が口付けを交わしている姿を見せつけ、二人が今も恋仲であると信じ込ませようとした。

　思い悩んだリリーがシルヴェスターと別れるならそれでよし。独り身になった彼を、自分が誘惑する。

　けれど、パトリシアは知らなかった。

　シルヴェスターがとうの昔に、ありもしない噂を流したのが彼女だと気づいていることを。

　そしてパトリシアには自信があった。

　シルヴェスターを魅了して自分のものにする自信が。

　しかも彼女は、もしリリーが離縁しなかった場合に備えてもう一つの策略を練っていた。

　リリーには故郷に残した恋人がいて、今も密かに連絡を取り合っているという根も葉もない噂を流し、その恋人と駆け落ちをしたと見せかけてリリーを攫い、亡き者にする計画だ。

「そんな……」

　彼を得るためにそこまでするのかと、リリーは絶句した。

　自分に直接嫌味を吐いてくる令嬢達の方が、よほどまともに思える。

「その話をメイドが知り、俺に知らせてくれたのがちょうど昨日のことで……。事が収まるまで、安全のためにリリーを屋敷内に留めておきたかった。身勝手なパトリシア嬢への怒りや、彼女に雇われた破落戸ごろつき達を早く見つけて計画を阻止せねばという焦りで、余裕がなかった。そんな時に故郷へ帰りたいと言われ、つい物言いがきつく……というのは、ただの言い訳だな。本当にすまなかった」

（シルヴェスター様……）

「もしや、昨夜屋敷を出てからもずっとパトリシア様の件で動いておられたのですか？」

「……ああ。一刻も早くリリーの身の安全を確保して、君に事情を説明しようと思って。そんな折、司令部に君の叔父上から手紙が届いて……。俺は、自分が間違っていることに気づいた。第一に考えるべきは、リリー。君の気持ちだったというのに……」

　リリーを失ってしまうかもしれないと思うとたまらず、急ぎ伯爵邸に駆けつけたのだと、シルヴェスターは言う。

「……では、本当に旦那様はパトリシア様のことを愛しているわけではないのですね？」

「それは絶対にない。俺が愛しているのはリリーだけだ」

「え……っ！」

（シルヴェスター様が、私を……？）

　リリーは驚きに目を瞠る。

　妻として、大切にされているとは感じていた。

　けれど、恋愛感情を抱いているのは自分だけだと思っていたのだ。

「初めて君と会った日、部屋の窓からこちらを窺うリリーを見て、なんて可愛い人だろうと思った。その、妖精の類かと」

「ええっ！」

　あんな一瞬で？　と、リリーはさらに驚く。

（そんな最初から？　し、しかも、妖精って……）

「この部屋で改めて対面した時も、こんな可愛い人が俺の妻にと思うと信じられなくて、ついじっと見つめてしまった。そのせいで、君を怯えさせていたよな。悪いことをした」

「い、いえ……」

「……リリーが俺との結婚を受け入れてくれた時、本当に嬉しかったんだ。先代伯爵に命じられて仕方なく俺と結婚したのはわかっていた。君のためを思うなら、やはり俺から断るべきだったのだろう。でも、手放せなかった。俺の申し出を受け入れてくれたリリーの言葉に甘えて、君を妻にした」

「旦那様……」

「それでもリリーは、俺みたいな愛想のない男にも笑顔を見せてくれて……。君に心を開いてもらえた気がして嬉しかった。そして、ますますリリーに心惹かれていったんだ」

　そして彼は、リリーを想えば想うほど、失うことが怖くなっていったのだと語った。

　だから彼女の身の安全を第一に考えるあまり、事情の説明を後回しにしてしまったのだと。

「パトリシア嬢のことも、俺の気持ちも。最初からちゃんと伝えていれば、いたずらに悩ませることもなかったろう。本当にすまなかった」

　そう言って、シルヴェスターが深々と頭を下げる。

　リリーは慌てて「頭を上げてください！」と言った。

　確かに、彼が初めからちゃんと事情を明かしてくれていれば、ここまでこじれることはなかったろう。シルヴェスターの話を聞いている最中、何度「どうして言ってくれなかったの！」と思ったかわからない。

　けれど、彼のことを信じきれず、パトリシアのうそに惑わされて、真実を確かめる勇気を持てなかった自分にも非はある。

「私こそ、申し訳ありませんでした。事情を聞く機会はいくらでもあったはずなのに、私は逃げてばかりいました。……私、万が一にも旦那様に別れを告げられるのが怖かったんです」

　だって……と、彼女は意を決してシルヴェスターに告げる。

　彼が自分の想いを口にしてくれたように、自分も言葉にして伝えなければと思ったのだ。

「私も、シルヴェスター様のことを愛しているから」

「なっ！」

　リリーの告白に、シルヴェスターはぎょっと驚いた顔を見せる。

（そこまでびっくりするようなことかしら……？）

　でも、私だってさっき似たような反応をしてしまったのだから、これでおあいこなのかもしれないと、リリーは苦笑する。

　リリーとシルヴェスターは、お互いに愛情を抱いていた。

　しかし二人とも相手に愛されている自信がなく、リリーは彼の心を知ることを恐れて、シルヴェスターと向き合うことから逃げた。

　もっと早く腹を割って話をしていたら、パトリシアのうそに振り回されることもなかったろう。

「……初めて会った時は、旦那様のことを怖い人だと思って、正直、怯えもしました。でも結婚して、あなたの優しさを知って、心惹かれていったんです」

　だからこそ、彼が本当はパトリシアを想っているのかもしれないと思うと悲しかった。

　もしシルヴェスターがパトリシアを愛しているなら自分から身を引いた方がいいのだろうかとも考えて、でも彼を愛しているからこそ別れたくなくて、ぐるぐると悩んで。シルヴェスターや屋敷の使用人達に心配をかけ、叔父夫婦にも迷惑をかけてしまった。

　そう自分の想いを口にしたリリーは、「本当にごめんなさい」と彼に謝る。

「こんな私では、やっぱりあなたの妻には相応しくないのかもしれません。けれど、それでも私は、これからもシルヴェスター様の傍にいたい」

「リリー……」

「私のわがままを、許してくださいますか……？」

「わがままなんかじゃない。それは、俺の願いでもある」

「シルヴェスター様……」

　彼はリリーの前に跪くと、彼女の手をとって、その掌に口付けた。

　掌にするキスは、懇願のキス。

　ついでシルヴェスターは、リリーの手首に口付けて囁く。

「愛している、俺の可愛いリリー」

　妻として、これからもずっと傍にいてほしいと、彼は願った。

「はい……っ」

　心を寄せる相手に愛され、求められる喜びに胸打たれながら、リリーは頷く。

　そしてその晩、二人が仲直りできてよかったと喜ぶ叔父夫婦と、リリーをとられて不満げなシリルに見送られてラングフォード侯爵邸に戻った二人は、思う存分お互いの気持ちを確かめ合い、愛し合ったのだった。
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　シルヴェスターとの間に生まれた誤解が解けてから、約一週間後の夜。

　リリーは夫の副官であるロビンと共に、エヴァレット伯爵家の庭に潜んでいた。

　何故こんなことをしているのかというと、シルヴェスターが「パトリシア嬢に意趣返しをする」と言い出したからである。

　パトリシアがシルヴェスターとリリーにやったこと――悪い噂を流すのも、自分と彼が相思相愛であると騙るのも、褒められた行いではないが、法に触れているわけではない。

　一方、リリーを害する計画は紛れもない犯罪行為であるものの、それはシルヴェスターによって未然に防がれた。彼はパトリシアが雇った破落戸達の所在を突き止め、リリーに手を出したら容赦しないと脅し……いや、警告したのだ。

　だが罪に問えないからといって、放置していてはまたどんな手を使ってくるかわからない。

　そこでシルヴェスターは、パトリシアに釘をさす意図も込めてある報復を考えたらしい。

　その一環で、リリーは今護衛役としてつけられたロビンと共に身を潜めているのだった。

（いったい、何をするのかしら……）

　計画の全容を、リリーは知らされていない。

　ただここに隠れて、これから起こることを見ているようにとだけ言われているのだ。

　最低限の灯が点され、リリーとロビンの他に人気がない静かな中庭とは対照的に、庭に面した伯爵邸の大広間からは楽団の奏でる音楽や楽しげな人々の話し声が漏れ聞こえてくる。

　今宵、エヴァレット伯爵邸では夜会が開かれていた。

　リリーはまだ静養していることになっているため欠席となっているが、主催者である叔父夫婦はもちろん彼女がこの庭にいることを知っている。二人もシルヴェスターの計画の協力者なのだ。

　一方、シルヴェスターはパートナー不在のまま、一人で夜会に参加している。

　そしてパトリシアも招待客の一人として伯爵邸に来ていた。彼女は婚約者がいないので、エスコート役は父親のオルコック侯爵が務めているらしい。

「……そろそろ始まりますよ、奥様」

　リリーと共に生け垣の陰に隠れているロビンがそう囁き、前方のテラスに視線を向けた。

　大広間と中庭を結ぶ、石造りの広いテラス。ここがシルヴェスターの指定した、パトリシアへの報復劇の舞台だ。

「……ええ」

　こくりと頷き、リリーもテラスを注視する。

（来たわ……）

　ほどなく、パトリシアをエスコートしたシルヴェスターが大広間からテラスへと移ってきた。

　テラスの手すりに飾られたランプの灯で、二人の姿はよく見える。

　その反面、リリー達の隠れている生け垣の辺りは暗がりになっていて、よっぽど目を凝らしでもしない限り、パトリシアが気づくことはないだろう。そこは事前に確認済だ。

「シルヴェスター様にエスコートしていただけるなんて、光栄ですわ。先ほどのダンスも、とても楽しくて……。わたくし、夢見心地でした」

「こちらこそ、社交界の華と謳われるパトリシア嬢をひと時でも独占することができて、光栄ですよ」

「まあ、シルヴェスター様ったら」

　くすくすと、楽しげなパトリシアの声が聞こえてくる。

　そんな彼女を紳士的にエスコートしているシルヴェスターの態度は柔らかく、パトリシアに対して好意的にしか見えなくて、あれが演技だとわかっていてもリリーの胸はもやっとした。

「……ところで、リリー様のお加減は？　今宵もいらっしゃらないようでしたけれど」

「心配してくださっているのですね」

「もちろんですわ。だって、わたくし達はお友達ですもの。……あ、でも、シルヴェスター様はわたくしがリリー様と親しくすることに反対されておられるのですってね。わたくし、てっきりシルヴェスター様に嫌われているものと思っていましたの。ですから、今宵はお誘いいただいて驚きましたわ」

「……申し訳ありませんでした。リリーはあの通り、貴族社会に不慣れな田舎者故、あなたの友人には相応しくない、迷惑をかけては申し訳ないと思い、反対していたのですよ」

「まあ、そうでしたのね」

　シルヴェスターの言葉に、パトリシアはあっさり納得したようだった。

「……奥様、閣下のお言葉は本心ではなくパトリシア嬢を欺くための虚言ですので、お気になさらず」

「……大丈夫。わかっているわ」

　ロビンとリリーが小声でそんなやりとりをする間にも、シルヴェスターとパトリシアの会話は進んでいく。

「――リリーにはやはり、侯爵夫人の地位は荷が重かったようで。これ以上水が合わない暮らしをさせるのも哀れですし、離縁して、田舎に帰してやろうと考えているのです」

「それは……寂しくなりますわね」

　悲しげに目を伏せる彼女は、とてもリリーを騙そうとした人間には見えなかった。

（パトリシア様……）

　彼女がシルヴェスターの悪評を流し、リリーと彼の仲を引き裂こうとしたというのは、何かの間違いだったのではないだろうか。

　リリーはそんな考えに囚われ、罪悪感を覚える。

　しかし、ロビンに「奥様、よく見てください」と言われてもう一度パトリシアを注視したところ――

（え……）

　シルヴェスターから顔を背け、やや俯きがちになっている彼女の唇がにんまりと弧を描いているのを、リリーははっきり見てしまった。

「……奥様がいなくなるのが嬉しくてたまらないって顔、してますね」

「……ええ」

　友人が夫に離縁され、田舎に帰されるのを悲しんでいるとはとても思えない。

　そんな喜色のにじみ出た笑顔から一転、パトリシアはまた寂しげな表情を浮かべ、シルヴェスターに言った。

「せっかくお友達になれましたのに……。けれど、仕方ありませんわね。実は、わたくしもリリー様から相談を受けていたのです。こちらでの暮らしが辛い、故郷に帰りたいと……」

「……ねえロビン様、私、そんなこと一言も言った覚えはないわ」

「……大丈夫です。俺も閣下もわかっていますよ」

　まさかリリーが近くに潜んで聞き耳を立てているとも知らず、パトリシアは嘘八百を並べ立てる。

　曰く、本当はシルヴェスターのことを恐れ、嫌々結婚生活を送っているようだった、とか。実はリリーには結婚前に泣く泣く別れた恋人がいて、その男のもとに戻りたがっていた……など。

　よくもまああれだけ大ぼらを吹けるものだなと、リリーは逆に感心してしまう。

「――ですから、離縁されるのは不名誉なことですけれど、リリー様にとってはその方がお幸せでしょう。友として、リリー様の今後の幸福を祈るばかりですわ」

「パトリシア嬢は優しいのですね」

「まあ、優しいだなんて……」

　シルヴェスターの言葉に、パトリシアははにかみを見せる。

　その仕草は可憐で大変愛らしいのだが、彼女の本性を見せつけられたばかりのリリーにとっては、うすら寒く感じられるばかりだった。

「……なんだか、背中がぞわぞわしてきたわ」

「……同感です」

　一度裏の顔を知ってしまうと、とたんに彼女の言動のすべてがうさんくさく思えてならない。

　そもそも、パトリシアが本当に心優しい人物で、かつリリーに友情を感じているのなら、先ほどのシルヴェスターの言――リリーが貴族社会に不慣れな田舎者で、パトリシアの友人に相応しくないという発言を否定していたはずだ。

　相談された内容だって、ぺらぺら話したりはしないだろう。

（振り返ってみると、元婚約者とはいえ友人の夫から贈られたアクセサリーをその友人の前で身につけるのかとか、おかしな点はいくらでもあったのよね）

　シルヴェスターはパトリシアに贈り物をしたことなどないそうなので、あれは彼女がリリーを揺さぶるために自ら用意した品なのだろう。

（……でも、私は彼女のうそにまんまと騙されてしまった）

　リリーは改めて、自分のうかつさを猛省する。

　そんな彼女の目の前で、シルヴェスターはパトリシアの手をとり、熱い眼差しを向けた。

「いいえ、あなたはとても優しい人だ。……次に妻を迎えるなら、あなたのような女性がいいな」

「シルヴェスター様……」

（むっ……）

　嫉妬の念がむくりと鎌首をもたげかけるのを、リリーは「あれは演技、あれは演技」と言い聞かせて鎮める。

「結婚相手は女主人として、私の伴侶として、安心して侯爵家を任せられる女性でなくてはならないと、リリーとの結婚で身に沁みたのです。……といっても、一年も持たずに妻と離縁した私のもとに嫁ぎたいと考える女性がいるかどうか……」

　また縁談を断られ続けるのではないかと、彼は不安を吐露する。

「まあ、そんな、心配いりませんわ。シルヴェスター様の妻になりたいと考えている女性は、たくさんいますもの。私だって……」

　パトリシアは思わせぶりに言葉を切り、上目遣いにシルヴェスターを見つめた。

　彼女の本性を知らない男ならころっと騙されるのではないかと思うほど、魅力的な仕草である。

「パトリシア嬢も、俺を好いてくださっていると？」

　シルヴェスターはそう、微笑を浮かべて彼女に問いかける。

「……はい。わたくし、実はずっと昔からシルヴェスター様に憧れておりましたの。お友達の旦那様にこんな想いを抱くなんていけないわと、抑えておりましたけれど……」

「憧れ……ね」

　その瞬間、シルヴェスターの雰囲気が一変した。

「俺達は、あなたの父上の反対によって引き離された、相思相愛の恋人同士だったのではないのですか？」

「え……っ」

「あなたはそう、涙ながらに語っていたそうではないですか。そしてリリーにもそのうそを信じ込ませ、俺と別れるように仕向けた」

「なっ、なんのことですの？　わたくし、知りませんわ。どなたかと勘違いしているのではなくって？」

　パトリシアはわずかに動揺を見せるも、すぐに知らぬ存ぜぬを通した。

　ところがそこへ、第三者の声が割り込んでくる。

「うそです！　わたくし達、パトリシア様の口からはっきりそう聞かされましたわ！　だから、リリー様にお願いしたのに……っ」

「わたくし達を騙して、利用していたというのは、本当のことだったのですね」

「グ、グレース！　ダイアナまで……！　どうしてここに……！」

　大広間とテラスを隔てる掃き出し窓のカーテン。その陰から現れてパトリシアを糾弾したのは、グレースとダイアナだ。

「わたくし達は確かに聞きました」

「パトリシア様とシルヴェスター様は、想い合っていて――」

　二人は改めて、パトリシアから吹き込まれていた話を語る。

　そして、ほら話を信じてリリーに離縁を迫ったことも告白した。

「し、知らない！　わたくしは知らないわ！　この子達はわたくしを陥れようと、うそをついているのよ！」

　パトリシアは柳眉を逆立て、自分は関係ないとわめく。

　しかしその取り乱しようは、悪事を暴かれて狼狽えているようにしか見えなかった。

「お前は他にも、俺に似た男を用意して、抱き合い、口付けを交わす姿をリリーに見せたな」

「知らないったら！」

「さらにはリリーに恋人がいるという噂を流し、駆け落ちに見せかけて攫い、亡き者にしようとした」

「……っ！　ど、どうして……」

「そこまで知っているのかと？　先日、侯爵家を辞したメイドがいただろう。彼女から聞いたんだよ」

　パトリシアの策略を証言してくれたメイドは今、シルヴェスターの保護下にいる。

　あのまま侯爵家で働いていたら、主の悪事を告発した者としてどんな仕打ちを受けるかわからない。

　そこで、もともと辞職を考えていた彼女に次の職場を斡旋し、また事が落ち着くまでその身を保護することを申し出たのだった。

「ヘザー……！　せっかく目をかけてやっていたというのに、このわたくしを裏切るなんて……！」

　メイドに裏切られたのがよほど業腹だったのか、パトリシアは手にしていた扇子をギリギリと握り、苛立ちを露わにする。

「目をかけて……ね。話を聞く限り、メイド苛めといった有様だったようだが？」

「人聞きの悪いことを言わないでちょうだい！　出来の悪いメイドを躾けてあげただけよ」

　パトリシアはもはやシルヴェスター達の前で取り繕うことをやめたのか、フンっと鼻を鳴らす。

「それで？　わたくしをどうなさるおつもり？　まさか、使用人やそこの小娘達の証言だけで、侯爵令嬢たるわたくしを糾弾できるとでも思っていらっしゃるの？」

（パトリシア様……）

　彼女はわかっているのだ。自分のやってきたことが、法で裁かれるほどのものではないことを。

　これでもしリリーが攫われ、殺されていたのならさすがに罪に問われるが、今のところ実害は被っていない。まして証拠となるのは関係者の証言のみで、物証もない。

「もちろん、承知している。だが、俺の目的はお前を牢獄にぶち込むことではない。できるならそうしてやりたいと思ってはいるがな」

（シルヴェスター様……）

「お前の醜悪な本性を暴き、知らしめることができたんだ。ひとまずはこれで収めてやるさ」

「何を言って……、ま、まさか！」

　はっと気づいたパトリシアが、グレースとダイアナの背後に目を向ける。

　いつの間にか、音楽は止んでいた。

　そしてタイミング良く大広間とテラスを隔てていたカーテンが開き、人の群れが姿を現す。

　カーテンの陰に隠れていたのは、グレース達だけではなかったのだ。

「……閣下とパトリシア嬢がテラスに移動したあと、あの場所に招待客達を集めるよう、奥様の叔父上にお願いしていたのですよ」

　そう、ロビンが教えてくれる。

「……では、今のやりとりを……」

「……ええ。招待客達のほとんどが耳にしたはずです」

　あのパトリシア嬢が……と、困惑や軽蔑、失笑。様々な表情を浮かべて彼女を見る人々の先頭には、パトリシアの父親であるオルコック侯爵の姿もあった。

「パトリシア……。なんと愚かな真似を……」

「お、お父様……っ」

　たとえ物証がなくとも、先ほどまでのやりとりを聞けば、誰だってパトリシアが策を巡らせ、リリーとシルヴェスターの仲を引き裂こうとしたこと、さらにはその命まで害そうとしたことが真実であると察せられる。

　そして、どうせ裁くことはできないだろうと開き直った、彼女の本性も。

　もう誰も、パトリシアのことを社交界の華とは呼ばないだろう。

　心優しく気品溢れる令嬢として社交界に君臨してきた彼女にとって、これ以上堪える罰はないのではないか。

「……パトリシア・オルコック」

　蒼褪め、わなわなと震えるパトリシアに、シルヴェスターが告げる。

「もしまたリリーに手を出してみろ。次はこんなぬるい報復では済まさない」

「ひっ、ひいっ……！」

　戦場で幾多の敵将を討った軍人の、抑えきれない殺気の籠もった声で脅されたパトリシアはひきつったような悲鳴を上げ、脱兎のごとくテラスから逃げ出した。

「パトリシア……！　……ラングフォード将軍。本当に、申し訳ないことをした。娘は今後、私が責任をもって監督いたします」

　オルコック侯爵は深々と頭を下げ、娘を追ってこの場を離れる。

　それを見送ってから、シルヴェスターは見物客達に一礼した。

「お集まりの皆様、この度は私事で見苦しい場面をお見せし、大変失礼いたしました。今宵の宴はまだ始まったばかりです。どうぞ、心ゆくまでお楽しみください」

　その言葉を合図に再び音楽が鳴り、テラス前に集まっていた招待客達が散り散りに戻っていく。

　彼らの頭の中は、馬脚を現したパトリシアのことでいっぱいだろう。

　招待客達の口から今日の一件が広まり、彼女の所業が社交界中で語られるようになるまで、そう日はかからないはずだ。

（さすがに、ちょっと気の毒なような気も……）

　リリーがかすかな同情を覚えていると、テラスに残っていたシルヴェスターから「リリー、ロビン。もう出てきていいぞ」と呼ばれる。

「あっ……」

「リリー様……」

「グレース様、ダイアナ様……」

　彼女達もまた大広間へは戻らず、シルヴェスターと共にテラスに残っていた。

　そちらへ歩み寄ると、二人は同時に頭を下げ、「ごめんなさい！」と謝ってくる。

「わたくし、パトリシア様の話を鵜呑みにして、リリー様にひどいことを……」

「わたくしも同じ。リリー様はパトリシア様の恋敵だと思い込んで、グレースを止めきれなかったわ。本当にごめんなさい……」

「いいのです」

　リリーも、完璧な淑女の皮を被ったパトリシアの偽りの優しさにまんまと欺かれていた。

　自分が二人の立場だったなら、同じことをしていたかもしれない。

（……そう。お二人もパトリシア様に騙され利用された被害者だわ）

　これでもしグレースとダイアナがパトリシアの同類で、悪意をもって自分に接していたのだとしたらもっとショックだったろうと、リリーは思う。

　けれど、二人はパトリシアとは違う。

　真摯に謝罪して、パトリシアへの意趣返しにも協力してくれた。

「……あの、もしよろしければ、なんですが……」

　リリーはおずおずと、二人に願い出る。

「これからも、私とお友達でいてくれませんか？」

「え……？」

「い、いいの？　わたくし達、あなたにひどいことをしたのに……」

「謝罪は十分に受けました。私は、お二人と今後も友好を深めていきたいのです」

　パトリシアとの友情は残念な形になってしまったけれど、グレースとダイアナとは改めて友人になりたいと、リリーは思ったのである。

「わ、わたくしこそ。あなたさえよろしければ、お友達でいたいわ」

「わたくしもよ、リリー様」

　グレースとダイアナは、リリーの申し出を快く受け入れてくれた。

「ありがとうございます、お二人とも」

「よかったな、リリー」

　喜ぶリリーに、シルヴェスターが微笑みかける。

　パトリシアを騙すために浮かべていたのとは違う、心からの笑顔で。

「はい」

　かくして、パトリシアの身勝手な策謀から始まった一連の騒動は、無事に終わりを迎えたのだった。
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　パトリシアとの一件が落着したあと、リリーはシルヴェスターと共に、故郷のクリント村を訪れていた。

　生まれ育った家が取り壊される前にせめて一目だけでも見たいというリリーの願いを、シルヴェスターが叶えてくれたのだ。

　さらに彼は自分もリリーの故郷を訪ねたい、ご両親の墓に挨拶に行きたいと、同行を申し出た。

　忙しいシルヴェスターが長期休暇をとるのはなかなか大変だったし、牧場の買い手にもしばし取り壊しを待ってもらうことになったが、愛する人と共に故郷の土を踏めたことを、リリーはとても嬉しく思う。

　シルヴェスターは、自然豊かで、けれど辺鄙な田舎の農村を、「のどかでいい場所だな」と言ってくれた。

　それから家族の思い出がたっぷり詰まった生家を訪れた時には、寂しさや切なさから涙を流すリリーに静かに寄り添い、共に別れを惜しんでくれた。

　そして今、二人は村のおんぼろ教会の裏手にある小さな墓地の、両親の墓の前にいる。

　墓石には、白詰草の花冠が二つ飾られていた。これはクリント村までの道中で群生地を見かけ、両親への土産にしようと摘んだ花で作ったものである。

　一つはリリーが。そしてもう一つはシルヴェスターが編んだ花冠だ。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。シルヴェスター・ラングフォードと申します」

　彼は両親の墓に語りかける。

「俺は一度、リリーを泣かせてしまいました。そんな男に大切な娘は渡せないと、お思いかもしれませんが……。俺はもう二度と、彼女を悲しませない。この命が尽きるまでリリーを愛し、守り続けると誓います」

「シルヴェスター様……」

　彼の言葉に心を打たれ、リリーの胸に熱く込み上げてくるものがある。

　そして彼女は目尻にじわりと浮かぶ涙を指先で拭い、泣き笑いを浮かべて、亡き両親に語りかけた。

（お父さん、お母さん……）

　愛する人と結ばれ、幸せになる。

　子どものころからずっと憧れていた、〝幸せな花嫁さん〟になる。

　そんな自分の夢と、両親の最期の願いは叶わないかもしれないと思ったこともあった。

　けれど――

「私は、幸せです」

　シルヴェスターと出会えてよかった。

　彼と結婚できて幸福だと、心から思う。

「私の夢、叶ったよ」

　だから安心してください。

　そう語りかけるリリーの前でふわりと風が吹き、墓石に捧げた花冠がかすかに揺れる。

　まるで両親が頷き、「よかったね」と優しく微笑みかけてくれているような気がして……

「……っ」

　リリーはたまらず、ぽろぽろと涙を零した。

　シルヴェスターはそんな彼女をそっと抱き寄せる。

　そしてリリーが泣き止むまで、ずっと傍に寄り添い続けてくれたのだった。
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